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八杉 マヤ文字の分析 ∬

マ ヤ 文 字 の 分 析

パ レ ン ケ

八 杉 佳 穂*

Ⅱ

Analysis of the Mayan  Glyphs  : Part  II, Palenque

Yoshiho YASUGI

    Palenque texts have been studied extensively since the 
"Round Table" was held at Palenque

, in 1973. We can now 
provide an outline of the dynastic history of Palenque. For 
example, the Lord Shield Pacal was born in 9.8.9.13.0 (A.D. 603), 
ascended the throne in 9.9.2.4.8 (A.D. 615), and died in 9.12.11. 
5.18 (A.D. 683). His parents were Kan  Bahlum Moo and Zac 
Kuk, and his children Chan  Bahlum and Kan Xul  H. However 
many other matters which remain to be deciphered are described 
in the texts. 

   In this paper I have followed the same methodology and 
format as used in my earlier paper on the Naranjo texts  [YAsum 

 1986]. That is, all readable dates  were first extracted from 
available texts and arranged chronologically. Calendrical 

glyphs were then examined for variations and stylistic change. 
   Many new glyphs were invented in Palenque but stylistic 

change is not clearly discernible, since the period of their utili-
zation was short. But texts provide good examples of glyphic 
interchangeability, and many synonymous glyphs are used. 

   One affix (T 679), which functions like a preposition, is 
attached to a glyph in a glyph block. It does not stand alone, 
but glyphs to which the affix is attached occur by themselves. 
According to the definition used here, a glyph is composed of 

grapheme(s) and occupies a glyph block with a squared appear-
ance. Many graphemes have either a geometric or a human 
form, and are known as the "normal form" and "head variant" 
respectively. They are variant forms of the same value.
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Gencrally,　 there　 is　one　 glyph　 in　one　 glyph　 block.　 Sometimes,

however,　 one　 glyph　 block　 is　composed　 of　two　 or　 more　 glyphs.

Main　 signs　 and　 aMxes　 are　 de丘ned　 according　 to　th6ir　 size　 and

position　 within　 glyphs.　 Main　 signs　 arc　 the　 Iargest　 and　 central

graphemes　 and　 affixes　 are　 joined　 to　the　 main　 sign・In　 other

words,　 a　glyph　 is　composed　 of　main　 sign土a伍x(es).

　　　　Maya　 writing　 is　classi丘ed　 typologically　 as　 logosyllabic,

because　 there　 are　 logograms　 and　 phonograms,　 as　in　 the　 Pacal

glyph(Fig.28).　 But　 if　a　glyph　 is　defined　 as　main　 sign±af臼xes,

it　can　 be　said　 that　 Maya　 glyphs　 are　not　 composed　 of　a　fixed　 set,

but　 join　 grammatical　 aMx(es)when　 occasion　 demarlds・For

example,　 T　679　 fUnctions　 like　a　preposition　 and　 can　 be　attached

to　a　main　 sign.　 Thus,　 phraseograms,　 which　 express　 a・phrase　 in

one　 glyph,　 exist　in　the　 Mayan　 writing　 system.

　　　　In　chapter　 IV　 those　 clauses　 and　 phrases　 in　which　 names　 of

rulers　 and　 Gods　 appear　 are　 analyzed.　 In　 chapter　 V　 other　 glyphs

not　 treatcd　 in　 chapter　 IV,　 such　 as``birth　 glyphs,,,``accession

glyphs,',``number　 fbur　 and　 sky　 glyphs,,,　 are　 discussed.

1.は じめに

ll.分 析 の範囲

皿.暦 の文字

(i)　 イニシャルシリーズの文字

(ii)　 カ レンダーラウンドの文字

(iii)　デ ィスタンスナンバーの文字

　(iv)　 期 間の完了を表わす文字

　(v)　　819日暦

(vi)　 マ ヤ暦元に関する節

lV.王 の履歴と名前の文字

　①　　神々の文字

     Zac Kuk I 

(iii) Kiix Chan 

(iv) Kuk I 

(v)  Octopus 

(vi) Moon Cauac 

(vii) Cauac I (Chaac I/Chaacal I)

(viii) Kan  Xul I (Hok I) 

(ix) Cauac II (Chaac II/Chaacal II) 

(x)  Bahlum (Chan  Bahlum I) 

(xi) Kan  Ik 

(xii) Ahc Kan 

(xiii) Pacal I 

(xiv) Zac Kuk  II 

(xv) Kan  Bahlum Moo 

(xvi) Pacal (Pacal II) 

(xvii) Ah Po Hel 

(xviii) Chan  Bahlum 

(xix) Kan Xul II (Hok II) 

(xx) Chaac (Cauac III/Chaacal III) 

(xxi) Chac Zutz' 

(xxii) Kuk II

V.文 字 の交 替

VI.お わ りに
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八杉　　マヤ文字の分析 ∬

1.は じ め に

　 パ レンケ はメキシコのチ アパ ス州 のシエ ラ ・デ ・パ レンケの北斜面 に位 置す る。北

緯17度15分,西 経92度05分 に あ り,マ ヤ文化領域で は西周辺部 に属す。

　 Randsの 土 器 の分析 による時代区分は次の ようにな り,パ レンケの歴史は,古 典

期前期の初 期または原 古典期 ころまで さかのぼ ることがで きる[RANDS　 1974a,　 b]。

　 　　　 Picota　 (古典 期前期の前半,原 古典 期に まで さかのぼ る)

　 　　　 Motiepa(古 典 期前期 の後半)

　 　　　 Otolum　 (600-700年)

　 　　　 Murcielago(700-770年)

　 　　　 Balunte　 (770-850年)

　 しか しパ レンケが栄え るようにな るのは,古 典期後期 に入 ってか らであ り,土 器 に

よ る時代 区分 のOtolum,　 Murcielago相 が その時代 にあた る。　Balunte相 の 前半 に

衰亡 がは じま り,そ の後半 は貴族層の崩壊,パ レンケ の放棄の時代 とな るが,中 心部

は820年 こ ろまでには完全 に放棄 されて しま う。

　文字 も古典期後期 にはいってか ら獲 得 す るにすぎない。Pacal王(603～683年),

Chan　 Bahlum(635～702年)王 の時が全盛 期 であ り,碑 文 のほ とん どが この時期 に

作 られて い る。 その後 も碑は刻まれ続け るが,783年(「96文 字 の碑文」 の奉納年)以

後は,碑 文 はな くな る。 最後 の 日付 は土器 に刻 まれ た799年(9.18.9.4.47Kan　 l7

Muan)で あ り[Ruz　 1952a:丘9.14,1am.27],8世 紀 の後 半には衰退 をは じめて

しま うことが文字資料か らも裏付 け られ る。

　パ レンケは,栄 え た期間 は短 いが,文 字資料の面か らみ ると,量 はかな り豊 富であ

り,文 字の分析 にはた いへんお も しろい遺跡 であ る。短 い期 間に多量の文字 が描 かれ

ているため,文 字 の変化,と くに文字の交替例の研究に格 好の資料 を もつ遺跡 とい っ

てよい。

　 ここで利用す るテ キス トは次の ものが主体にな る(表1)。 これ らがテキス トの文字

量 としてはか な り多 い もの,ま たは少な いが重要な ものであ り,本 論 の対象 とす る文

字 であ るが,こ のほか にも,保 存庫(Bodega)や 各地 の博 物館 に保存 されている断片

的 な文字資料 があ る。

　本稿 でも,『 マヤ文字の分析1』 にな らって,ま ずそれぞれのテキス トに刻 まれ て

い る日付を取 り出す ことにす る[八 杉 　 1986]。 そ してそれ らの文 字 につ いて考察す

る。つぎ に,ほ ぼ同定の終わ ってい るパ レンケの王族 の名の文字群 を,そ れが生起 す
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表1テ キ ス　ト 名 と 略 号

創 造 板(Greation　 RelieflLipida　 de　Creaci6n)。

ダ ンバ ー トンオー クス のパ ネル2(Dumbarton　 Oaks　 Panel　 2)。

階 段 碑文(Hieroglyphic　 stairway1Escalera　 jeroglffica)。

忘 れ られ た神 殿(Olvidado　 Temple/Te皿plo　 Olvidado)の スタ ッコー 文 字 。

叫 ぶ人(Tablet　 of　the　Orator)。

楕 円板(Oval　 tablet!LSp三da　 oval　de　la　casa　E)。

パ サ デ ナ板(Pasadena　 Tablet)。

宮 殿 板(Palace　 Tablet1Tablero　 del　Palacio,　Ruz　 l)。

碑 文 の神 殿 の 墓 棺 蓋(Sarcophugus　 lid/Lapida　 del　sarc6fago)。

　　　 　　 　 墓 棺 壁(side　 walls)。

書 く人(Tablet　 of　the　Scribe)。

奴隷 の タ ブ レ ッ ト(Tablet　 of　Slaves1Tablero　 de　los　Esclavos,　Ruz　 2)。

十 字 の神 殿(Temple　 of　the　cross1Templo　 de　la　cruz)の メ イ ンパ ネ ル。

十 字 の神 殿 の 階段 脇(alfarda)碑 文 。

十 字の 神 殿 の メ イ ンパ ネル の両 側 に あ るパ ネ ル。

葉 の十 字 の 神 殿(Temple　 of　the　Foliated　 Cross!Templo　 de　la　cruz　foliada)

の メ イ ンパ ネ ル。

葉 の十 字 の 神 殿 の階 段 脇(alfarda)碑 文 。

葉 の十 字 の神 殿 の メ イ ンパ ネル の 両 側 に あ るパ ネ ル 。

葉 の十 字 の 神 殿 の石 板(1apida)

碑 文 の 神 殿(Temple　 of　the　lnscriptionslTemplo　 de　las　lnscripciones)の パ ネ ル 。

東 パ ネ ル(TIE),中 央・xeネル(TIM),西 パ ネル(TIW)の3つ にわ け られ る。

宮 殿 の椅 子(Palace　 Throne)。

太 陽 の 神 殿(Temple　 of　the　Sun1Templo　 del　So1)の メ イ ンパ ネ ル。

太 陽 の神 殿 の階 段 脇(alfarda)碑 文 。

太 陽 の神 殿 の メイ ンパ ネル の 両側 に あ るパ ネ ル 。

神 殿14号(Temple　 XIV!Templo　 XIV)の ノxeネル。

神 殿18号(Temple　 XVIIIITemplo　 XVIII)の パ ネ ル 。

神殿21号 の石 板(Tablet　 of　Temple　 XXI)。

96文 字碑 文(Tablet　 of　the　96Glyphs1Tablero　 o　lapida　de　los　96　glifos)。

CREATION 

DO 

HS 

OLVIDADO 

ORATOR 

OVAL 

PASADENA 

PT 

SARCO 

 SARCOwa11 

SCRIBE 

SL 

TC 

 TCalf. 

TCside

TFC 

 TFCalf. 

TFCside 

TFC lapida 

TI

THRONE 

TS 

TSalf. 

TSside 

TXIV 

TXVIII 

TXXI 

96G

る日付 とと もに取 り出す ことにす る。 しか し本稿 ではテ キス トすべてを 日付順 に並べ

ることはせず,同 似節を とりだ し,そ れを比較 のために線形 に並べかえ ることに し,

そ れ らを もとに考察す る。テ キス トを 日付順 に線形 に並べ ることは,王 朝 の歴史を分

析す る上 でかな り有効な方法であ り,そ れ を 「マヤ文 字の分析1」 で は採用 した のであ

るが,7・eレ ンケ の場合,王 朝の歴史 の大枠は,一 部問題 があ る もの の,Berlinや

Schele,　 Mathews,　 Lounsburyら の 研究 によ りほぼ解 明 され てい るので,こ こで は

すべて のテ キス トを 日付順 に線形 に並べ ることはせず,必 要な部分 をとりあげ ること

に し,同 似 節を中心に文字の使 われ方 に焦点 を絞 ることにす る。

パ レンケの碑 文の研究 は前世紀末 のMaudslayに は じまる とい ってよい。 そ れ 以



八杉　 マヤ文字の分析1

前 にもdel　 Rio,　StephensとCatherwood,　 Waldeckな どがパ レンケを訪れ,記 述

を残 してい るが,Maudslayが は じめて それ以後 の研究 に役立つ資料 を残 したのであ

る。前世紀 か ら今 世紀 初頭 にかけて,は や くもそれを利 用 してGoodmanやMorley

な どが 日付の文字 の解 読を行 な った。 それ以 後月 シ リーズの文字 の解釈 や819日 暦 の

発見 など,暦 に関す る文字の理解 は深 ま ったが,暦 以外 の文字 については1950年 代 末

までなん ら進捗がなか った。1958年 にBerlinが パ レンケを 含む各都市固有の文字 で

あ る紋章文字 を発見 し,1959年 に は王達 の名 を表わ す文字 を正 しく同定 し,パ レンケ

の碑文 の解釈 は新 しい時代 をむかえ ることにな った。 しか しBerlinの 『十字 の神殿』

のテキス トの日付 の解釈 にみ られ るように[BERLIN　 l965],正 しい解釈 はなかなか

得 られず,1970年 初 頭 まで は断片 的な理解 にとどま った。パ レンケの碑文 の総合的 な

研究 が行 なわれ るようにな った1973年 の 円卓会議 以後,王 朝 の理解 は急速 に深 ま り,

ほ ぼすべて の登場人物 の履歴 を描 きだす こ とがで きるようにな って きた。 しか しまだ

た くさん の文字 がまった く理解 できな いままで残 ってい る。それ は歴史的な事柄 では

な く,宗 教 的,儀 式 的なこ とが書かれて いるか らと考え られ る。

皿.分 析 の 範 囲

　まずテキス トの概要を知るために,文 字がどのくらいあるのか,テ キス トが しるし

ている日付の範囲はどのようなひろがりをもつのかをしるす(表2)。

　文字または文字群がおさま?て いる文字ますの数は,数 えることは簡単であ る。と

はいえ,テ キス トが一部欠けている場合,問 題が生 じてくる。たとえば,テ キス トの

中間が一部欠けているとき,そ の欠けている部分の文字ますは,前 後左右の文字ます

の位置や大きさから補うことが可能である。しかし上半分が欠けていたり,ま わ りの

環境が不明であると,復 元は難 しい。そこで,あ きらかに復元できるものは,数 える

ことにする。そ して欠けている部分があることは確かであるが,い くつあるのか正確

にわか らない場合には,+を つけることにした。

　文字ますの数は数えることができるが,文 字の数については,正 確に述べ ることは

不可能である。第一に,テ キス トは全部が判読可能ではない。必ずといっていいほど

判読不能な個所がある。判読不能な個所の文字ますは,テ キス トの形から復元可能で

あるが,そ こにいくつ文字があるかはわか らない。ひとつの文字ますに2つ 以上の文

字がおさまることはよくあることであり,文 字ます数から文字数を導 きだすことはで

きないか らである。第二に,何 を文字というのか解決がついていないことも,文 字の
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表2文 　　字 　 数

HS 

PASADENA 

OVAL 
SARCO 

 SARCOwall 
TI (E) 

  (M) 

  (W) 
TC 

TC alfarda 

TC side 

TFC 

TFC alfarda 
TFC Lapida 

TFC side 

TS 

TS alfarda 

TS side 
TXIV 

DO 

THRONE 
PT 

TXVIII 

ORATOR 

TXXI 
SLAVE 

SCRIBE 
96G

計

文字ます
数

24 

10 
 7 

54 

20 

237 
140 

240 

 228(+4) 

24 
19 

155(+7) 

24 

 24+ 
 9+ 

146 

 10[24] 

31+ 

 55+ 
37 

28+ 

262 
 70[75] 

 8 

40 

 8+ 
96

2015

文 字 数

72 

13 

 7 

73 

20 

 239+ 

141 

276 

240 

25 

20 

164 

25 

32+ 

 9+ 

149 

10 

 31+ 

 61+ 

37 

33 

269 

 87+ 

11+ 

 8 

76 + 

 8+ 

106

2243

判読文字
数

60 

13 

 7 

73 

20 

205 

141 

264 

239 

25 

20 

164 

25 

32 

 7 

148 

10 

13 

59 

37 

22 

263 

81 

11 

 7 

76 

 8 

106

2137

暦の文字
数

19 

 1 

 0 

29 

 0 
75 

 8 

104 
113 

 9 

 0 

54 

 9 

18 
 0 

59 

[9] 
 0 
17 

10 

11 
 98(+2) 

43 

 0 

 0 

28 
 0 
42

747

CR文 字

数

8 
1 
0 

26 

0 
28 

6 

48 
45 

4 

0 

19 
4 

6 

0 

24 

 2[+  2] 

0 
10 

6 

6 
30 

10 

0 

0 
22 

0 
14

319

数を数 え ることを難 しくして いる。

　 これまで文字 ます に収 まって いるものを文字 と考 えて きた。つま り文字 とは主字 と

接字 が密接 に結合 してい るもの とみな して きた。 もちろん文字ます には1つ 以上の文

字 が収 まるこ とが あ る。1つ の文字 ます にい くつ文字が収ま ってい るかは,文 字 一主字

±接字 と定式化す るこ とがで きるので,そ れ を もとに,ほ ぼ判読可能 であ る。 しか し判

定 がむつか しい場合があ る。例をあげてみ よう。図1の1は 即位 を表わす文字の うち

のひとつであ る。1a,　 lbと も,2つ の かたま りか らな り,そ れぞれ1つ ずつ文字ます

に収 ま ってい る。 それ ゆえ2つ の文字 とみ る。 しか しla,　 lbの 違 いは,　Iaの 最 初の
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八杉　　マヤ文字の分析H

文 字の左にみ られ る接字 がついて

い るかいないかだけであ る。 ただ

し各構成要素 の位 置関係 は異 な る

が,主 字 の左 と上,右 と下 の位 置

は同価なので,こ の場合 同一文字

とみ ることにす る。 図laに つ い

ているこの接字T679は,パ レ

ンケ のテキス トを解釈す る際重要

な役割 をはたす接字であ るので,

少 しくわ しくふれてお きた い。 こ

の接字T679はPosterior　 Date

Indicator(PDI)と よ ばれ る文 字

の接字 と してみ とめ られて きた。

た とえば 『十字の神殿(TC)』 の

Pl7に そ れはあ る。それが生起 し
図1文 字 の 書 き方

てい る個所 は,2Caban　 10Xul(CR)-6.3(DN)一 即 位を表わす節一T679.738:59

(PDI)-8Ahau　 13Ceh(CR)と な ってい る。2Caban　 lOXulに6.3を 加 え ると,

8Ahau　 l　3Cehに な る。

　　　　 (8.19.19.11.17)2Caban　 lOXul

　 　　　　　　　　 6.3　 　 　 　 　 　 　 (DN)

　 　　　 (9.0.0.0.0)　 8Ahau　 13Ceh

　 2Caban　 l　OXulは 前 の 日で,8Ahau　 13Cehは 後 の日 であ り,　T　679.738:59は

8Ahau　 13Cehの す ぐ前 に生起 してい るので,8Ahau　 l　3　Cehが あ との 日であ ること

を表わす文 字 とい うこ とができる。 しか し同時に,T679.738:59は 前 の 日にDNを

加え,後 の 日を導 く文字 ということ もで きる。 この文字 と逆 の働 きをす る文字,す な

わ ち,Anterior　 Date　 Indicator(ADI)は,通 常T738:59.126ま た はT513:59.126

と い う構 成を した文字で あ る。 これはた とえば 『神殿18号(TXVIII)』 のD9に 生

起 す る。

　　　　 (9.14.10.4.2　 91k　5Kayab)

　 　　　 7.14.9.12.0　 　　　　　　　　　 (DN)　 　　　　 D7-C9

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 T513:59.126　 D9

　 　　　 (2.0.0.10.2)　 91k　OZac　 　　　　　　　　　　　 C10-D10
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図2　 コパンの階段碑文の文字

この2つ の文字 の意 味を考え る うえで非常にわか りやす く書 かれてい るものが,コ パ

ン(Copan)の 階段 碑文 に生起 してい る[MoRLEY　 l920:fig.40]。 この2つ の文

字 は3aと4aに 生 起 してい る。 この部分 の 日付 の関係を数式で表わす と,次 のよう

にな る。

　　　　 (9.14.15.0.0)　 11Ahau(18Zac)　 　　　 3b

　 　 　　　　　 11.14.　 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1b-2b

　 　 　　 (9.15.6.14.6)6Gimi　 4Zec　 　 　　　　 4b-5

T59は 前 置詞 のtiと されてお り,そ れを考慮 にいれて この部分 を訳す と,「11Ahau

か ら(数 えて)6Cimi　 4Zecま で(数 える と)11.14.6,ま た は11.14.6がlIAhauか

ら6Gimi　 4Zecま で」 となろう。

　 T679はLandaが16世 紀 の中葉 に残 したアル フ ァベ ットのiと されてい る。チ ョ

ル語 の3人 称 の人称接辞 はiで あ り,ユ カテク語 の3人 称 の人称接辞 はuで ある とこ

ろか ら,そ れはユ カテク語の人称接辞 のu(Tl)の か わ りをす るとい う意 見 が あ る

[MATHEws＆ScH肌E　 1974:65]。 しか し構文 を分析 す ると,そ の接字 は 「～ まで」

とい う意味であ るとみ ることがで きる。その ようにみ ると,そ れが生起 す る構文 はほ

ぼすべて意 味を とること が で き る。 たとえばTCのS13か らSl7の 文 は,「Kan

Xul　 Iの 誕生か ら即位 まで1・19・6・16で(即 位 の 日は)5Kan　 l　2Kayab」 と 解 釈 で

きる。

　 例のlaは,そ のT679が つ いて1つ に文字 ます に収 ま ってい るのである。 マヤ

の言語 は前 置詞言語 であ り,前 置詞 のような働 きをす る文字素が存在 し,そ れがすで

に存在 す る文字 に付加 され て も,ま た文字 と呼 ばなけれ ばな らない ものが形成 され る

とい うことにな る。

　 図1の2の 場合,2aだ け だ と1文 字 と数えて しまいそ うであ る。 たまたまそ れ を

2つ の文字 ます に分 けて書 いて いる例(2b)が 他 の場所 にあ るか ら,2つ の文字 に分

け られ るこ とが確証で きるにす ぎない。 こうい う例がみつか らない複雑 な構成の文字

であ ると,そ れを1文 字 と数え るか,そ れ以上の文字か らな るか判断 できな い場合が

生 じる。
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　数と暦の文字の場合 もそれぞれを1文 字と見るか,2つ を1つ の文字とみるか,文

字ますからは一定の答をひきだすことができない。ふつう1ま すに数と暦の文字は収

まっているが(図1--3a),そ れぞれ1ま すに収まることがある(図1-3b)か らである。

そこで何 らかの基準をもうけなければな らないが,本 論では,数 と暦の合体 したもの

を1文 字とみなすことにす る。 しか しこの場合など,文 字というものを文字ますとい

う物理的に区分されるものや主字士接字ということか ら定義することの無益さを教え

ている。 しか し,文 字ます に1つ 以上のまとまりのある単位が収まるか らには,文 字

についてなん らかの定義は必要であ る。そうすると,ど うして も物理的に他と区別さ

れる一単位,そ れは主字±接字ということであるが,そ れを文字と考えざるを得ない。

このように定義すると,マ ヤ文字は,い つも一定の構成素か らなる文字ではな く,場

合により文法的な接辞が文字の構成素になりうる文字ということになる。いいかえれ

ば,マ ヤ文字体系は表句文字が存在する体系であるということである。これが 『マヤ

文字の分析U』 までの文宇に対す る考えであり,さ らに分析を進めることで,文 字に

対す る見方や定義が変 りうることをここに加え,ひ とまず,文 字についての考察はと

めておきたい。

　以上のように文字を考えたのであるが,テ キス トのすべてが理解できるわけではな

い。それゆえ,文 字の認定がむつか しい場合があり,表2の 文字数や判読文字数につ

いては正確ではないことを断わっておかなければな らない。特に文字数は,判 読不明

な部分を含んでおり,正 確さに欠ける。判読文字数 も,文 字への理解が深まると,こ

れまで1文 字 としていた ものが,2文 宇である場合がでて くるであろうし,ま た不明

な部分であっても,明 らかにそこに存在 していなくてはならない文字がわかり,そ れ

を勘定に入れることができるようになる場合もでてくるであろう。それゆえこの数よ

り増える可能性がある。CR文 字数とは,暦 に関する文字のうち,260日 暦 と365日暦

の暦の文字数を表わすものであり,そ れらも含め,暦 に関する文字の数をしるしたも

のが,暦 の文字数の項である。なお鉤括弧は破損 した部分も含めて数えた文字ますの

数であり,丸 括弧の数は場面上にある文字を加えたものである。

　次にテキス トの刻まれた年代を しるす。刻まれた年代については,テ キス トにある

最終日付を奉納 日と考える。マヤの碑文はほとんどの場合,区 切 りのいい日,す なわ

ち,カ トゥンまたは トゥンの終わりの日がしるされているが,パ レンケの場合,必 ず

しもうま くいかない。たとえば墓石碑文など,死 の日をしるせばそれでいいのであり,

区切 りのいいカ トゥンの終わりの日をしるすことなど無駄であるものもあるし,ま た

カ トゥンの終わりを意識していないに違いない碑文 もある。そこでテキス トで読みと
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表3奉 納 日

テ キ ス ト 最終日付 王 名

HS 

SARCO 

 TI 

OVAL 

OLVIDADO 

TC 

TFC 

TS 

TXIV 

DO 

TH 

PT 

TXVIII 

ORATOR 

TXXI 

SL 

SCRIBE 

96G

9.11.　 6.16.ll

9.12.11.　 5.18

9.13.　 0.　 0.　 0

9.12.18.　 5.16

9.13.　 0.　 0.　 0

9.12.18.　 5.17

9.11.　 4.13.　 0?

9.ll.18.　 7.　 7

9.13.10.　 6.　 8

9.14.　 8.　 4.15

9.14.10.　 4.　 2

9.15.　 0.　 0.　 0

9.17.13.　 0.　 7

Pacal 

Pacal 

Pacal 

Pacal 

Pacal 

Chan  Bahlum 

Chan  Bahlum 

Chan  Bahlum 

Chan  Bahlum 

Hok 

Hok 

Hok 

Chaac 

Chaac 

Chaac 

Chac Zutz' 

Chac Zutz' 

Kuk

れ る最終 日付 に,碑 文 が捧げ られた王の名,ま たは碑文 を こしらえた王 の名 をそえ た

ものを以下 に しるす こ とにす る。最終 日付順 にな っていないのは,王 の即位順 を優先

した ことによ る。 またTC,　 TFC,　 TSは1つ のまとま りのあ る神殿群 であ り,十 字

グル ープとよばれ るこ とがあるが,そ の十字 グル ープとTXIVの 順 も日付順 にな っ

ていない。それは十字 グル ープは同時期の ものであ るので,TC,　 TFC,　 TSの 順 に並

べたにすぎない こと,TXIVの 正 確 な日付 は不明 であ るので,十 字 グル ープのあ と

に置いた ことによ る。 その他 のテキス トの奉納 日は不明であ るが,生 起す る文字か ら

どの王 に属す る ものか ほぼ判定す ることがで きる。なお線形 になお した文字列 の順 は,

で きるかぎ り日付順 に並べ るこ とにす るが,テ キス トが異 な るときは,こ の奉納 日順

に並べ るこ とにす る。

　次 にテ キス トの扱 ってい る日付 を しるす(付 表1)。 表 中の*は 解釈 に問題 のある

個所 を しめ してい る。それ らにつ いてはそれぞれのテキス トを扱 うときに とりあげる

ことにす る。 それ ぞれの 日付を年代順 に並べ,対 応す る西暦 をつ けた ものが付 表2で

あ る。

　簡単 に各 テキス トの概要 を説明 してお く。HSはPacal王 の誕生 とその後 の 出 来

事を,SARCOはPacal王 の誕生 と死,　 Pacal王 以 前 の王 の死んだ 日を しる して い

る。TIの 東 パネル(TIE)は9.4.0.0.0か ら9.10.0.0.0ま で のPacal以 前 の王 と
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Pacal王 の即位が しるされてい る。中央パ ネル(TIM)は9.ll.0.0。0か ら9.12.0.0・0

までの間の こととPacal王 と3体 の神(GI,　 GII,　GIII)と の 関わ り,西 パネル(TIW)

は9.12.0.0,0か ら9.13.0.0.0ま で の 流れの中に,Pacalの 誕 生,即 位,死,妻 の

Helの 死,息 子 のChan　 Bahlumの 即 位の他に,は るか過去や未来 の ことな どが刻

まれてい る。TCの 左半分はマヤ紀元前後の神 の こと,右 半分は古 き時代 の王 の誕生

と即位 の 日が刻 まれ,中 心部 の画面上 には,Ghan　 Bahlumに 重 要 な 日々の出来事 が

しるされてい る。TFCはTCと 同 じ く左半分は神 々の ことが しるされてい るが,右

半分 な らびに中央部 は,(】han　 Bahlumに 重 要な 日々の こ とが書かれてい る。　TSは

TFCと ほぼ同様な構成 であ るが,内 容 は若干異 な る。　TXIVはChan　 Bahlumが

テ キス トに登場す るが,内 容 は歴史 に関す るこ とではないので,理 解が十分にで きない。

DOはPaca1夫 妻 にKan　 Xul　 IIが 登 場す る。　THRONEはPacal,　 Chan　 Bahlum,

Kan　 Xul　 IIの 即位 が主題であ るが,ほ とん ど判読不能 であ る。　PTはKan　 Xul　 II

のた めの もので,Pacal,　 Chan　 Bahlumが 登 場す る。　TXVIIIはChaacの 誕 生 と

そ の即位が神話 上のZac　 Kukの 即 位 と関係 づ け られ てい る。　SLの 主 題 はChac

Zutz'で あ り,そ の前 の王Pacal,　 Chan　 Bahlum,　 Kan　 Xul　 IIの 登 場 のあと,　Chac

Zutz'の 誕生,即 位 にその後の出来事が しるされてい る。96GはKukの も の で,

そ の前 の王Pacal,　 Kan　 Xul　 II,　Chaacの 即位 などが しるされたあと,彼 の即位 と

lKatun記 念,彼 の父Chaacと 母,9.17.13.0.0の 記 念 などが しるされて いる。

㎜.暦 の 文 字

　 この章で扱 う 文字は(i)イ ニ シャル シ リーズ(IS)の 文 字群,(ii)カ レ ンダ ーラウ

ンド(CR)の 文 字群,す なわち260日 暦 と365日 暦 の文字群,(iii)デ ィスタ ンス ナン

バ ー(DN)の 文 字群,(iv)期 間 の完了(PE)を 表 わす文字群や,あ る日を記念 して

それか らくぎりの いい年.月がた った ことを しるす文字群,(v)819日 暦,(vi)マ ヤ暦

元 の節 について であ る。(vi)以 外 の文字群 の 構造 や 意 味 については[八 杉 　 1982,

1986]で 扱 った ので,省 略す る。

(i)イ ニ シ ャル シ リーズの 文 字

　 ISを しるした ものはパ レ ンケ で はHS,　 TIE,　 OLVIDADO,　 TC,　 TFG,　 TF-

Clapida,　 TXVIII,　 PTに あ る。ただ し碑文以外では,い わ ゆ るイニ シャル シ リーズ

の壺 と称 され ている壺(IS　 Vase)に も しるされて いる。 しか しIS部 分 は こわ れ て
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お り,断 片 がみ られ るだけであ る[Ruz　 l952a:Fig.14,　 Lam.　 XXVII]。 ま た宮

殿のA棟(House　 A)の 入 口 と入 口の間の壁C(pier　 C)に もISは あ るが,損 傷 が

激 しいのでここで は省 く。各 テキス トが しる してい る内容 は表4の よ うにな る。 ここ

で括 弧は不 明か欠 けている部分 を表わす。HSとTIは 通 常生起す るいわゆ る補助 シ

リーズ(SupPlementary　 series)を 欠 いてい る。　OLVIDADOの テ キス トは スタ ッ

コーでつ くられた文字 がば らば らに出 土 したものであ り,完 全で はない。 しか し出 土

した文字 にPaca1王 の 名 を表わす文字があ るところか ら,　Pacal王 時 代 の もの で あ

る と推測で きる。TFCIapidaは 前 半部 の期間 を表わす文字群が欠 けて いる・ 宮殿板

図3-一(1)

図3-一(2)
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　　　　　　　　 図3-(3)

図3イ ニ シ ャ ル シ リ ー ズ の 文 字

のPT(2)とPT(3)の2つ は,テ キス ト中にでて くるもOPで,　 ISと は いえな いが,

補 助 シ リーズを しるしてい るので,こ こに含 めた。

　IS導 入文字 は5つ の要素 か ら成 り立つ文字 であ る。(1)一 番 上の文字素T　 124は

3つ の文字素性 か らな る。一部 消えて不 明な ものもあ るが,そ れはいずれ も同 じとみ

表4イ ニ シ ャ ル シ リ ー ズ

HS 
TI 

OLVIDADO 
 TC 

TFC 

TS 
TFClapida 

TXVIII 
PT (1) 
PT (2) 

PT (3) 
IS Vase

t'

g.8.9.13.0

9。4.0.0.(0)

9.10.(14).5.10

12.19.13.4.0

1.18.5.4.0

1.18.5.3.6

(9.12.19.14.12)

9.12.6.5.8

9.10.11.17.0

(9.13.10.6.8)

(9.14.8.14.15)

(9.18.9.4.)4

8Ahau  13Poop 
 13Ahau  (18Yax) 

30c 3Poop F  6C 
8Ahau  18Zec  G8/F 5"bix"D  2C X3 B 9A 

lAhau  13Mac G8/F  10D 5C  X1 B  10A 
 13Cimi G3/F  19Ceh 6E D  4C X4 B  10A 

5Eb G3/F 5Kayab  11D  3C X4 B 9A 

3Lamat G9 F 19D 5C X5 B  1  OA 6Zac  
1  1  Ahau G7/F D  2C  X2 B 9A 8Mac 
5Lamat 6Xul G2/F D 6C 

9Men G7/F OD  3C X4 B 9A 3Yax 

7Kan  (17Muan) (G/F) E D  1C B A
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てよい。(2)櫛 の ような要素T25は,導 入文字に使われ る場合,2つ が対 にな って

1つ の機 能をはた してい る。この間 に月 の守護神 がはさみ こまれてい るのであ るが,

HSとTCで はT25は 大 き く下 まで伸び,　 Tunの 文 字素 まで はさみこん でい る。

これは意味 に違 いを もたせ るた めとは いいがたい。絵 画的な遊 び とで もい ってよいで

あ ろう。(3)月 の守護神 はPooP,　 Zec,　Mac,　 Ceh,　Zacの ものがあ り,PooPとMac

は2例 ずつ み ることができる。PooPの 場 合はHS,　 OLVIDADOの ど ちらもジャガ

ーの頭 であ る。Macの 場 合はTFCで はIkの 文 字の幾何体 であ るが,　PTで は その

全身体(全 身像)で あ る。図では判読 しがたいが,写 真 や拓本で は腕 と脛 にIkの 特

徴 であるT型 の文字素性が刻まれてお り,Ikの 全 身体 であ るこ とがわか る。　Zecの

守 護神 には大 きく分 けてCaban(T　 526)と 場 合 と空(T　 561)の 場 合 があ るが,パ レ

ンケで はCabanが 用 い られて いる。(4)Tunの 文 字素は,十 字 グル ープの ものが標

準形 であ り,そ の他は平べ った くな ってい るが,そ こに時代的な差 をみ ることはで き

な い。(5)一 一番下の文 字素 は3つ の丸T142(T314b)か,両 端の文字素性がL字

また は逆む きのL字 にな ったTl25で あ るが,書 き方 に差がみ られ るだけの,飾 り

の要素であ る(Tl42とT314の 関係 については[八 杉　 1986:182註3]参 照)。

PTに はTunの 文 字素 の左右 に火 の玉のよ うな要 素 がついてい るが,意 味 に差をみ

いだすこ とはで きないので,こ れ も単 な る飾 りとみ ることがで きる。

　 Baktu11以 下 の文字 は幾何体,頭 字体,全 身体 の3つ の字体 をみ るこ とがで き る。

頭 字体 は,各 期間 の文字 が現 われる位置か ら判別 され るだけだ とい ってよいほど似 て

い るものがあ る。 とくにTSのKatunとTunの 頭 字体は似 てい る。 しか しそれ で

も耳飾 りが異 なるとか鼻 の形が異 なるな どの違 いをみせ てい る。 とはいえ両者 が似て

い るのは無 理 もないことである。幾何体をみれ ばわか るよ うに,KatunはTunの 文

字素 の うえ にT25.528.25(Thompsonの カ タログで はT28と し,ひ とつ の 文 字

素 とみて いる)を 載せ ているにす ぎな いか らであ る。HS,　 TFC,　 OLVIDADOの

KatunとTunの 文 字 を比べてみれ ばわか るように,両 者 は異 な る文字 であ り,Tun

は もと もと顎 が骨 に換 って いるもので,Katunは 口 の端 か ら髭 がでている もの で あ

る。 それがTSで は両者 と も顎 が骨 に換わ ってい るのは,間 違 って書 いた といえない

こともなか ろうが,幾 何体 の構造 か らわか るよ うに両者 は似た構造 をもってい るか ら

と思われ る。

　全般的 には頭字体 は次 のような特徴 を有 してい る。Baktunの 文 字は顎が手 に換わ

り,Katunで は 口の端 か ら髭 がはえ てい る特徴 を有 し,　Tunは 目 に3つ の点 があっ

たり,顎 が骨 にな っていた り,鳥 の羽 のよ うになってい る。Uinalは カ エル で,口 の
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端 に渦巻 きがあ る。Kinは 口 の端か ら髭 のはえた猿 を表わ したよ うな頭 であ る。

　数字 は点 と棒 のほか,幾 何体,頭 字体,全 身 体の3つ の異 な る字体で書かれて い る。

まず点 と棒 の特徴 をいう と,一 部棒 の中を装飾 したものをTXVIIIのBaktunの 係

数にみ ることができ るし,点 の間の空間をU字 型の装飾要 素で飾 っているものを同

じくTXVIIIのTunの 係 数 にみ ることがで きる。 これ らは 古典期後期 の前半 の特

徴 とみてよい。

　 幾何体は0を 表わす ものをTCのA7に み ること が で き る。　IS以 外で は,数1

と20の 場 合 しかその例 はない。1は 親指で表 わされ,20は い わゆ る月 の文字,Thom-

psonの カ タ ログでいうとT683で 表 わされてい る(DN,　 PEの 項 参照)。

　 頭字体 についてはパ レンヶで は多 くの例 をみ るこ とがで きる。以下 に数 とそれ が生

起す る場所をあげ る。数の頭字体 はIS以 外に もみ られ る。 それ らをひ ろったものが

PT,96G,　 TFClapida,　 Catalo9の ものであ る。 ここでCatalo9と はパ レンケ の 保

存庫 のカタuグ の こ とで,数 字 は そのカタ ログ番 号 で あ る[ScH肌E＆MATHEws

l979]。　HSのB6bに も頭字体 がみ られ る。12と い う解釈 が計算か ら導 きだされ てい

表5　 数 字 の 頭 字 体

数

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 8. 

9 

10 

 11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

HS

B3

A2, A4 

 Bl, B2

A3, B4

テ キ ス ト

TC TFC TS OL

A7 

A3, A8 A3

A6 A6 

   A5

A8

A3 

A5

A9 A4 

A4

A6  OL,  OL

A5 OL 

A7

A8

A4

OL 

OL, OL

PT 96G

P15

 TFC1ap.

H6 

B5, D3, E8, F8

M15  D4,  E3 

    C5 

    H7 

 B1, C3 

    B6, A7, F2,  HI

 Al

G2

Catalog

 442,469,486

445

Cl  221,221,482

463

 424,428,458 

 436,451,513 

408 

468

427 

433 

499 

422

生起度
数

6 

4 

5 

3 

2 

10 

2 

2 

5 

10 

2 

3 

3 

5 

0 

2 

1 

1 

4 

1
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るが,確 実で はな く,ま た細 部が不 明なので この表には含 めて いな い。14の 頭字体は

みつ けるこ とがで きなか った。

　 各数 を表わす文字 の特徴 を述べ,同 じ数 を表わす文字で も異 なる場合そ の違 いに言

及す る。

　 0は 顎の ところが手 に置 き換わ ってい る。そ して額 に 「死 の目」の飾 りを もつ。 し

か しHSのB3の0の 文字 はそ のどち らの特徴 もみ いだせない。

　 1は 若 い女性 の横顔 とみ られ る。額 のところに飾 りがあ り,そ れは2つ または3つ

の部分か らな る。そ して髪 が垂れ さが り,頬 に 皿・形 マ ークがあ る。8の 頭字体 との

区別 はTSとTFCで は額の飾 りによって なされてい るようにみえ る が,96Gで は

区別 しに くい。1を 表わす文 字か8を 表わす文字か は,計 算か ら確かめない とわか ら

な いほどよ く似 てい る。

　 2は 頭の部分が こぶ しにな ってい る。頬 にはIL形 マ ークがあ り,大 きな丸 い耳飾

りを もっ。'

　 3は 額 に円盤 の飾 りをもち,そ れは頭 にまいたタ ーバ ンにひ っつ いてい るよ うであ る。

耳飾 りの 中にはIkの 示差 特徴 であ るT字 が横 向 きに描かれ てい る。　OLVIDADO

には3を 表わす文 字が2つ あ るが,ど ち らもタ ーバ ンだ けで,額 の ところに円盤の飾

りを もたない。

　 4は 太陽の神 といわれ,目 は四角 で,Kinの 頭 字体文字素を耳の部分に もっ。 口の

端か ら髭の ような ものがでてい る。

　 5は しわ のあ る老人の顔 を 表わ しているようで,頭 にTunの 文 字素 をもっ。　PT

と96Gで はTunの 上 に飾 りを もっ。96GのE3はTunの 下 に鼻 の 垂れ た神話 上

の鳥があ り,2つ が一緒 にな って頭飾 りを構成 してい る。

　 6は 目の玉 がXに なってい る。6を 表わす文字 は2例 あるが,両 者の頭文字の違

いは大 きい。それは 目のなかにXと い う明確 な示差特徴を もつた めと思われ る。

　 7は 大 きな 目に鉤 型の瞳を もっ。

　 8は とうもろ こしの女神 とみ られてお り,額 に渦巻状の飾 りを もっ。96GのC3の

額 の前の飾 りは大 きくな り,ほ ぼ頭 上を占めてい る。

　 9は 額 にTl6(yax)の 文 字素 をもち,鼻 か ら下が髭で覆われ たよ うにな ってお り,

口のまわ りに点 を もっ。HSの 文 字にはTl6(yax)の 文 字素 はないが,頭 上か ら額

に垂れ さが るように描 かれてい る飾 りにYaxの 特 徴がみ られ るので,　T　l6の 変 形 と

み たい。

　 10は 骸骨であ り,顎 が骨 にな り,額 に 「死の 目」を もっ。
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　 11は 鼻 か ら下がTl21:121で 覆 われてい る[BERLIN　 1944]。

　 12はTCのA3で は 空を表わす文 字 といわれ るT561を 頭 に も つ。96GのAl

で は鼻 の下か ら横 に線があ り,そ の線の 中央部 には3つ の点があ る。そ してその下に

は3本 ばか りの縦線 があ る。 これ はちょうど空の文字の下半分の要 素を描 いたよ うに

みえ,融 合文字 と考え られ る。 なかなか同定のむつか しい文字であ る。 、

　 13は 鼻 がたれまが った鳥の ような顔 で,頭 飾 りは紐 をまいたよ うな ものと(HSの

A3,　B4),Uinal(T　 521)を もっ もの と(TSのA8),Imix(T　 501)を もっ もの(catalo9

468)が あ る。 またそれ とは別 に,3の 特徴 と10の 特徴 である顎骨 をもっ頭 で13を 表

わ した文字例 もある(TCのA5)。

　 14以 下 は10の 示 差特徴であ る顎骨に4か ら9ま での特徴をあわせ もつ。

　 PTのISは 全 身像で 表わ されて いるが,　ISを 全 身像で表 わ した例 は筆者 の知 る限

り8例 あ る(表6)。

　 パ レンケ のPTのISは9.10.ll.17.O　 l　lAhau　 8Macで あ るが,最 終 日付 は9.14,

8.14.159Men　 3Yaxで あ る。コパ ンのHSのDate　 24の 日付 は確かでない。　Morley

は9.13.3.7.81Lamat　 l　Ch'enと しているが,こ れだ とGはG4で な けれ ばな らな

くなる。実際 に しるされてい るのはG3の 文字であ るので,　Morleyの 読 み は正 しく

ない。 コパ ンのHSの 確認で き る最終 日付 は9.15.12」0.10で あ り,完 成 はそれ以後

と思われ る。Morleyに よ ると,HSの 奉 納 日は9.16.5.0.0と い う[MoRLEY　 l920]。

　 パ レンケの ものはヤ シュチ ランについで古 い。 日付 か らみる と,全 身像 の文字 はヤ

シュチ ランで発 明 されたあ とパ レンケに受 けつがれ,つ ぎにコパ ン,キ リグアで使わ

表6全 身 像

遺 跡 記 念 碑 日 付 文 献

Yaxchilan 

Palenque 

Copan 

Quirigua

L47/48 

PT 

HS Date 24 

St. D 

St. D (W) (=Monument 4) 

St. D (E) (=Monu. 4) 

Zoomorph B (=Monu. 2) 

Alt. 0' (=Monu. 23)

9. 4.11. 8.16 

9.10.11.17. 0 

   ? 

9.15. 5. 0. 0 

9.16.13. 4.17 

9.16.15. 0. 0 

9.17.10. 0. 0 

9.17.14.16.18

 2Cib  19Pax  

1  lAhau 8Mac 

 10Ahau 8Ch'en 

8Caban 5Yaxkin 

7Ahau  18Poop 

 12Ahau 8Pax 

9Etz'nab  1Kankin

Graham 1979 

Greene 
  1985b,  Pl. 257 

Morley 
    1920,  P1. 27 

Maudsley 
 1974,  Pls. 47, 48 

Maudsley 
 1974,  Pls. 24, 26 

Maudsley 
 1974, Pls. 23, 25 

 Maudsley 
  1974,  Pls. 9-15 

Jones 1983
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れた とい うことがで きる。 しか しパ レンケか らコパ ンへ の道はかな り遠 い。 それ以上

にヤ シュチ ランか らパ レンケへの流れをみると時代的 な隔 たりが大 きい。 とて も一世

代や二世代の差ではない。200年 あま りの時代的な差 があ る。 それゆえ,そ れが時代

を こえ地域を こえて伝わ るうちにどのよ うに変化 して いった のか たいへん興 味深い問

題 とな るのであ るが,全 身像 の文字 はいわば恣意的な文字の代表 ともいえ るものであ

り,時 代的な変遷,地 域的な差 をみることはむつか しい。 しか しなが ら,単 純 な もの

か ら複雑化す る過程 をみ ることはできる。すなわ ち次の ようにいえ る。最初 のヤ シュ

チ ランの ものはまだ数字 に全身像 のものが使われてお らず,頭 字体 で書 かれてい る。

Tunも 頭 字体 で書かれ てい る。 パ レンケで は じめて数 字 と期 間の文字 が ともに全身

像で書 かれ るよ うにな り,以 後受けつ がれ るが,パ レンケで は数字 と期間 の文字 が結

合 してい るものの,そ の結 びつきはまだそれほど強 くない。それがキ リグァの ものに

な ると,識 別が困難なほど複雑 にか らみあい,複 雑な文字の極致に達 してい る。

　 その他の特徴を挙げてお きたい。(1)ど こか に識別 で きる特徴を もってい る。 た と

え ばBaktun,　 Katun,　 Tunの 期 間の文字 は鳥であ るが,　 Baktunの 場合 は 顎 が手 で

置 き換わ り,Tunの 場 合は顎 が骨 にな ってい る。それは頭字体 と同 じであ る。(2)ヤ

シ ュチ ランの期間の文字 は(1)の 特徴 をもっ頭 のほかに,体 の部分に,わ か りに くいが,

も うひ とつ頭が描 かれてい る。それ はのちの文字 には受けつがれていない。(3)UinaI

は い ずれ もカエルであ る。(4)Kinの 文 字 はかな りの違 いをみせ てい る。 猿 か老人 か

若者 のいずれかのよ うであ るが,同 定 はむつか しい。(5)コ パ ンの石碑H(St.　 H)と

キ リグアの祭 壇0'(Alt.0')のTunに は幾何体 のTunが 頭 に描かれてい る。(6)キ

リグァの石 碑Dの 東面(St.　 D(E))で は,　 Uinalの 文 字 は目に3つ の点が描かれて

い るばか りでな く,顎 が骨 になってお り,TunとUinalの 混 同がみ られ るよ うに思

われ る。

　 つ ぎに補助 シ リーズの文 字について述べ る。補助 シ リーズは夜の9王 に関す るG,F

の 文 字 と,月 の情報 を しるして いる ところか ら月 シ リーズ(Lunar　 Series)と いわれ

るEID,　 c,　x,　B,　Aの 文字か らな る。　CRと 補助 シ リーズの生起パ ター ンをみる と,

パ レンケでは次 の3つ の型があ ることがわか る。(1>CRの 次 に補助 シ リーズが生 起

す る(TC,　 TFG,　 PT2)。(2)260日 暦 と365日 暦 の間 にG/Fが あ り,月 シ リーズは365

日暦 のあ とに生起 す る(TS,　 TFCIapida)。(3)260日 暦 と365日 暦 の間 に補助 シ リーズ

がはさみ こまれ る(TXVIII,　 PTl,　 PT3)。 こ の3つ の型か ら,　G/FとEID以 下 の

文 字は明確 に区別され ることがわか り,そ れ ゆえ両者の機 能が異な ることが納得 で き

る。ナ ランホで もGIFがD-Aの あ とに生起 している例 があった(St.14)。
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　 補 助 シ リーズが現われ るの は十 字 グル ープ以 後の碑 文か らであ り,そ れ以前,す な

わち9.13.0.0.0以 前 のHSとTIに はない。パ レンケを隆盛 に導 いたPacal王 の時

代で はな く,そ の息子 のChan　 Bahlumの 時 代 になってや っ と他 の遺跡で はすでに

一般的 であった補助 シ リーズが用い られ るようにな った とい うことがで きよ う
。 しか

しいきな り他の遺跡で はみ られな いマ ヤ紀元前後 の,計 算 でしか導 くことがで きない

時代 の月 のデ ータ を しる して いるの は特記 して いい。Pacal王 の 時代 に文字 を獲得 し

たパ レンケ は,天 文学的な興味 を深 め,独 自の体系 を確立す るに至 り,そ れを9.13.

0.0.0以 後 表わす ようにな った とみ ることがで きよ う。

　 GIFは パ レンケではTXVIIIとOLVIDADO　 YI外 は 融合 して1文 字 扱 い と な

って いる。OLVIDADOで はGは 消失 してい るが,　 Fの 大 きさか らみて1文 字 ま

す にGとFが はいっていたとみ ることが で き る。OLVIDADOと 同様TXVIII

に お いて もGとFは1文 宇ます にはいってお り,両 者の結 びつ きは強いこ とがわか

る。TXVIIIのFは 標準形 といって もよいTl28:60:23で あ るが,　 OLVIDADO

のFはT60が 「上向 きカエル」T740に な って いる。 この交替 はヤシュチ ラン の

リンテル56に もみ ることがで きる(9.15.6.13.171mix　 l9Zip)。 パ レンケのほ うが古

い。その他の例で はGはFの なかにはい っているが,ひ もをたばね結ん だよ うな文

字素 であ るT60の 結 び 目の ところ にはい ってお り,ひ もの両端 は残 ってい る。　Gは

9つ あ るうちのG2,　 G3,　 G7,　G8,　 G9の5つ しかパ レンケでは 現 われ ない。 そのう

ち,G3,　 G7,　 G8は2例 ずつ み るこ とがで き るが,そ れ ぞれ 同 じ文字 とみ なす ことが

で きる。

　 E～Aの 文字 は月 の情報 を伝 えている。EIDは 月 齢 を表わす。　Eは20以 上 の数 を表

わす場合 に生起す るので,Dの 係数 に含 めると,次 ペ ージのよ うな表 が得 られ る(表

7)。 計 算値 は9.17.0.0.0を 月 齢0と して計算 す るSchlakの 式 を利用 して 出 した も

のであ る[ScHLAK　 l983]。 そ のあ とのユ リウス暦 はマヤ暦元 のユ リウス数(Ahau

値 と称す)を584283と して計算 した ものであ る。Goldstineの 表 を利用 してそれぞれ

の日付 の直前 の新月の 日と時間をだ した ものが新月の項 であ る[GoLDsTINE　 1973]。

マ ヤ地域 を西経90° として計算 した。ユ リウス暦 の月 日か ら新月 の月 日を引 くと,月

齢 がで る。 その数 はほぼDの 係数 と一致 して い る。 しか し計算 か ら出 した数 とは約

2日 のず れがあ る。 同様 の計 算をナ ランホで もしたが,ナ ランホの場 合で は逆 であ

った[八 杉 　 1986]。 こ こか らパ レンケで はマヤ暦元 のユ リウス数,す なわちアハ ウ

値 は大勢 の認 める584283で いい ことがわか る。PT(3)で はDの 係数 ははっき り0と

書 いてあ る。9.17.O.O.0を しるす キ リグアの石碑Eで は0と は書 かれていない。 そ
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表7　 Dの 係 数

碑

TC 

TFC 

TS 
OLVIDADO 

TFClapida 
TXVIII 

PT (1) 

PT (2) 
PT (3) 

IS Vase

IS

12. 19. 13. 4. 0 

 1.  18. 5. 4. 0 

 1.  18. 5. 3. 6 

9. 10. (14). 5. 10 

(9. 12. 19. 14. 12) 
 9.  12. 6. 5. 8 

 9.  10.  11.  17. 0 

(9. 13. 10. 6. 8) 
(9. 14. 8. 14. 15) 

 (9.  18. 9.  4.  )4

Dの係数
計算値

5D 

 10D 

26D

 11D 

19D 

?D 

?D 

OD

 24.  2 

 2.  3 

 17.9 

 20.4 

 12.  9 

 21.5 

 26.8 

 29.  0 

2. 1 

11. 1

ユ リウ ス暦

(A)

3121 

2360 

2360

647 

692 

678 

644 

702 

720 

799

 12/31 

11/26 
11/12 

2/28 

1/5 
9/11 

10/31 

5/28 

8/8 
11/11

新月(B)

2/10 
12/25 

8/22 
10/6 

5/1 
8/8 

11/2

8:32 

5:39 

20:51 

9:54 

15:59 

12:58 

1:31

(A)一(B)

18 

11 

20 

25 

27 

0 

9

れゆえ,計 算の基準 とした9」7.0.0.0を 月齢0に した ものが 果 して よいのか と い う

疑 問がわいて くる。

　十 字グル ープ(TC,　 TFC,　 TS)の 月 のデータは明 らか に計 算 してだ した も の で あ

る。しか しどの ような計算式 を用いて出 したのか は っきりわか らな い。Teepleは パ レ

ンケでは81moons=・6・11.12・ ・　2392　daysと い う式 が用 い られたとい うが[TEEPLE

1930],ま った く根 拠のない ものであ る。 しか しこの式 は ドレスデ ン絵文書 に描かれ

てい る月 に関す るデータの1/5,す な わち405　 moons　 =・　11960　 daysの1/5で あ る。

　 Dの 文字 の主字 は,十 字 グル ープ とTXVIIIで は 「上 向きカエル」 である。 しか

しPTで は異 な る。 目が とびでたTlOl6と 手 が主字 の2種 ある。 計算 ではPT(1)

とPT(2)は2日 の差 がで るが,同 じ文字 であ るので,同 一一・月　enと 計算 した に違 いな

い。 というよりむ しろ実際の観測値を しる した とみ るほ うがよいのか も しれない。

　TCのBIOで は,頭 にさい ころの5の 目 のよ うな 文字素T585を もつ 頭字体T

lO29に,5を 表 わす棒 が接字化 され ているが,こ れ は5日 を表わす。それe#　96Gの

Lllの 文 字か らも確かめ られ る。　T585を 頭 にもつ頭字体TlO29が 日の文字のかわ

りをす る理由 はわか らない。 日の文 字 として より,数 分類 詞bixと して機 能 してい

るとみた ほうが よいか もしれない[THQMPsoN　 l971:170-171]。

　Cは 手の文字T713の 上 に可変 要素,右 にTl81を もっ。　TXVIIIで はTl81

は大 きく右下 まで占めてお り,他 と異 な る。右下を 占める方をあ とに読 む とい う原則

に違反す るが,意 味に差 がある とは考え られな い。

　Xは6つ に分類 されて いるが,パ レンケで はそのうちXl,　 X2,　 X3,　 X4,　 X5の5

つ が生起 す る。 この うちX4は3度 生起す る。　TSとTFCIapidaで は足 を組んだ形

の文字素 と死神 のよ うな頭を縦 にひ もで くくった文 字素の位 置が上下逆 にな っている。
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PT(3)は 前 二者 とはま った く異な る文字であ る。

　 Bはr型 のT187の なか に4つ の異 なる形 がみ られ る。 それ ら4つ の異 な る形 は

同価 と考え られ る。すなわ ち,T513=287:110　 =・　1016　=・　757で あ る。そ して接 字は,

T1と 交 替す る接字の うちのT7,　 T　 11?,　T　13?,　T203が つ いて いる。

　 Aの 文字は右 に数字の9か10の 頭 字体が くる場合,T683は 左 半分 しか描 か れ な

いTl81に な ってい る。 そ して数字の ほうが主字 とみなせ るほ ど大 き く描 かれてい

る。

(ii)カ レ ンダ ー ラウ ン ドの文 字

　(1)カ レンダーラウンドは260日暦 と365日暦の組み合わさったものであるので,ま

ず,260日 暦の文字からみることにする。

　全体を通 してまず問題になるのは主字の下につ く接字T125の 有無であ る。 その

文字素がテキストによってどのような特徴をもつのかをみるため,各 テキス トごとの

260日暦の文字素とTl25の あるな しを表8に しるす。十字グループはT125を っ

けるのを好まなかったことが表か ら理解できる。これのあるなしで意味に変化はみ ら

れないので,装 飾文字ということができるが,こ の場合,暦 の文字 という分類詞の役

目をはたすと考えた方がよいであろう。

　つぎに数字と文字の位置の関係はどうかというと,こ れは文字ますの大きさと関係

があることを表8か ら導 きだすことができる。すなわち通常の半分の大 きさしかない

ところに260日 暦の文字が描かれる場合,パ レンケでは必ず数字は上に生起 している

ことがわかるのである。文字ますと文字のバランスからとられた措置であることは文

字をみれば一目瞭然である。すなわち,文 字ますが半分にされると,ほ ぼ縦は横の倍

になる。当然文字は縦長にならざるをえない。マヤ文字の主字はほぼ四角であるので,

数字の文字素を上に置くとほぼ四角が保たれる。これが横に置かれるとな ると,文 字

はより一層縦長 くなるからである。

　文字ますの大きさやテキス トにより好みの差がみられるのであるが,文 字の時代的

な差をパレンケの文字か ら感じとることはむつかしい。

　文字には通常頭字体と幾何体があるが,260日 暦の文字においてもほぼあてはまる。

パレンケに生起する文字のほとんどが図には含まれているが,す べて含まれているわ

けではないので,こ の文字には頭字体があり,こ の文字にはないということはできな

いが,図 に描かれている文字だけを対象にす ると,頭 字体 と幾何体をもっているもの

は20の 日のうちIk,　Chicchan,　 Chuen,　Cauac,　Ahauの5つ しかない。　TFCのM5
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はCabanの 頭 字体 の ように思われ るが,細 部 が不明 であ るので含めなか った。'ちな

みに頭字体 しかない 日の文字 は,Cimi,　 Oc,　Eb,　Menで あ る。

　260日 暦 の文字 はほ とん ど変化な く,ま 一たT125・ を別 にす ると単一 の文宇素 か らな

るものであ り,文 宇の構成 や変化 という点で は注意をひ くもの はほとん どないが,若

干興味あ ることにふれてお ぎたい。

Imix

 Ik

 Akbal

Kan

Chicchan

Cimi

Manik

 Lamat
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Muluc

Oc

Chuen

Eb

S

Ben

Ix

Men

Cib°

Caban

 Etz'nab

Cauac
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Ahau

図14　 260日 暦 の 文 字

　Ikの 文字にはIkの 文字素性のT形 要素を囲む輪の左右がくびれているものがあ

る。ナランホでみたように,く びれは古い時代の特徴であるが,パ レンケで はくびれ

のあるなしによる時代的な違いをみることはできない。

　Akbalの なかにHSのB6bを 含めているが,こ れはLamatと 非常に似ている。

　Kanの 横線が直線的である場合とまがっている場合があるが,同 一テキス トの変
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表8　 260日 暦 の文字と係数

HS 

SARCO 

TI (E) 

TI (M) 

TI (W) 

TC 

TFC 
TS 

TFClapida 
TXIV 

DO 

PT 

THRONE 
TXVIII 

SL 

96G

260日 暦
の文字

Tl25

つ き

4

13

14

3

25

23

10

12

3

5

3

15

3

5

11

7

4

2

12

0

10

0

0

0

3

0

3

15

3

4

1

7

数字左 数字上 文字ます半分

4

8

14

3

17

23

10

12

1

5

3

15

2

3

11

7

0

5

0

0

8

1

2

1

2

0

0

0

1

2

11

0

0

5

0

0

8

1

2

1

2

0

0

0

1

2

11

0

体 であ り,時 代 的な違 いで はない。

Manikの 文 字 の うちTXVIIIの 文 字 には上接字 と して蛇 がつい て い る。 これは

通常関係す る2つ の日の うちの古い(ま たは 前)の 日を しめすAhauに つ く文字素

であ る。

　 Lamatの 文 字 はT510aで あ るが,真 ん 中の十 字星 のよ うな要素 が四方 にのびた

もの と,の びずに菱形 にな ってい るもの と,単 な る十 字 になって内枠を4つ に分けた

ものがあ る。96GのD4の 例 は,上 半分 はIxと 似てお り,下 半分 はT　 510bを 半

分描 いただけの ものであ る。

　 Ahauの 文 字 は目 と鼻 と口 と口の周 りの線か らな る。 た くさん生起す るので,そ れ

らの描 かれ方 や外周 の形 か ら,ナ ランホで は時代の変化 をたどることがで きたが,パ

レンケで は時代 の変 化をみ ることはで きない。Ahauに 蛇 がつ いてい るものがあ るが,

これ は先 に述べ たよ うに,関 係す る2つ の日付 のうち古い(ま たは前)の 日につ く文

字素 で ある。8例 ある うちTIEのM7を 除 くと,す べ て区切 りのい い日,す なわ ち期

間の完 了の 日であ る。頭字体 は頬 に丸 があ る。TIEのQ3とS8の3Ahau,　 IAhau

の 文 字の下 には他 にはみ られな い接 字Tl78c(T　 140?)が つ いて いる。 ここのAhau

は,9.9.0.0.03Ahau　 3Zotz'と9.10.0.0.O　 I　Ahau　 8Kayabと い う区切 りのいい期

間 の終了 を表わす ものであ り,他 と機能 が異 な る。その違 いを,接 字が担 ってい ると
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みることができる。

　全体的にみて,そ れぞれの字体は変化が少なく,か なり安定 している。

　〈2)次 に365日 暦 の文字 について考 え る。

　 Poopは,主 字T551に 接 字T130が つ いた形 が主体 であ るが,時 代 の新 しいPT

とTXVIIIに は さ らにT21が つ いてい る。　TXVIIIの ほ うは細部が不明でT21

の よ うにはみえな いが,同 価の接字 と思われ る。

　 Uoは 黒を表わすT95とX字 形 の素性 をもっT552か らな る。 黒は格子状の素

性 だけを もっ ものと,二 重丸 に格子の素性 を もっSLのFsaの 例 の2つ の形 があ る。

図で格子状の要素がみ られな いの は,も ちろん損傷 を受 けた ものであ る。3つ 丸の支

えT142(T314b)を もっ ものがあ るが,こ れは飾 りの要 素であ る。

　 Zipは 赤 にX字 形の素性 を もっT552か らな るが,赤 は通常 のT109で は な く,

真 ん 中に垂直線 が2,3本 あ る形 であ る。 これをT109bと なづ けてお く。

　 Zotz'は コ ウモ リの頭 であ るが,右 下 に半円が2つ 縦 に並ん でい る。　TCのBl6の

場 合 はAkbalの よ うであ る。絵文書 にみ られ るZotz'の 文字 は目の ところがAkbal

にな って いる。Akbalは 暗 闇 を表わす。 コウモ リは夜活動す る動物であ るので,夜 の

動物 を表わす意味で もちい られてい るので はないか とKelleyは お もしろい解 釈 を し

たが[KELLEy　 l976:208],　 TCのB16の 右 下 の要素 がAkbalで あ るな ら,す で

に古典期時代 にその ような文 字遊 びの例 があ った とみ るこ とがで きよう。

　 ZecはT25:520:130(ま た はT25.520:130)か らな る。　T　l　30はKankinに も

つ く。 チ ョル語 の暦 といわれてい る暦 ではZecはCazeuで,　 KankinはUniuと い

うところか ら[THoMPsoN　 l971:106],　 Fox＆JustesonはTl30をwaと 読 ん だ

[Fox＆JusTEsoN　 1980:212]。 またLounsburyはcacauの 文 字か ら同様Tl30

をwaと した[LouNsBuRy　 l973:138]。 しか しPooPに つ くTl30を 説 明できな

いので,正 しい といい きることはで きない。

　Xulは 動 物の頭 にTll6が つ く。Tll6はtabと かilと 読 まれ て き たが[八 杉

1979],Fox＆Justesonはne(ni)と い う読み を提 案 して い る[Fox＆JusTEsoN

I980:212]。 チ ョルの暦 ではChichinと い う。Chichinと い うことば は辞書 には発

見で きず,ど ういう意味か よくわか らないが,他 のマ ヤ族の暦か らみて鳥を表わす と

み られ る(ユ カテク語のch'ich'に は鳥 とい う意味があ る)。 この語 にはnが 含 まれ

て いる。Tll6はYaxkinとMuanとKankinの 文 字 の構成素 として も生起す る。

いずれ もnを 含む ので,Fox＆Justesonの 読 みを否定す ることはで きない。 しか し

たとえ ばkin-ne>kinを と りあげ ると,　kinは 非 常 によ く知 られた文字素 であ り～そ
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Poop

Uo

Zip

 Zotz'

Zec

Xul

Yaxkin

Mol
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Ch'en

Yax

Zac

 Ceh

Mac

Kankin

Muan

Pax
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八杉　　マヤ文字の分析II

Kayab

Cumku

Uayab

図5 365日 暦 の 文 字

れにわざわ ざkinの 語 尾 のnの た めにneと い う音声補強符(phonetic　 complement)

を つ ける必要 があるだ ろうか。それゆえ この ような形 で音節文字 が現われ るのは不 自

然な感 じが して な らない。文字,文 字素 の読み の問題 は別 途扱 う予定であ るので,こ

れ以 上深入 りは しないこ とにする。

　 Yaxkinはyaxを 表 わすT16とkinを 表 わすT544か らな る が,　kinが 頭 字体

に換 わった例 を2例 みることがで きる。Tll6が つ く例 とつかな い例があ る。Xulの

場 合 は義務的 だと考え てよいが,Yaxkinの 場 合 は随意的 であ る。

　 Mo1はMulucを 小 さな丸または点で囲んだ文宇 であ る。 上下 を分かつ線 が ほ ぼ

真ん 中に くるが,最 後の例のSLのAlbは 曲線 にな ってい る。　TCのD9の 例 の左

の文字素 はtunで あ り,月 の最後の 日20Mol,す な わち次 の月のOCh'enを 表 わす。

　 tunを 用 いて月 の終わ りを表わす例 は筆 者の 知 る限 りで は11例 あ る。　Thompson

は9例 挙 げてい る[THoMPsoN　 l971:121]。 そ の うちのナ ランホのHSのAlb(9.

10・3・2・122Eb　 Uayeb　 completed?)は 風 化 が激 しく読 み とることはむつか しいが,

そ こにtunが あ るとは思えない。表9に 添えた奉 納 日を考慮 して も,そ れはおか しい

ので,表 には含 むべ きでないと判断 した。 この他 にBerlinは3つ の例を挙げてい る

[BERLIN　 1965a:41]。 そ れ らを年代順 に挙 げたのが表9で あ る。宮殿西広場(Palace

WCourt)13Manik　 20Yaxkinの 正 確 な年代 はわか らな い。 ここはKanXul　 lI時

代 の建設 とされてい るので,奉 納 日として9.14.10.0.0.0を 与 えて みたいが(Greene

Robertson　 1985),こ の文 字群 は広場 に面 したC棟 の西基壇壁 にあ り,・C棟 はPacal
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表9　 Tun文 字 を 用 い た 日 付

遺 跡 場　　所 関連する日付 奉納日 文 献

Palenque

Piedras 
   Negras

Aguateca 

Seibal 

Yaxchilan

Naranjo 

Quirigua 

Tonina

 TC D9 

Palace W court 

TXVIII Stuccc 

MSS 16  Al-B1 

Shell Plaque 

St. 1 

HS 

L9 Al-A3 

St. 9  Al-B1 

St.  19  C1-3 

G  U'2-V'2 

 Palacio.

13.0.1.9.2 
 13Ik  20Mol 

 13Manik 20Yaxkin 

     ? 20Yaxkin 

 9.14.16.1.7 
   8Manik  20Ceh 

9.14.17.14.17 
 1Caban 20Yaxkin 

 9.15.9.17.17 
 13Caban 20Yaxkin 

8.18.19.8.7 
 12Manik 20Yaxkin 

9.16.17.6.12.1 
 lEb  20Yaxkin 

  ? ?  20Mac 

9.17.5.8.12 
   9Eb 20Yaxkin 

9.17.14.13.17 
 13Caban  20Yax ? 

   ? ?  20Poop

9.13.0.0.0 

 9.14.10.0.0?? 

 9.14.15.0.0?

9.15.10.0.0 

9.16.0.0.0? 

Bird Jaguar 

Bird Jaguar 

 9.17.10.0.0 

9.17.15.0.0

Maudslay IV:  p1. 74 

Maudslay IV:  p1. 29 

Schele & Mathews 1979: no. 
479 

Satterthwaite 1940:  pl. X 

Coe 1959: fig. 53d 

Graham 1967: fig. 3 

Morley 1937-8: II, Maler 
1908:  pl. 6 

Graham & von Euw 1977 

Greene et al. 1972: pl. 53 

Graham & von Euw 1975 

Maudslay II: pl. 42, pl. 43

時代の ものであ るの で,Pacal時 代 の可能性の方が 強い。　Thompsonは9.8.18.3.7

13Manik　 20Yaxkinと してい るが,　 l　CR'あ と の9.ll.10.16.7と したほ うがよい よ

うに思われ る。月の終わ りを表わすtun(T　 548)に は通常接字T128が つ いてい る。

ところが ここの例は接字 がな くtunだ けで月の終わ りが表わされてい る。 これ は も

っとも古い形 とみたい。 日付 の長期暦上の位置が不明 であ るが,ど ちらに して も他 の

遺 跡よ り古 い ことは疑 いない。 表か らわか るように,月 の 終わ りにtunを 用 いるの

はパ レンケで発 明され,ウ スマ シンタ川沿いで用 い られた のち,ナ ランホ,キ リグ ア

に伝 わ った とみ ることができ る。　　　　　　　　　　　　　　 '

1)1987年7月,メ キ シコのInstituto　 Nacional　 de　Antropologia　 e　Historia

のJuan　 Yadeun氏 にToninaの 発 掘資 料 を み せ て も らって い た と き,

Palacio(宮 殿)で 発 見 され た ス タ ッコー 製 の文 字 の 断 片 の な か にtun!

Poop(-20Poop)の 文 字を みつ け た 。10cm×10・5　 cm四 方 の 文 字 で,

Poop'の 下 接 字 の右 半 分 が 欠 けて いた が,非 常 に洗 練 され た美 しい文 字で

あ った 。PoOPにtunが 用 い られ た 例 は初 めて で あ る か ら,氏 の 断 わ りを

得 て こ こに しるす こ と にす る 。tun文 字 を用 い る例 は圧 倒 的 にYaxkinの

時 が 多 い が,MolやCehな どの とき に も用 い られ,こ こにPoOPの 場 合

もみつかったのであるから,Yaxkinに 特有のことではないことが よくわか る。月の終わり

にtun文 字を用いるのは,　tunに 「終わり」の意味があるからと思われる[八 杉　 1982:52]。
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　 Ch'en,　 Yax,　 Zac,　CehはCauacの 文 字素にそれぞれ 黒,緑,白,赤 を 表 わ す

文字素 がついて できた文字であ る。 これ にT60とTl42が つ くことが あ る。 これ

らは随意的 な要素であ る。Cauacは 幾 何体 と頭字体 の両方 の形 が生 起 してい る。 黒

の文字素T95に は3つ の変体 があ る。緑 の文字素Tl6に は上部が山 形 になったも

の と,単 な る曲線 にな った もの が観察 され る。 赤の文字素TlO9は 中央下部 に半 円

状 の要素 があ るもの と,そ れがな くただ垂直 に太 い線 が2本 ひかれている ものがあ る。

　 Macの 書 き方 に3つ の違 いをみ ることができ る。 いず れ もmaを 表わすT　 74が

つ いてい るが,そ の下 に生起す る文字素は(1)caを 表 わすT25の 頭 字 体 で あ るT

738d(Thompsonの カ タ ログではT738cま で しか ないのでつけ加え る),(2)亀(ac)

を 表 わすT626,(3)亀 を表わすT626にcaと い う音を もっT25が2つ ついた も

のの3つ であ る。(1)の 場 合はma十ca=macで あ り,(2)はma十ac=macと 解 釈で

きる。(3)は(2)にT25が つ いた とも解釈 でき るが,違 う種類 の亀(mac)に 音 決定詞

のmaとcaが つ いたとみ る方 がよいように思われ る。

　 Kankinの 接 字 には2種 ある。　T　I　l　7とT130で あ る。　Thompsonは そ のカタ ロ

グでTl30に 絵 文書の形を含 めて いる。 しか しこれ はTll7に 似 てお り,こ ち らの

方が絵 文書 の形 にな ったのではなかろ うか。TXIVのH5に つ いて はXulと み る人

とKankinと す る人の2つ に解釈 は分かれてい る。 それは前 後の 日付をつな ぐDN

が 不明な ことと,こ の文 字の形 が どちらかをは っき り示す特徴 をもたな いことによる。

しか し通常Kankinの 文 字 は動物 の頭 で,口 が大 き く開 いて お り,こ の場合の文 字

との似 か寄 りは少 ないが,Kankinの 頭 字体 の例 はパ レンケで はないこと,　Xulの 頭

字体 と似 てい るが接字 は異 な ることか ら,こ こで はKankinと み なす ことにす る。

MuanはT　 748:ll6と 書 き下せ るが,　Thompsonの カタ ログのムア ン鳥 とは大 分

異 な る形を してい る。

　 Paxは3例 あ り,そ の うちの1例 は頭字体 で描 かれてい る。それはカエルであ り,

Paxの 特 徴 の割 れ 目が頭 にみ られ る。　paxの 幾 何体 の主要部分 はTunで あ り,　Tun

の 頭字体 が使わ れ るべ きであ るが,Uinalの 頭 字体 であ るカエルが使 われてい る。書

記者 の勘違 いによ るまちがいのよ うに思われ るが,テ ィカルの石 碑21に も同 じ文字 が

あるので,正 しい書 き方 であ るといわ ざるを得ない。TunとUinalの 文 字 の交替 の

理由はわか らない。

　 Kayabは3つ の文字素か らな り,そ の配 置順 はほぼ守 られ てい る。　SLに 生起 す る

2例 だけ接字 の順 が逆 になってい る。

　 Cumku.はTl55:506に 下 接字 と してTl42(T314b)とT178の 形 とな にもっ
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かない3つ の場合 があ る。 これか らTl42=T178と な り,そ れは随意 的な接字 で

あ るとい うことがで きよ う。

　 UayabはTl57:548に 下 接字Tl42(T314b)が つ く場合 とつか ない場合があ る。

T157は そ れぞれ若干形 が異 な る。

(iii)デ ィ ス タ ン ス ナ ンバ ー の 文 字

　 DNはISと 異 な り,期 間の文字 は小 さい 方 か ら順 に,す なわ ち,　 Kin,　 Uina1,

Tun,　 Katunと い う順 にな り,　Katun以 上 の単位 が現 われることはまれ である。 し

か しパ レンケでは,ISと 同 じように大 きい単位か ら小 さい単 位の順 に並べ られたDN

が4例 あ る。そ してKatun以 上 の文字 としてBaktun,　 Pictun,　 Calabtunの 文 字 を

みるこ とがで きる。Kil1の 文 字 は通常省かれて,　 Uinalの 文 字にその係 数だけがつ

け られ る。パ レンケで はKinの 係 数 はすべてUinalの 左 にあ り,し か も左上端 を占

めてい る。 しか しこ こで扱 って いるDN83例 の うちの16例 にKinを 表わす文字 が現

われて い る(そ の うち1例 は損傷 を受 けて不明であ るが,位 置か らKinの 文 字 があ

ったこ とがわか る)。Kinを 表 わす文字 には7つ の異な る形があ る(表10)。 　T　lOlOb

はT　 544の 頭 字体で,TlO29はT585の 頭 字体であ る。 そ うす ると,　T765dは

T574の 頭 字体 である可能性 が高 い。

　 Uinalは79例 あ るが,そ のうち頭字体 は9例,,T683に よ る表示 は2例 ある。 そ

の他 はISに 用 い られ る文字 と同 じT521に よ る。

　 T521は 上 部の丸,左 右の髭,下 部 の三角 または3つ のこぶ状 の凸形要素 か らな

る。それぞれ の要素 は若干異 な る場合 があ るが,そ れ ほど大 きな変 化はみ られない。

これ ら3つ の要 素 は直接外枠 につ く場合 と,内 枠を もうけ,そ れにつ く場合があ る・

T　521に つ く接字 にはい くつかの種類 があ る。 細部 が 不明で 同定のむつか しい も の

もあ るが,(1)っ か ない,(2)T142(T314b),(3)T246,(4)T88,(5)TlO2,(6)

表10Kin　 の　文　字

Thompson's Cat. No. 生　　起　　場　　所

 T  544:116 

T  1010b 

T 1029 

 T  574:130 

T  765d:  130 

 T  ?:  ? 

 T?

TFC-D17,  TFCa1f-F1 
TFC-D4 

 96G-L1 

TIE-K2, TIW-L7, TFC-B12, PT-M9, PT-R2 

 TIE-M6,  TS-C14,  PT-B18, PT-G8 
TIW-Q3 

SL-H4b
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T54の6種 を認め ることができ る。 通常DNに つ くT246と そ の変化形 が もっと

も多い。 これは96GのUinalの 文 字か らわか るように,　Tl36とTl25(Tl26)

の融 合 した接字 とみ ることができ る。

 HS

TIE
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 TIW

904



八杉　　マヤ文字の分析H

TC
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TFC
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TS

TFC  alf.
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TFC　 lapida

TXIV

DO

PT

908
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TXVIII

SL

96G

909



国立民族学博物館研究報告　　ユ2巻4号

図6デ ィス タ ン ス ナ ンバ ー の 文 字

　 頭字体 はISと 同 じカエルの文字 であ る。

　 T683は 月 シ リーズのAの 文字 か らわか るように20を 表わす。それをT521の 代

り に 用 い た 例 はTCのBl3とPTのM9bに あ る。　T　521はUinalで あ る の で

20日 を表わ し,T683も20を 表 わす ので交替 で きた と考 え るこ とが で き る。 しか し

Uinalの 代 りにT683が 用 い られる例 はこれ までの ところUinalが1の 場合,日 数

にすれば,20日 か ら39日 までに限 られてい る。 つ ま りT683は そ れ自体 で20を 表わ

すが,20の 位 の係数 はつかな い。T683に つ いて いるの は日の係数 なのであ る。たと

えばTCで は係数o(T　 l　73)が つ いてい る。 この係数 がKinの 係 数 であることは,

PTの 例 か らも裏づ け られ る。　PTのMgaはKinを 表 わす文字 があ り,5の 係数 が

ついてい るが,T683の あ るM9bに は係数 はないか らであ る。 そうす る とTI73

は完 了の意味 ではな く,0の 意味を もつ ことにな り,マ ヤ人は0を 知 っていた証拠 の

一 つ とな る。

　 Tun,　 Katun,　 Baktunの 文 字 はISの 文 字 とかわ らず,幾 何体 と頭 字 体 が あ る。

PictunとCalabtunはTIWのFll-E　 12とTXIVのHl-G2に み られ る。

　 DN導 入文 字の生起 は少 ないが,　PTに6例,　 TXVIIIに1例,96Gに4例 み る

ことがで きる。さ らにDNを もたない導入文字をTSに み るこ とがで き る。　g6Gに

み られ る4例 は接字 は同価 であ るが,主 字 にあ たるものはいずれ も異 な る。その交替

は興 味をひ くのであ るが,交 替 の理由は不明 であ る。

　 DNを 足す ことまたはあとの 日を しめす(PDI)文 字(T　 679.513:59ま た はT513

を頭 字体 に したT679.738d:59)と,　 DNを 引 くことまたは 前の 日を しめす(ADI)

文 字(T513:59.125ま た はT738d:59」25)が 生 起 するこ とが あ る。96GにPDI
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は5例 あ る。その うちA6,　 C4,　G　lは 同 じ文字であ るが(ThompsonのT738に は

適 当な もの がな いのでT738eと し,　T　679.738e:59と 転 写 す る),　E2,　G7は 異 なる。

(iv)期 間の完了を表わす文字

　 期間の完 了を表わす文 字には図7に み られるよ うた多 くの種類 がある。以下 にそれ

らの文字を個別 に挙 げ るが,そ れ らは相互 に排他的で はな く,そ れ らの い ぐつかが共

起 す る。

(1)Tlと 同価の接字群の利 用。 接字 にはTl,Tll,Tl3,Tl91,T204,T205,

　 T206が み られ るが,期 間の文字 ばか りでな く,完 了 に関係 す る文字 に もつ く。

　　期 間の文字 について完 了を表 わす例:TIE-D6,　 P3,　T2;TIM-A3,　 G2;TIW-

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 J2,　P3;TFc-ol5;96G-B2,11

(2)手 の文字T713の うえ に,　Cauac(T528ま た はその頭字体)とTll6が つ い

　 た ものをのせ た文字。接字 として(1)の もの がつ く。

　　例:TIE-G5,　 G8,　 L5,　Ml,02,　 Rl2;TIW-Tl;PT-F18

TIWのTlの 接 字 は不鮮明で よ くわか らないが,　Tl:158の よ うであ る。　Tl58

　 は ふつ う5　tunた りな い,す なわち15　 tUI1を 表 わす文字 であ る が,こ こでは9.

　 12.10.0.0に 関 す る節に生 起 してい るので,そ の意味を もつとは思 えない。

(3)月 の は じめに用 い られ る着座の文字T644にTll6が つ いたもの。

　　例:TIE-N3,　 S2;TIW--B9

通 常 そのあ とにT528.ll6が つ く。 それ らが結合す るとTIMのBl,　 ElO,　TIW

　 のC2,E9,DOのA3の よ うにな り,Tll6は1つ だけ にな る。融合す ると,TIW

　 のH8,06aの よ うな文字 にな る。　SLのH3aで はT528.116:644と 逆 の並 びに

　 なっている。T528が 頭 字体で書かれ ると,　TIMのB1の よ うになる。

(4)T　 644.116が な く,T528.116だ けの生起 。　T　528は こ の場合すべ て頭字体 で,

　 係数 として10ま たは13が つ く。 これはTunの 代 りと な るもので,10tunま た は

　 13tunの 完 了 を意味 する。

　　 IO　tunの 例;TS-Ql　 5,

　 　 13tunの 例:TIW一 且9,　PT-Gll,96G-K3

　 5を 表 わす棒 がつ くと5tun完 了 を表わす。

　　例:TIE-111

(5)期 間 の半分 を表わす文字。T74:V:<606>173と 書 き下せ る。

　　例:TIE-S3;PT-N10
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(6)T44:563b:142でhotun(5tun)完 了 を表わす。　T　44は 適 切ではないが,そ れ

　 にあた るものがな いので,便 宜 的に利用 した。ThompsonはT44に6つ の形を

挙 げてい るが,違 うものが一緒 にされてい るようでよ くない。なお図7のTIWの

　 G6はHotun(5Tun)標 識 であ る。

　　例:TIW-Dl2,　 G6,　 GlO;TFC-Ol4;TFCIapida-C　 1　1　a;SL-H2b

(7)人 差 し指 をのば し,そ の他の指 をまげた手 を主字 とす る文字,ま た は指を全部の

　 ば した手の文字。 指 をのば した形 はSLに1例,96Gに2例 み られ,人 差 し指を

　 のば しその他の 指をまげ た形 はTIW,　 TC,　 TFCに それぞれ1例 ずつあ る。 いず

　れ も接字 が異 なる。パ レンケだけの例 か らだ と,時 代的 な差 とみ られ るが,そ れが

　一般的か どうか はマ ヤ地域全体 に視 野をひろげてみ る必要 があ る。

　　Thompsonの カ タログのT713に は指をのば した形(T　 713a)と,中 指以下を

　 まげた形(T713b)が あ る。それ は手 の平 をこち らにむけた ものであ るので,T713c

　 と して中指以下 をまげ,か つ手 の甲をむ けた ものを登録 す ることにす る。 そうす る

　 とTIWの12に み られ るものはTl91.713c.165:142:178cと 転 写で き る。　TCの

TIE
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TIM

TIW
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-r-

'ITC

TFC lapida

TS

DO

PT
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SL

96G

図7　 期間の完了を しるす文字

D4はT713c.165:575と な ろ う。 しか しT575は 主 字 ではないので,適 切では

ない。96Gの2つ の例 も同 じであ る。ただ しL3でT679が つ い て い る。 また

Tl65の 大 きさ も異 な る。　TFCのC7はT713c.165:683にT679が つ いた も

のとみ られ る。SLのG5aで はT713a.165に3Katunが つ いて,3katun完 了

を表わ してい る。接 字に変化 がみ られ るが,い ずれ もT713:165を 使 って期間の

完了 を表わす一一gyで あ る。　Thompsonの カタ ログで はT713・165をT218と して

表11さ かさコウモリの生起するテキス ト

遺 跡 場 所 奉 納　日 文 献

Palenque 

Yaxchilan 

Pomona 

Quirigua

TXVIII 

96G 

L.2 

L.31 

Tablero X 

 S  tr. 1

9
陶

0

0

0

0

0

4
ム

0

0

0

0

0

0

3

6

0

0

(U

l

　
l

乙
且

7

6

7

8

9

1

　
1

　
1

　1

　
11凸
　-

Q
ゾ

0
ゾ

Q
ゾ

Q
ゾ

Q
ゾ

Q
ゾ

Graham & von Euw  1977 

Graham 1979 

Lizardi Ramos 1963: fig. 6 

Morley 1920: fig. 33
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　 いる。文字 に言及す るときには,そ のカタログを利用す ると便利であ るが,多 くの

　文字が それで は適切に表現で きず,非 常 に困る ことがあ る。Thompsonの カ タロ

　 グはすで に古 く全面的に改定 しなければな らないが,新 しいカタ ログはいまだ検討

　 中であり,し ば らくはThompsonの カ タログに頼 ざ らるをえない・

(8)TIWの03とTCのSlに み られ る文 字。　Thompsonの カ タ ログにはない。

(9)96GのA2に み られ るように,「さか さコウモ リ」に よる。パ レンケではTXVIII

　 のスタ ッコー文 字 にもう1例 み る こ とが で き る[ScH肌E＆MATHEws　 l979:

　No.464]。 「さか さコウモ リ」によ る期間 の完了の表現はあ と4例 し られてい る(表

　11)。 おそ らくこの文字 もパ レンケで生 み出された ものであろう。

(v)819日 暦

　パ レンケ には819日 暦 はここであげた6例 のほか,あ と4例 知 られて いる[K肌LEY

1976:Fig.17]。 これ も全身像で描 かれたISの 文字 と同様,ヤ シュチラ ン,パ レン

ケ,コ パ ン,キ リグアに しかみ られない ものであ る。ヤ シュチ ランに4例,コ パ ンに

2例(Tll,　 At.J),キ リグアに1例(st.　 K)あ り,そ の ほか もう1例,出 所 が不明

TC

TFC

TS

TXVIII

TFC lapida

PT

図8　 819日 暦
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、

O
旨

遺 跡

Palenque 

Palenque 

Palenque 

Palenque 

Palenque 

Copan 

Palenque 

Palenque 

Palenque 

Palenque 

Yaxchilan 

Yaxchilan 

Yaxchilan 

Copan 

Yaxchilan 

Palenque 

Quirigua

場 所

Templo del Conde 

TC 

(TFC 

(TS 

TFC lapida 

 St J 

House A Pier A 

Templo IV 

PT 

TXVIII 

St. 11 

St. 1 

L29/30 

TXI E. door, S. panel 

St. 4 

ISvase 

 St.  K 

Walter Randel St.

表12819日 　 暦

IS DN 819日 暦の関する日

12. 19. 13. 4. 0 

1. 18. 5. 4. 0 

1. 18. 5. 3. 6 

9. 12. 19. 14. 12 

 9.  13.  10. 0. 0

9.10.ll.17.　 0

9.12.　 6.　 5.　 8

9.'16.　 1.　 0.　 0

9.16.10.　 0.　 0

9.13.17.12.10

9.17.5.

9.18.9.

9.18.15.

10i　 l.14。 「

0.,0

4.4

0.0

9.17

　　 1.O

　 l4.19

1.2.ll

l.7.ll

　　4.4

il　 5.18

1.10.l

l.3.6

1.1.10

1.1り17

　　 2.12?

　　2・17.

1.ll.ll

,10.10

　 17.13

12.19.13.　 3.　 0

　1.18.　 6.　 0.19

9.12.18.　 7.　 1

9.13.　 9.13.16

9.ll.15.ll.ll

9.10.IO.ll.　 2

9.12.　 4.13.　 7

9.15.19.14.14

9.16.　 8.16.10

9.13.16.10.13

9.17.　 2.10.　 4

9.17.　 4.15,　 3

9.18.　 7.10.13

9.18.14.　 7.10

10.　 1.13.10.　 4

 

1  Ahau  18Zotz' 

 1Cauac 7Yax  

1  Ik  1  OZec 

 llmix  19Ch'en 

 1Cib  19Mac 

 1Chuen  19Poop

 ilk  15Yaxkin 

 1Manik  10Poop 

 lIx 7Uo 

 lOc  18Poop 

 1Ben  1Ch'en 

 1Kan 7Yax ? 

lAkbal  16Kankin 

 1Ben  11Zotz' 

 lOc  18Kayab 

 1Kan  17Zec

奉 納 日

9.10,15.　 0.　 0?

9.13.　 0.　 0.　 0

9.13.　 0.　 0.　 0)

9.13.　 0.　 0.　 0)

9.13.　 0.　 0.　 0

9.13.　 0.　 0.　 0

9.13,15.　 0.　 0?

9.14.　 8.14.15

9.14.10.　 4.　 2

9.16.　 1.　 0.　 0

9.16.10.　 0.　 0

9.17.　 0.　 0.　 0

9.17.　 5.　 0.　 0

9.18.15.　 0.　 0

ノ

〉
磁
　

　刈
ぐ
殴
彊
θ
ゆ
郭

口



表13260日 暦 と方角と色

東

赤

北

白

西

黒

南

黄

Imix 

Chicchan 

Muluc 

Ben 

Caban

 1k 

Cimi 

Oc 

Ix 

 Etz'nab

 Akbal 

Manik 

Chuen 

Men 

Cauac

Kan 

Lamat 

Eb 

Cib 

Ahau
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なWalter　 Randel石 碑 にみ られ

る[MAYER　 l980:pl.61]。 し

か しテ ィカルに も819日 暦 が10.2.

0.0.0(889年)を 刻 む石碑11に あ

るとい う意 見 が あ る[JONES＆

SATTERTHwAITE　 l982:30-31]。

も しそうな らたいへん興 味深 いの

で あ るが,残 念なが ら風化が激 し く確認 で きない。全身像 の文字 はヤシュチ ランが最

初 の例 であ ったが,819日 暦 の場合 はパ レンケ が最初 であ る(9.13.0.0.0:692年)。 そ

こか ら,コ パ ン,ヤ シュチ ラン,キ リグァに伝 わ ったとみることがで きる。

　 819日 暦 は通常次 の文字 か らな る節であ る。

　 (1)T588.126

　 (2)神 を表わす文字

　 (3)色 の 文字(赤 白黒黄)

　 (4)方 角 の文字(東 北西南)

　 このほか にT739やTI.758:llOな どの文字 が節 に含 まれ ることがあ る。

　 819日 暦 はISの す ぐあ とに生起 し,関 係す る日付 はISの 日付 と2tun以 内 のDN

でつ ながれ る 日であ る。そ の日付はISよ り前であ り,260日 暦 の係数が必 ず1に な る。

方角 と色 と260日 暦 の 日の間 には次 のような密接な関係 があ る。

　 BerlinやKellcyは 図 にあげたTFCとTSの819日 暦 を含 めていない[BERLIN＆

KELLEy　 l961;K肌LEY　 l976]。 なぜ省 いたのか不明であ るが,上 の条件 の うち

の 日付 の条件を満た していないか らか と思 われ る。 すなわち,た とえばTCで は,

次 のようにISが あ り,そ れよ り1.0(DN)ま え の 日の1Ahauの 日に819日 暦 は生起

して いるの に,TFCで はISよ り14.19(DN)あ との 日であ る し,　TSで はISに

DNの1.2.llを 足 して も引いて も819日 暦 が生 起 す る日付 の11k　 lOZecが 導 き出 さ

れな いの であ る。

TC 12. 19. 13. 4. 0 8Ahau  18Zec (IS) 

      1. 0 (DN) 

     12. 19. 13. 3. 0  lAhau  18Zotz' 

TFC 1. 18. 5. 4. 0 lAhau  13Mac (IS) 

      14. 19 (DN) 

      1. 18. 6. 0. 19  1Cauac 7Yax
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TS  1.18. 5. 3. 6  13Cimi  19Ceh (IS) 

      1. 2.11 (DN) 

  ?  lIk  10Zec

　 しか しなが らTFCとTSの 節 は,条 件 をみた して いるTCと ほ とん ど 変 わ りな

く,そ の うえその他の条件を満た してい る。

　 最初 の文字T588は 上 部が割 れてい る場合,す なわちT299が つ いて いる文字 と

そ うでな い2つ の形があ る。Thompsonの カ タログはここで も不正確であ る。 パ レ

ンケ以外 では割れ てい るので,パ レンケではまだ字体 が安定 していなか ったとみ るこ

とができ る。 頭字的な形 と幾何的な形 の両方み られ る。 それゆえPTのC2の 文 字

は幾何体 とみ ることはむつか しく,言 い換え とみ る必 要があろ う。 接字 はTl81と

T88とT142cが あ るが,意 味 の違 いを とりだす ことがで きない。

　 TC,　 TS,　 TFClapidaで は 色の文 字は生起 しない。それよ り時代 的に新 しいPTと

TxvIIIに 色 の文字 は生起す るにす ぎな い。伯爵 の神殿(Temple　 of　count1Templo

del　Conde)の 節 も色 の文字 は生起 して い な い[K肌LEY　 l976:fig・17]。 これ は

9.10.15.0.0頃 の建造 といわれ ている[FERGusoN　 l977:59]。 そ れゆえ,色 の文字

の出現 は9.13.0.0.0以 降 とみ ることがで きる。TC,　 TFC,　 TSの2番 目に生起 す る

文字 は,TFGlapidaの2番 目に生起す る文字(C6b)の 幾何体 とみ ることがで きる。

これは神Kと いわれてい る文字 であ る。TC,　 TFCで は右 にたれさが る要 素 がみ ら

れ るが,TSで は左右にみ られ る。片方 だけで も両方 ついていて も同 じであることは,

そ の他 の文字か らも確かめ られ る。頭字体 では接字T84は 描 かれ ていな い。　T　142

ま た はTl78が あ る場合 とな い場合 があ り,こ れ らは期間の文 字で もみ られ るよ う

に装飾の文字 とみ ることがで きる。TXVIIIで はTI.758:110に 置 き代わ って いる

ようにみえ るが,そ の他の遺跡ではTI.758:llOと 神Kは 共起 するので,同 価の文

字 とみ ることはで きない。おそ ら く消えて細 部がよ くわか らないふ た ま す 目の 文 字

Bllに 黒 の文字素 と神Kが 生起 して いるのではなか ろうか。　PTの2番 目の文字 は

他 と異 な る。Thompsonは そ のカタ ログでT58・291:683b.?:142?と 書 き下 してい

るが,適 切 ではな い。 この文字の左には白の文字T58が み られ る。それ以外 はの ち

にみ られ るT739の 先 駆 とな るもので はなか ろうか。

　 3番 目に生起す る文字 は方角の文字であ る。TCで は南,　TFCは 西,　TSは 北,

TFCIapidaは 東,　PTは 北 であ り,　TXVIIIは ほ とん ど判別不能であ るが,日 付か

ら西で あることがわか る。

　 4番 目には,TC,　 TXVIII,　 PTで はT561:23.598:23の 文 字が生起 してい る。

　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　 919
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この文字 は819日 暦 以外で も生起す るので,直 接関係 す る文字 とみ るこ とはで きな い。

TFCで はT203.?:565aで あ る。

(vi)マ ヤ暦 元 に関す る節

　 マヤ暦元 すなわち13.0.0.O.0　 4Ahau　 8Cumkuに 関 す る 節はパ レンケ に2カ 所 あ

る。TCのC6b～C7とTSのDl6～N2の 部 分であ る。 両者 を比べ ると,　TSの

Dl6bの 頭 文字がTCに はみあた らないだ けで,あ とはほぼ同 じ文字素か らな る。

ただ しTCのD6はTSで はN1と01の2つ に分け て 書かれてお り,　TSのOl

の左 の文字素 はTCに はみ られない。 しか しそれ はD6の 右 上の接字 にあたるので,

そ の接字 の頭字体 とみることがで きる。TCのD6の 左 上の 文字素 とTSのNlの

左 の文字素 はどち らも一部不明であ るが,両 者のは っきりしてい る部分か ら判断 して,

この文字素は手 を表わす文字素で あることがわか る。

　 マヤ暦元 は石碑 ではパ レンケの他 には,コ パ ンのSt.23(9.Il.0.0.0),コ バ ー(Co-

ba)のSt.1(W)(9・12・10・0.0),ピ エ ドラスネ グラス(Piedras　 Negras)のAltar　 l

(9.13.0.O.O),　 キ リグァのSlt.　C(E)(9.17.5.0.0),　 Zoomorph　 Altar　 P(9・18・5・0・0),

テ ィ ラ(Tila)のSt.　 A(10.0.0.0.0)に し るされて い る[BERLIN　 1962:36;SPINDEN

I924:34;MoRLEy　 l937-8:IV:274]。 こ のうち暦元 の節 を はっき りとみ とめ る

TC

図9　 マ ヤ 暦 元 の 節

ことがで きるの は,コ パ ンのSt.23と キ

リグアのSt.　 Cで あ る。 キ リグ ア の 場 合

はISで13.0.0.0.0が しるされて いる。 コ

バ ーを除 くと,こ れ も全身像の文字 や819

日暦 と同 じように,マ ヤの南西 と南東地域

で しか出現 して いない。

IV.王 の履歴 と名前の文字

　 (i)神 々 の 文 字

　 マヤ紀元 前後か らBaktun　 2頃 までの出来事 は,　 TC,　 TCalf,　 TFC,　 TFCalf,　 TS,

TSalf,　 TXVIIIに しるされてい る。 しか し問題 が多 く,完 全 には理解で きな い。 こ

こでの 登場 人物 は少 な くとも4人(体)い る。Berlinが 名 づ けた神1(GI),神II

(GII),神III(GIII)と[BERLIN　 1963},　 Lounsburyの 名づ けたZac　 Kukで あ
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る[L、ouNsBuRY　 l980]。　TSのDlか らD2の 文 字 は誕生 の文字(CI)に 続 くとこ

ろか ら,こ れ も人物 のよ うにみ られ るが,こ の節 の最後 にGIIIが 生 起 してい るこ と,

この 日はGIIIの 誕 生 日であ ることか ら,　 GIIIに 言 及 した文字 と解 釈 可 能 で あ る

(図10-12)。DlはChan　 Bahlumの 名 を表わす句に生起 す る文字であ り,ま たD2

に は首 のない ジャガーの文字T832が あ るところか ら,そ れ はジャガ ーを名の 一 部

に とりいれたChan　 Bahlumと 関係 す る文字 のよ うに思 われ る。 しか しC2D2の 文

字 は,テ ィカル の石碑3や ヤ シュチ ラ ンの リンテル47と 石 碑18,さ らには壺 に描 かれ

た文字 テキス トに も生起す るので,ジ ャガ ーを名 の一部 にとりいれたChan　 Bahlum

が好 ん で利 用 した文字 とい うこ とはで きるか も しれな いが,Chan　 Bahlumを 表 わす

文字ではないこ とがわか る。

　 まずGI,　 GII,　 GIIIの 誕 生 と考え られてい る日付を しるす。

GI 1. 18. 5. 3. 2  9Ik  15Ceh TC, TCalf 

 GII 1. 18. 5. 4. 0 lAhau  13Mac TFC,  TFCa1f 

 Gill  I. 18. 5. 3. 6  13Cimi  19Ceh TS, TSalf

　 マヤのテキス トで は,ふ つ う前後 の日付 がDNに よ りうま く結 びつ いてお り,日

付 の解釈 に矛盾 は生 じないのであ るが,TCの テ キス トの場合は,多 くの 日付が前後

とうま く結 びつかな い。 しか しその ほ とん どは,他 のテ キス トに しるされてい るEI付

を参考 にす ると,う ま く解釈で きる。 それで もで きな い箇所 が3カ 所あ る。DIC2の

DN8.5.0に 関 す る部分 と,　E9F9の91k　 OZacの 部 分 と,　P4か らQgま で の節 に生

起 す る日付 の3カ 所 であ る。最初 の個所 はGIに 関す るところな ので,こ こで扱 うが,

そ の他2つ は,そ れぞれ登場す る人物 を扱 う個所で問題 にす ることにす る。

　 TCの テキス トはISの12.19.13.4.08Ahau　 18Zecで は じま る。　D9ま での 日付

を とりだす と,次 のよ うにな る。 ここで(3)か ら(5)まで は計算 どおりにな らない。(3)に

DNの8.5.0を 足 す と,13.0.1.8.0と な り,(5)が 導 きだ されな いのであ る。

12. 19. 13. 4. 0 8Ahau  18Zec  Al-A13 (1) 

   1. 0 B13 (2) 

(12. 19. 13.  3. 0)  lAhau  18Zotz'  A16-B16 (3) 

   8. 5. 0  D1-C2 (4) 

13. (0. 0. 0. 0) 4Ahau 8Cumku D3-05 (5) 

   1. 9. 2 D5-C6a (6) 

(13. 0. 1. 9. 2)  131k  20Mol C9-D9 (7)

ここの解釈はパレンケの碑文を研究した人々を悩ませ て きた もので,た とえ ば
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13.0.0.0.0 4Ahau 8Cumku

TC

0.0.1.9.2  13Ik 20 Mol

TC

0.4.12.3.6  leimi  19Pax

TIW

9.10.8.9.3  9Akba1 6Xul

TS

TC 
side

9.12.0.0.0  10Ahau 8Yaxkin

TIM

9.12.19.14.12 5Eb 5Kayab

TC 
 Bod221 

(Cat. 273)

XIV

1.18.5.4.0 lAhau  13Mac

TFC
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 1.18.5.4.0 lAhau  13Mac

TFC

9.12.19.14.12 5Eb 5Kayab

 TFC 
lapida

 1.13.5.3.6  13Cimi  19Ceh

TS

9.11.0.0.0  12Ahau 8Ceh

 TIM

9.12.0.0.0  10Ahau 8Yaxkin

 TIM

TIM
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TIM

1.18.5.3.2  91k  15Ceh

TC 
 alf.

1.18.5.4.0 lAhau  13Mac

TFC 
 alf.

1.18.5.3.6  13Cimi  19Ceh

TS 
 alf.

9.12.18.5.16 2Cib  14Mo1

TC

TFC

TS

TFC

HS
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HS

9.4.0.0.0  13Ahau  18Yax

TIE

9.5.0.0.0  11Ahau  18Zec

TIE

9.6.10.0.0 8Ahau  13Pax?

TIE

9.11.0.0.0  12Ahau 8Ceh

TIM

(9.12.0.0.0  10Ahau  8Yaxkin)

TIW

9.10.18.17.19 2Cauac  12Ceh

PT

9.11.13.0.0  12Ahau 3Ch'en

PT

9.12.19.14.12 5Eb 5Kayab 

 Palace North  Facade 40. Bod. No. 208

図10神 々 の 文 字
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ThompsonはDNの8.5.0を 修 正 して8.5.2と し,　C9D9に あ る13.0.1.9.2131k

20Molと 結 びつ ける説を主張 した[THoMPsoN　 l　971:Fig.53,1972:21]。 この部

分の解釈 にはい くつかの説 がある。それをまとめる と,次 の ようにな る。

　 (a)DNを6.14.0ま た は6.15.0に 修 正 して,(1)ま た は(3)と(5)の 日付 を結 びつ け

　　 る。

　 (b)DNを8.5.2に 修 正 して,(1)と(7)の 日付を結 びつけ る。

　 (c)ISを12.19.11.13.01Ahau　 8Muanに 変 え,(4)のDNを 足 し,(5)の 日付を

　　 もとめ る。

　 (d)　 ど こも変更せず,(4)の 前 に 日付 が省略 されて いると解釈す る。すなわ ち,

12. 19. 13. 3. 0  lAhau  18Zotz' (3) 

12. 19. 11. 13. 0  lAhau 8Muan (x) 

 8.  5.  0 (4) 

13. 0. 0. 0. 0 4Ahau 8Cumku (5)

のよ うに考 え る[LouNsBuRy　 1980]。

　 8.5.0の す ぐあ とには 「誕生」の文字(T740)が あ り,そ の次 の文字(C3)に は,

第III章 で検討 したT679が 接 字化 されてい る。それゆえ この部分 は,誕 生 か らTll:

?:713(C3)の 文 字 が表わす ものまでが8.5.0で,13.0・0.0.04Ahau　 8Cumkuに 至

ると解釈 で きる。 しか しそうす ると,主 語 がない。Lounsburyは 次 の節 の主語 のGI

(C8D8)が 省 かれていると解釈 して いる。 しか しそ うす ると,先 に しるしたGIの 誕

生 と矛 盾 す る。 とはいえGIの 誕 生 をいわゆ る 「上向 きカエル」文字(T　 740)で 表

わ したものはないので,こ の 日を誕生 日として もさしつかえない。 ところがTFCに

はGIIの 誕 生 が 「上 向きカエル」で しるされてお り,同 じ日の ことがそれ とは別 の

文字でTFCalfに あ る(図10-9,20)。 それゆえ,そ れ らは誕生 を表わす別 の表現 と

み るこ とがで きる。TFCalfと 同似節 はTCalfやTSalfに もあるので,そ れ らも誕

生 を表わす別 の表現 と解釈す る必要があ る。そ うす ると,や は りGIの 誕 生 は1.18.

5.3.291k　 l5Cehと みな けれ ばな らな い。 さ らに,　 Cl7に はT679が 接 字 化 した

「誕生」文字 が生起 している(図12-3)。 そ してす ぐその前 にはGIが 生起 してい る。

す ぐそのあとの 文字T74:565a:140?.117(D　 l　7)はTCalf,　 TFCalf,　 TSalfに お い

て はGI,　 GII,　 GIIIに と もな って生起 する(図10-19,20,21)。 これ をKelleyは 「出

現(emergence)」 を 表わす文字 と した[KELLEY　 1965]。 しか しいずれ も神 の文字

に密接 に結びつ いて生起 す るので,こ れは神 の名に関する文字 とした方が よいように

思 われ る。 この場 合GIで あ る。 その 日はTCalfに し るされ て い る 日 と同 じ91k

926



八杉　　マヤ文字の分析ll

15Cehで あ る。それゆえE2の 文字は誕生 と同意 の文字 とみ る必要 があ る(図12-4)。

そ うす るとGIは2度 誕生 したことになる。 ここにLounsburyの 説 の弱点 があ るが,

同名 の人物 が2人 存在 した とすれば よいわけであ り,ま た これにかわ る解釈 はないの

で,氏 の説 を採用 して お く。最初 に誕 生 した方 をGI1と す ることにす る。

　 ところでいまふれ た節 と同似 の節 がTSのC9か らD13に も生起 する(図12-5)。

両 者 を比較す ると,TCのDl5の 文 字は,　TSで はC9D9に2つ に分 けて書かれて

い る。 同様 に,TCのE3も,　 TSで はCllDllに2つ に分けて書 かれてい る。　TC

で は2つ の文字が1つ の文字 ます に書かれ ていることがわか る。TCで はそ の次 に

GIが 生起 す るが,　TSに はな く,そ の後 の文宇 を比べ ると,　 TSで はGIが 省 略 さ

れ ていることがわか る。TCで は91k　 15Cehの あ と,　E2F2に 誕 生 と同義 と考え ら

れ る文字 が生起す るが,TSで は これ も省 かれてい る。 ここにテキス トで は我 々に と

って は重要な部分 が簡単 に省 略 され ることが納得 され る。

　誕生 と同義 とみ られ るE2の 文字 は,Tll.217:25:501と 書 かれてい るが,　alfarda

で はT204.217:526と 書 かれてい る。Tll=T204で あ ることはすでにい くつ もの

例 か ら確 かであ る。同一 日のことであ り,同 じ接字が用 い られて いることか ら同意の

文字 とみてさ しつかえ ない。LounsburyはT25:501=T　 526で あ ることに気 がつ

いた[LouNsBuRy　 l980:112-ll3]。 　T　25はLandaの ア ル ファベ ッ トのcaで あ

り,T526は 日 の文字Cabanでcabを 表 わす。　T　501はKelleyに よ りbaと 読

まれていた[K肌LEY　 1962:306-7]。 す なわ ち,　 cabと い う表語文字 がcaとba

と い う表音文字で書 き換え られて いるのであ る。

　 さてTCのC3に 登 場す る文字Tll:?:713の 真 ん 中の部分 は,　Thompsonも 不

明 としてお り[THoMPsoN　 l962],よ くわか らないが,も しそれがPTのE8,な

らびにTXVIIIのBl7に 生 起 す る同似構成 の文字 中の文字 素 と同 じものであ るとし

たな ら,た いへん興 味深い(図11)。 す なわち,い ずれ もISの 次 に819日 暦 があ り,そ の

あ とに生起す る文字であ るか らであ る。 誕生 か ら数 えて,8.5.0(TC),7.0.19(PT),

14.1.12(TXVIII)と な ってい ることもその意 味を考 え る上 で参考 になるに違 いな い。

PTとTXVIIIで は この文字の次 に王名を表わす文字が きて,そ のあ とにT　 704が

あ り,さ.ら に三体 の神(GI,　 GII,　GIII)ま た は三体 の神 の いずれかを示 すTIII.597:

59.35が 生 起 してい る。T　 704は 王 と神 との関係を表わす文字 と推 測で き,問 題 の

Tll:?:713は 王 が主語 とみなすこ とがで きる。　TCの 場合 も主語 が必要 と思 われ る。

それはGIで あ る可能性が強 い。　TCの 場合,そ れはマヤ暦 の紀元 の日であ り,そ の

特別 な 日を祝 うことに関す る文字 と推測で きるが,そ の他 の生起例 は誕生 か ら8年 ま
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ノ 12.19.11.13.0  1Ahau 8Muan?

TC

9.10.18.17.19 2Cauac  12Ceh

PT

9.13.0.7.0 5Ahau 8Ch'en

TXVTTT

図11鹿 の 足 と 手 の 文 字

たは14年 た つたときに行な う儀式 とい うこと以 上の説 明はいまの と こ ろ で き な い。

T?と 転記 した文字素はPTとTXVIIIの 生 起例か らみて,鹿 の足 を表わ してい る

よ うに思われ る。 ちなみ にこの文字素 は他で も生起 し,そ の場合つ いて いる主字が異

な る(図28-17:F2)。

　 T679はTl81と 共 起 しない。　T　lも ほとん どT181と 共 起 しないが,　TXVIII

のBl7の 場 合は共起 してい る。　 T　l81は ユ カテク語 の動詞 の過去(完 全相)の 。ah

を 表 わす文字素 と して広 く認め られてい る。 しか し 一ahは ふつ う他動 詞 につ く形 態

素 であ る。「誕生 する」はいうまで もな く自動 詞であ る。自動詞 の過去 にはふつ う 一ah

は つかな い。 もっとも自動詞の下位類 の位 置動詞 の場合 に 一1-ahが 生 起す る し,本 来

的 には 名詞根 と思 われ る自動 詞の完 全相 で も 一n-ahと い う形でah崇 とりだす こと

がで きる。それゆえTl81を 一ahと 読 むこ とを否定 することはで きない。 しか しそ

うす ると,-Lと か 一n一にあた る文字素がな いといけない。 誕生 を表わす文字,い わ

ゆ る 「上向 きカエル」 はpok'と 読 み うるが,そ の語彙 は現代 ユカテク語 には残 って

いない。それゆえ 一n一を必要 とす るか どうかわか らないが,現 在誕生 を表わす語彙で

あ るsihilか ら類推す ると,-n一 が用 い られ た と考えて もよい。そ うす ると,「 誕生 」

の文字についている接字 がそれを表わす と仮 定で きる。 しか しなが ら,そ の文字素は

少 な くともT24,Tl26,T246と あ って,し か も細か いところが異な り,一 定では

ない。 しか もTl81が つ く場合 もつかな い場合に も生起 してお り,言 語学的 にきれ

いに説明で きるものではない。

　 もともと 一ahと いう読み はLandaの 残 したアル ファベ ットのhaか らであ り,そ
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れ ほど根拠の しっか りした ものではない。 これ に対 しT1はLandaの アル フ ァベ ッ

トのuで あ るが,こ ち らは3人 称 の人称接辞 を表わす こ とが 広 く認 め られてい る。

これがTl81と ふ つ う共起 しない ことは言語 的 に 説明可 能であ る。 碑 文時代 のマヤ

語 はユカテ ク語 に近 い ことはす でに 論 じた[八 杉 　 1983]。 ユ カテ ク語 その ものでは

な いにして も,低 地 マヤ語 であることは もはや疑 いの余地 はな い。低地マヤ語 の特徴

の1つ に,相 の違 いによ って人称 の とり方 の異 な る,い わゆ る分裂能格(split　 erga-

tive)が あ る。 すなわ ち自動詞 の不完全相で は人称A型 一動詞 という形を とるが,完

全相で は動詞一 人称B型 とな る。 人称A型(ergative)の3人 称 はuで あ るが,人 称

B型(absolutive)の3人 称 はゼ ロ(一#)で あ る。 それゆえuを 表 わ すTlは,自

動詞 の不完 全相 と他動詞 には必要 であ るが,自 動詞 の完全相で は必要な い。つま り,

Tl81が あ り,Tlが な いのは自動詞の完全相であ り,　 TlとTl81が 共 起 してい

る文字 は,他 動詞の完 全相 とい うことがで きる。 この見方が正 しいとす ると,Tl81

は動 詞の過去(完 全相)標 識 と,さ らに限定 して もよいこ とにな る。 ところが言語 的

な特徴をそのまま動詞 と考え られてい る文字 に適 用す るこ とはで きな い。 たとえば有

名 なヤシュチ ランの リンテル8は 他動詞文 で 「鳥 ジャガ ーが宝石頭蓋骨 を捕えた」 と

い う意味 にな るのであるが,捕 えた という動詞 にはTl81は 生 起す るもののTlは

生起 して いな い。受身文 という見方 も可能 であ るが,そ うす るとこん どは受身標識が

ないので,そ の見方 を採用す るわけ にもいかない。

　 T181がT679と 共 起 しな いことは,　 T　679を 前 置詞 とみな した ことか ら説 明可

能 である。前置詞のあ とには動詞は生起 しない といえばよい。 ところがパ レンケのテ

キス トの中にす でにそれ に違反す るものがあ る。PTのN7に はT679とTl81が

共 起 して いるのであ る。 この文字 は死 を表わす。それゆえ動 詞 とみ られ る。Tl81を

動 詞 の標識 として認 めると,で はなぜT679が 共 起 してい るのか説明で きない。 言

語 的なアプローチ が簡単 には通用 しな いのであ る。

　 T679の 検 討か ら横道 にそれたが,ふ たたび三体の神 の文 字に も ど りた い。　 GI,

GII,　GIIIの 文 字が生 起す る場所 を とりだす と,表14の よ うにな る。少 な くともGI

は22回,GIIは17回,　 GIIIは14回 生 起 する。　 GIIIは 登 場すべ きところが損傷を

うけている場合(TSalf-Cl)と,違 う文字 で置 き換 わっている場合(TIM-E4)が あ

り,そ れ らを含 めて いる(表 では*で それ らを表わ して い る)。GIが 単 独で生起 す る

例 は9例 で(表14-1),GII,　 GIIIが 単 独 で生起す る例 はそれぞれ3例(表14-2)と

1例(表14-3)で あ る。それぞれの節 では単 独であ るが,同 似節 をあわせてみ ると,

GI,　GII,　GIIIが 一 組 になる例 は4例 あ り(表14-4,5,　 6),　GI,　GII,　 GIIIが 一 組 に
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表14神 々 の 文 字 の 分 布

1

2 

3 

4 

5 

6 

7

8

   TC 

   TC 

   TC 

   TS 

   TCside 

 TXIV 

   TIM 

   TIW 

TCbod. Cat. 273 

   TFC 

   TFC 

 TFCIap 

   TS 

   TIM 

   TIM 

    TCalf. 

 TFCa1f. 

    TSalf. 

   TC 

   TFC 

   TS 

   HS 

   TFC 

   PT 

   PT 

   TIE 

   TIE 

   TIE 

   TIM 

   TIW 

Palace North 

 Facade, Cat. 40 

   TIW 

   TXVIII

 I.  512

C8

C16

M9

B6a

 EIO 

1115

GI

D8 
 Dli? 

D16 

 Q10 
5 

H7 

N9 

012 
B6b

D7 

J9 
B2

C2b 

09 

 F10 

 16 

B8 

 D11 

F9 

E6 

A5 

 115a

758. 110

C2 

D5 

D9a

 L8

 Ell

 GII  GIII  III.  597.  35:59

D2 

C6 

 C8

El 

K9

 CI

M4

C2c 

 N10 
 Fl  1 

 J6 
A9 
 C12 

 EIO 

F6 
B5 

H5b

C6—D6 

*E4 

M5

 *CI

06 

C2d 

010 

 E12 

 17 

B9 

D12 

 FIO 

E7 

A6

N5

N9

El

F5 

B6

 III.  597:  59. 35

08 

L3 

N6

G5

 N11 

 B18a

なって生起す る例 は9例 あ る(表14-7)。

　 GIが 単 独で生起す る例 は9例 あ るが,そ のうち4例 にはTI・84:512(785?)が そ の

前 に生起 している(図10-1,6,7,図12-3)。GI,　 GII,　GIIIが 組 にな って生起 する例 中

で も2回 その文字TI.84:512が 生 起 するので(図10-32),そ れ はGIに 密 接 に関係

する文字 とみ ることがで きる。同様 に,GIIに 密 接 に関係す る文字 はT758・110ま た
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はT758:110で あ る。(T　 758はThompsonの カタ ログで は3つ にわけ られてい る

が,い ず れもここで生 起す る文字 とは異 な る。T758aで は右上 にTllOが 接 中字化

されている。 これ をとると,こ こで問題 にして いる文字 と同 じにな る。 しか し問題 に

してい る文字で は,T110は 後 接字 として生起す るので,　T　758と は別 の番号 をあた

え る必要 があ る。 ここではT758dと 仮 に番号 をつ けてお く。)GIの 文 字 はT1011

と分 類 されているが,生 起す る例 はいずれ もThompsonの カタ ログどおりで あ る。

横顔 で,目 は大 き く,目 の中に上か らノの字で瞳が描 かれて いる。そ して,口 の うし

ろにえ らのようなひげをもち,後 頭部 は3つ の要素か らな っている。耳 飾 りは貝であ

る。描 き方 に若干 の差 はあ るものの,す べて 同 じ文字 であ る。 ただ1例 だ け接字がつ

いてお り,GIを 表 わ してい るとは思えない ものがあ る(図10-2)。 　TCのD11に 生

起 す る文 字で,8の 数字 とT482が つ いてお り,　GIを 表 わ していな いように思 わ

れ るが,主 字はTlOllで あ り,　GIそ の ものであ る。 まわ りの環境 に もGIと とも

に生起 す る文字 があるので,こ の文字(Dl1)は,接 字 がついているが,　GIを 表 わす

もの とみ ることがで きそ うであ る。8を 表わす頭字体 の文字 は とうもろこ しの神 を表

わす といわれ る[THoMPsoN　 l971:134-135]。 ま た コパ ンの石碑1のC6aや ドレ

スデ ン絵文書 に8の 数字 を線で囲 み,接 字に とうもろ こ しを表わす といわれ るT84

が 生 起す る[THoMPsoN　 l971:272]。 　T　84は さ きほど 述べた ように,　GIの 前 に

生 起す る文字の接字であ る。そ うい う連関か ら8がT1011の 接 字 と して生 起 して い

るように思われ る。そ うす ると,Cllの 女 性 の頭文 字T1000Fは 数1を 表わすので

はな いか と考え られて くる。すなわ ちTI.84:512をT1?.1000F:178?とTVIII.

48?と 書 きかえて いる と解釈で きる の で あ る。TI.84:512のTIがT1?.1000F:

178?に あ た り,T84:512がTVIII.48?に あ た るとみ ると,　 GIを 表 わす文 字 と

推測 され たC11--D11が す っきりす るのであ る。

　 いまふれ た節 には,TVI.168.561:23(DlO)とTll.187:1016(Cl2)が 生 起 し

てい る。 これはGIと ともに3例 生起 す る(図10-2,5,7)。 こ こでTllは 同 価のT1,

T232と 交 替 してい るので,一 括 してTl.187:1016と 書 くことにす る。Tl.187:

1016は な いが,TVI.168.561:23が 生 起す る例 は図10-6に み られ る。 保存庫 にあ

る 『十字 の神殿』 の断片TC　 Bodega　 221(Catalo9273:[ScHELE＆MATHEws

l979])で は,6が 頭 字体で表わ されて いる(図10-7)。 　 A6bは そ の他3例 にはみあ

た らない文字であ るが,こ れ はこの節が生起す る9.12.19.14.125Eb　 5Kayabに 関

係す る文字 であ ることは,同 じ日の節をみ ることでわか る。すなわ ちTFCalfのG2

に同 じ文字が生 起 して いる し,主 字 を幾何体 に した ものはTCalfのG2とTSalfの
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G2に あ る。

　 図10-5の3番 目の文字Tl.528.151:24は 図10-6で はT　 204.528:151:24と な っ

て いる。TlとT204は 同価 であ ることはすでに幾多の例 か ら明 らかであ る。Tl51

の 向 きは逆であ るが,同 じであることはその生起環境か ら問題 ないであろ う。図10-2,

5,6,7を 比 較す ると,TVI.168.561:23とTl.187:1016の 中 間に文字 があ る こ と

か ら句で はない こと,T1.187:1016は 図10-6で は省かれて いることか ら,省 きうる

文字であ ることがわか る。 またこれ らの文字 はGIIで も使 わ れ て い る の で(図10-

11),GIの 称 号で はないこ とがわか る。図10-11で はそ の前 に9の 係 数を もつ頭字体

が生 起 してい る。GIで は6で あ った ものがGIIで は9に な ってお り,　T　561は 空

を意 味す るところか ら,層 状 になったマヤの天 空観念 を思 い起 させ られ るが,そ れ と

直 接に関係 づけ る証拠 は残念 なが らない。

　 図10-13,14,15は 同似節 であ る。 また図10-16,17,18も 同似節 である。TIMのD5

(図10-13)はJ8(図10-16)と 同 じ文字 であ るが,こ の文字 はTcやsARcoの 場

面 に登場す るばか りでな く,王 の肖像 の頭飾 りとして もよ く生起す る(た とえば コパ

ン石碑H,1,彫 刻 紋壷 な ど)。GIに 関係 す る称号 が王の頭飾 りとして使 われてい る

ので,神 聖 なる王権 の象徴 とみなせよ う。 これ と同位 置 に生起 するのが,D8,　 L7と

E2,　N3で あ り,そ れぞれGII,　 GIIIに 関係 す る称号 とみなす ことがで き る。 ほ と

ん ど同一 の文字 が用 い られて いるので,TI,Tll,Tl91,T204,T232の 接 字 が

交替で きることがわか る。DlOで はBaktunが 幾 何体で書かれて いるが,　C7,　F3で

は頭字体 になって いる。Baktunの 幾何体 はL3,　 KIOに も生起 す る。 下接字 として

T60が つ いて いるもの と,つ いて いな いものがあ るので,こ れ は随意的な要素 とみ

なせ る。J6,　K5,　 Nlは 同価の文字と考 え られ るので,　T　740:23がNlの 頭 文字 と

同価 とな りそうであ る。

生 起環境か ら,IlOはTIMのMlO(図10-6)と 同 じ文字 とみ られ る。白(T　 58)

と数9の 頭字体(TlOO3a)か らな りた っているように思われ る。

　 TFCのL4はTXIVのG8と 同 じ文字 であ る(図10-23,10-8)。 　TFCで はGII

の 文 字 と関係 してお り,TXIVで はGIの 次 に生起 す る。

　 TFCのNll-Nl2(図10-25)はPTのFl3-Fl4(図10-32)と 同 じ文 字であ り,

同 じ生起 環境 にあ る。TFCのNl2は,　 TXIVのH9と 同 じであ り(図10-8),お

そ らくハ ゲタカを表わ してい る頭 の部 分 は,Fl4で はTl68に 置 き換わ って いる。

頭 の部分 にはAhauが あ るので,　AhauとTl68が 交 替で きるもの と考 え られ る。

932



八杉　　マヤ文字の分析H

(ii)  Zac Kuk  I

　 Zac　 Kukは 白(zac)の 文 字素 とケツ ァル鳥(kuk)の 文 字素 か らな るの で,　 Zac

Kukと 名 づ け られてい るが,同 名の人物が別 に登 場す るので,　Zac　 Kuk　 Iと す る。

しか しなが らよ くみ ると,接 字 は白を表わすT58で はな く,T348で あ る。そ して

主 字はケツ ァル鳥T　 744で は な くT793bで あ る。 それ ゆえZac　 Kukと 呼 ぶ のは

問題 であ る。 のちにZac　 Kuk　 IIの ところで 述 べ るように,　Zac　 Kuk　 IIが し るさ

れてい るSARCOの45,47,54で はT58が 使 われてい る が,そ の 場 合 はT744

に つ いてい るのであ って,T348:793bと 交 替 す ることを裏づ け る証拠 は 日付 によ る

以 外にないのであ る。 しか しT348:793bを ど の ように呼ん だ らよいのか適切 な名

がないので,単 にあだ 名 としてZac　 Kuk　 Iと い うことにす る。

　 Zac　 Kuk　 IはTC,　 TFC,　 TXVIIIに 登 場す る。 関係す る日付 をあげ ると,次 の

ようにな る。

12. 19. 13. 3. 0  lAhau  18Zotz' 

13. 0. 0. 0. 0 4Ahau 8Cumku 

 1.  18. 5. 3. 2  91k  15Ceh 

 2. 0. 0. 0. 0 2Ahau  3Uayab 

2. 0.  0.10. 2  91k OZac

誕生

PE

PE,  464

即位

TC 

TC 

TC 

TFC 

TXVIII, (TC)

　 まずTCか らみ る。　IS　l2.19.13.4.08Ahau　 l8Zecの 次 には,い わゆ る819日 節 が

あ る。その 日付は12.19.13.3.01Ahau　 18Zotz'で あ る。 この日にZac　 Kuk　 I(Cl)

は誕 生 した と考え る こ と が で き る。 誕生 の文字 はE7に もあ る。 その前 のDNは

2.1.7.ll.2で あ り,こ れ はテキス トの構造か らみて,誕 生の 日と即位 の 日91k　 OZac

(E9F9)を つ な ぐ数 とみなす こ とがで き る。 ところが,計 算 で導 き出 した 日付 と実際

の文字 とのあいだに くい違 いがあ る。通常 は819日 節 の 日とはDNは 結 びつかな いが,

この場合,ISの 日 とで はな く819日 節 の日 とDNを 結 びつ け な い と,(2.1.0.14.2)

91k　OYaxの 日が導 きだせない。

(12. 19. 13. 3. 0)  lAhau  18Zotz'  (A16-B16) 

 2. 1.  7.  11. 2 (E05-F06) 

( 2. 1.  O. 14. 2)  91k OYax (E09-F09) 

 3. 6. 10. 12. 2  (E10-F11) 

( 5. 7. 11. 8. 4  1Kan  2Cumku)

819日 節

DN

DN

ところがF9の 文字 は,明 らか にYaxで はな くZacで あ る。　TXVIIIに は2.0.
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0.IO.291k　 OZacと い う日があり,そ れ はZac　 Kukの 即 位 の日 であることが しるさ

れてい る(TXVIII:ClO-DCI2,図12-7)。TCの テ キス トで も91k　 OZacと 書 かれ

てい る。それゆえ,そ れを導 きだす数をま ちがえた とみ るこ とがで きる。す なわ ち,

2.0.0.10.291k　 OZacで あ らね ばな らな いのに,2.1.0.14.291k　 OZacと 勘 違 い した

12.19.13.3.0 lAhau  18Zotz'

TC 1

TC 2

1.18.5.3.2  91k  15Ceh

TC 3

TC 4

1.18.5.3.6  13Cimi  18Ceh

TS 5

」一ノ ム ▲

2.0.0.0.02Ahau　 3Uayab

TFC 6

2.0.0.10.2  91k OZac

TXVIII 7

934



八杉　　マヤ文字の分析H

 TXVIII 
 (C  at  . 459)

8

SL 9

図12Zak　 Kuk　 I

と解釈,Lた い。 しか し,文 字Yaxの 接 字yaxをzacと ま ちがえて しま ったとみ る

見方 もあ る。 これだと,TXVIIIの2.0.0.10.2　 91k　OZacの 日付,な らびにTCの

91k　OZacの 文 字 を説明で きな くな り;や はり先 に解釈 した もののほ うがよいよ うに

思 われ る。

　 日付 が計算か らうま くあわな い場合,テ キス トのま ちがいですますのが一番簡単 な

方法 であ るが,マ ヤのテキス トにはま ちが いはきわめて少 な いので,表 面上 はまちが

い とみなされるものがあ って も,そ の裏 にはな にか隠 され た意味 があ るので はないか

と考え るほうが,よ り健全 な見方 であ ることは十 分承知 して いる。 しか しこの場合,碑

文を しるした時代 よ り3000年 も前 の時 につ いて のことであ る し,TC以 外 のテキス ト

であ るTXVIIIか らの支 え もあるので,ま ちが いとみて問題 ないのではなかろ うか。

　 Zac　 Kuk　 1を 表わす句 は最大限3つ の文 字か らな る。 それをよ く示 してい るのが

TSのCl2-Cl3で あ る(図12-5)。T86:69:610,　 T　lOOO,　T314:793bと 書 け る。

それをTFCとTXVIIIで は2文 字 ます に縮 めて書 いて い る(図12-6,7)。 　TCの

Bl7で はT69:1000と な って いるが(図12-1),そ れ はT86:69:610,　 T　IOOOを

縮 めた ものと思 われ る。TCのF3-F4は よ く似 てい るが,　 E4の 文 字 がまった く異

な り,TIII.125:831と な って いる(図12-4)。 　 F4はTlOOOで 同 じで あ る が,

Zac　 Kukの 文 字 が最初 にあり,生 起順 が逆 にな ってい る。構造 的には異 な るが,3

つ の うち2つ の文字 が同 じであるので,よ く似 た意味を表わ して いるもの と思 われ る。

　 TFCのD12-C13の 文 字 は,　 TFCの 中央 場面の左 下に 描かれて い るいわ ゆる

Cauac　 Monsterの 目 の中に刻 まれて いる文字 と 同じ文字で ある(図12-6)。 そ して

C14はTFCalfのH2に 生 起 す る文字 と同 じであ る。

　 TXVIIIのCl3は(図12-7),　 SLのL1の 文字 と同 じであ る(図12-9)。 これ は

SLに 登 場す る右 の女性を表わす文 字 にちがいない。 そ の女性 とZac　 KUk　 1の 関係

を示 すのが,TXVIIIのDl2の 文 字 と考え られ る。 この女性 の文字 は,　 TXVIII

の ス タ ッコー文字 にもみ られ る(図12-8)。

　 Zac　 Kuk　 Iは その履歴か らみ て,神 話上 の人物である。12.19.13.3.O　 IAhau　 l8Zec
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が誕生 した 日であ るが,そ れ よ り1.8.0(520日)ま え の12.19.ll.13.O　 lAhau　 8Muan

はGI1の 誕 生で あった。 これが父で,　Zac　 Kuk　 Iが 母 であ り,子 供がGI,　 GII,　GIII

で あ ると,年 代 的に非常 に都合 がよい。

(iii) Kiix Chan

Kiix　 ChanはTCに の み生起 す る。　kiixと は とげ とか針 とい う意 味であ り,chan

と は蛇 のチ ョル語読 みであ る。上接字の葉 のよ うな ものを血 を流 す儀式 につか う刺針

とみ,主 字 を蛇 とみてあだ 名をつけた ものであ る2)。

　 TCのFl2の91kは そ の前 にある91k　 OZac(E9-F9)の 略 と思わ れ る。　El2は

い わゆ るAnterior　 Date　 Indicatorで あ り,誕 生 の文字 にはT679が 接 字化 されて

い るので,す でに第H章 で考察 したように,ElOか らEl3ま で は,91kか ら数え て

誕生 までがDN　 3.6.10.12.2で あ ると解釈 で きる。

(2. 1. 0. 14. 2)  91k OZac (Yax) E9-F9 

3. 6. 10. 12. 2 E10—E12 

(5. 7. 11. 8. 4  1Kan 2Cumku) 

  1. 6. 7. 13 F15—F16 

(5. 8. 17. 15. 17)  11Caban OPoop Q2—P3

DN

誕生

DN

即位

　上記 の計算 か ら,す でに述べ たよ うに,計 算 の基準 は2.1.0.10.291k　 OZacで は な

く,2.1.0.14.291k　 OYaxで あ ることがわか る。

　 3回 生起 す る名前 の文字 は同 じものとみ ることがで きるが,Fl3の 名前 のあ とには,

他2ケ 所 では生起 しない文字 があ る(E1・1-F14)。 　Fl4の 文 字 はGIに 関す る文字 の

よ うであ り,そ れがGIを 表 わす とす ると,El4はKiix　 ChanとGIの 関 係 を しめ

す文 字 と推測 され る。た しかにFl4の 左 の文 字はGIに 密接 に関係す る文字 であ り,

Fl4の 右 の文 字 も後接字Tl78c。117の っ い た形で生 起 した。 しか しF14の 右 の文

2)筆 者はすでに碑文時代の古代マヤ語ではkはchに 口蓋化してはいないと指摘 している[八

杉1983]。Scheleも,　 Ocの 文字が後継指名を表わす文字ではないかという議論のなかで,　k

はchに 口蓋化 してはいないことに気がついたようで ある[ScHELE　 1984]。　chanと 読んだ

T　764が 蛇を表わし,そ れが名として使われていたとしたら,kiix　can[k'iix　kan]と 表記 しな

ければならないであろうが,ど ちらにしても表音表記による例がないので,証 明はできない。

そこでKiix　chanと 呼んでおくことにする。同様に,　Chan　Bahlumと いう名の王をのちに扱

うが,Chan　 Bahlumと は,こ の王の文字が蛇とジャガーの結合した文字であるところから名

づけられたものである。すなわちチョル語の蛇はchanで あ り,ジ ャガーはbahlumで あると

ころから名づけられたものである。これも,も しChan　 Bahlumの 文字が蛇とジャガーか らな

り,蛇=ジ ャガーと読まれていたのなら,chanはcanに しなければならないのであるが,そ

の文字を表音的に書き換えた例はないので,そ れを証明することはできない し,ま たすでに有

名になって しまったので,Ghan　 Bahlumと 表記することにする。
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5.7.11.8.4  1Kan 2Cumku

TC

TC

5.8.17.15.17  11Caban OPoop

TC

図13 Kiix Chan

字 はその他 の王 にもよ く生 起 す る文字であ り,Kiix　 Chanの タ イ トル とみた ほうが

よいように思われ る。 ともあれ,Kiix　 Chan以 前 の登 場人物が神話上 の人 物,神 で

あ ったの に対 し,Kiix　 Chanは 人 間であ ることが,誕 生か ら即位 の年数 が人 間の生

存範囲 にあ ることや,パ レンケの紋章文 字(El5,　 Q3)が つ いてい ることか らわか る。

しか しそれが実在 の人物であ ったかどうか はわか らな い。

(iv) Kuk

　Kuk　 IはTCのP4か ら99の 部 分に登場 する。　Q5に 生起 す る文宇 はケ ツァル

鳥(kuk)と 認 あ られてい る文 字であ るところか ら,　Kukと 呼 ぶこ とにす る。 しか し

この文 字を もつ 人物は他 に もい るので,Kuk　 Iと いうことにす る。

　P4か らQ9の 部 分 は,「5Cimi　 l4Kayabに 誕 生 し,誕 生か ら即位 まで1.2.5.14

で,即 位め 日は1Kan　 2Kayab」 と読み下す ことがで きる。 しか しそれ らは長期暦 の

いつにあたるので あろうか。Berlinは テ キス トの左 を神 上話の出来 事,右 を歴史上 の

出来事 とみたが[BERLIN　 l965b],こ こ でもその ようにみ ると,次 のよ うに長期暦

上の 日を設定す ることがで きる。

8. 18. 0. 13. 6  5Cimi  14Kayab 

8. 19. 15. 3. 4  1Kan 2Kayab

誕生

即位

し か し,2つ の 日 はDNl.2.5.14に よ り結 び つ か な い 。

(8. 18. 0. 13. 6) 5Cimi  14Kayab P4-Q4 CR 

 1. 2.  5.  14 P6-Q6 DN 

(8. 19. 15. 3. 4)  1Kan 2Kayab Q8-P9 CR
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8.18.0.13.6 5Cimi  14Kayab

TC

 TC

 8.19.15.  3.4  1Kan 2Kayab

TC

TFC

図14 Kuk　 I

　 5Cimi　 14KayabとlKan　 2Kayabの 日の間隔は1.14.7.18で あ り,ど こ に長 期

暦 の 日を設定 して も両者 は結 びつかな いので あ る。 テキス トの 構 造 か ら,「5Cimi

l4Kayabに 誕 生 し,誕 生か ら即位 まで1・2・5.14で,即 位 の 日は1Kan　 2Kayab」 と

解釈 して問題 はな い。す るとCRかDNの 書 きま ちがい としか解釈 の しよ うがない。

　 Kuk　 Iの 文字 はTFCのE8に も登場す るように思われ る(図14-4>。 　Kuk　 Iに 続

く文字,TCのQ9とTFCのE9が 非 常に よく似 てい るか らであ る。 しか し,左 接

字が異 なる。TCのQ9は 紋 章文字 の資格をそなえてい るのに対 し,　TFCのE9の

方 はそなえて いない。後者 はTCのS2と 同 じ文字 のよ うに思われ る。TCのS2は

下 接字 がつ いて いるが,同 じ文 字 としたな ら,TCのS2は そ の環境 か ら紋章文字 で

な いので,TFCのE9も 紋 章文字 ではないということが で き る。 さ らに,　 TCの

Q5で は は っきりしないが,　TFCのE8で は,耳 が ジャガ ーの耳 で描 かれてい るし,

TFCの 文 脈でKuk　 Iが 登場す る必要 は認 めがたい。それゆえTFCの 文 字 はKuk　 I

で はな い可能性 が強い。

(v) Octopus

　 この人物 も手持 ちの文献で はXと かCasperと 名 づけ られている。 この人物 を表

わす文字 はTCの911,　 Ql　3,　Ql　6に 生起す る。 いずれ も同 じ文字 であるが,何 を

表わす文字 かわか らない。 しか した こに似 ているので,Octopusと あ だ名をつけて
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8.19.6.8.8  11Lamat 6Xul

TC

8.19.19.11.17 2Caban  10Xul

TC

図15 Octopus

お く。T93・543と 書 き下せ る。　p　10か らR2ま で の部分 は,「1　1　Lamat　 6Xulに 誕

生 し,誕 生か ら13・3・9た った 日2Caban　 lOXulに 即 位 し,即 位か ら9Baktunと い

う期間 の完了 の日8Ahau　 13Cehま で に6.3」 と読み下す ことがで きる。長期暦 上 の

日に直す と,

(8. 19. 6. 8. 8)  11Lamat 6Xul  PIO-Q10 

 13. 3. 9  P12-Q12 

(8. 19. 19. 11. 17) 2Caban  10Xul P14-Q14 

 6.   3 P15 

9. (0. 0. 0. 0) 8Ahau  13Ceh Q17-R2

誕生

DN

即位

DN 

PE

とな る。

(vi) Moon Cauac

Moon　 Cauacは,そ れを表わす文字(TCのR5-S5)の 主 字 にそれぞれ月 とCauac

の文 字素があ るところか ら,そ のように呼 ばれ る人物で ある。Moon　 Cauacが 登 場

す る節R3か らS7の 部 分 は,「Moon　 Cauacの 誕 生か ら即位 の日3Etz'nab　 l　l　Xul

ま で1.8⊥18」 と読み下す ことがで き る。長期暦 に直 す と,次 のよ うにな るn

(9. 1. 4. 5. 0  12Ahau  13Zac) 

 1. 8. 1. 18 R3-R4 

(9. 2. 12. 6. 18) 3Etz'nab  11Xul R7-S7

誕生

DN

即位

TCに しか登場せず,し か も文字 の細部 が不 明であるので よ くわか らな いが
,名 前を

表 わすR5-S5はT21.68:683b,T58.219:528と 書 けるので はなか ろうか。
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9.1.4.5.0  12Ahau  13Zac

TC

 9.2.12.6.18  3Etz'nab  11Xul

TC

図16 Moon Cauac

(vii) Cauac I  (Chaac  IlChaacal I)

　 Cauac　 IはTCとTIE,　 SARCOに 登 場す る。 名 を表わす文字 にCauacの 文 字

素を もった人物 はさ らに2人 登場 す るので,Cauac　 Iと す る。関係 す る日を とりだす

と,次 のよ うにな る。

9. 1. 10. 0. 0 5Ahau 3Zec 

9. 3. 6. 7. 17 5Caban OZotz' 

 9. 4. 0. 0. 0  13Ahau  18Yax 

9. 4. 10. 4. 17 5Caban 5Mac

誕生

即位

TC 

TC, TIE

PE TIE

死 SARCO

TCで は1文 字 ますに書かれて いるが(図17-1),　 TIEで は ,2文 字 ます に分 け て書か

9.1.10.0.0 5Ahau 3Zec

TC

9.3.6.7.17 5Caban OZotz'

TC

TIE

9.4.10.4.17 5Caban 5Mac

SARCO

図17 Cauac I
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れている(図17-3)。TCで は文字ま

すを節約するために2文 字を1文 字ま

すに書いたと思われる。TCに 生起す

るCauac　 Iを 表わす文字の右上と左

上の文字素は細部が不 明 であ るが,

TIEに 生起する文字から復元 可 能 で

ある。TCの 左上の文字素はT229で
図18死 を表わす文字

ある。生起環境か らみて,形 は若干異な るが,TIEのAl2の 左 の文字素,　SARCO

の真 ん 中上の文字素 と同 じもの とみ る必要 があ る。そ して右上 の文字 素はT238と

T23で あ る。

　 3度 生起す るCauac　 Iの 文字 の比較 か ら,　SARCOの17の 文 字ます には3つ の文

字 が収 まって いるこ とがわか る。 ここではT23:585aはT244?:522と 書 き換え ら

れて い る。ThompsonはT　 244?と して い るが,そ の文字素ではな いので,　 T　244

をT244aと して,　SARCOに 生 起す るこの文字素 を暫定的 にT244bと してお く。

　 SARCOに 生 起 す る左 の文字 は死 を表わす ものとみ られ て い る。 そ の主 字 はT

585aで あ る。　T　585aはTCとTIEで も主字 として生起 して いる。 しか し接字 は

異 なる。TCとTIEで はT238.23に 対 して,　 SARCOで はT100で あ る。 両者

は意味が同 じとは思えな い。主字 が同 じで も接字 が異 な ると,意 味 が違 うという例 に

あげ られ よう。

　ThompsonはSARCOの 接字 をTlOOと してい るが,生 起 場所の違いで形が異 な

るので,こ こにその異 な る形 を掲 げておきたい(図18)。 こ の文字素 は2つ の部分か ら

な りた って いる。しか し1つ の文字素 であることは,横 位 置に生起す る形 と縦位置 に生

起す る形 を比べてみれば納得 で きる。2つ の文字素でで きていれば,縦 位置の文字の構

成 が逆 に,す なわ ち小 さな山形 の要素 が上 に くるはず であ る。横位置だ と順序が逆 と

な る。 これ はた とえ ばT59な ど の文字素 にみ られ る もので,よ くお こ る現象であ る。

これ も1つ の文字素 であ る判 定 にな る。 この文字素 は貝 を表わ して いるように思われ

る。 貝 は地下世界 の シンボル であ り[THoMPsoN　 l971:133-134,1　 7　3etc.],死 を

表わす文字 に生起す るにふ さわ しい。TIWのS8b,　 S6aで はT585aは 頭 字体 に置

き換わ って いる(図18-5,6)。 目や額 にT585の 特 徴であ る5つ の点 が描 かれてい る。

(viii) Kan Xul I (Hok  I)

Kan　 Xul　 IはTC,　 TIE,　 TS,　 SARCOに 登 場す る。「歯痛の文字」 のように帯 を
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9.2.15.3.8  12Lamat 6Uo

TC

9.3.1.15.0  12Ahau 8Ceh

TS

9.4.14.10.4 5Kan  12Kavab

TC

9.6.11.0.16 7Cib 4Kayab

SARCO

SARCO 
Wall

図19 Kan Xul I

頭か ら顎 にかけて巻いて いる ところか ら且okと いわれて お り,ま たKanの 文 字 と

動物Xu1ま た は365日 暦 のXu1の 文 字か らな るところ か ら,　Kan　 Xulと あ だ名 が

つ け られて いる。同一の名がの ちに もでて くるので,こ こではKan　 Xul　 Iと いうこ

とにす る。関係 す る日付 は次 の ようになる。

9. 2. 15. 3. 8  12Lamat 6Uo 

9.  3.  1.  15. 0  12Ahau 8Ceh 

9. 4. 14. 10. 4 5Kan  12Kayab 

9. 5. 0. 0. 0  11Ahau  18Zec 

9. 6. 0.  0. 0 9Ahau 3Uayab 

9. 6. 11. 0. 16 7Cib 4Kayab

誕生

即位

PE 

PE

死

TC 

TS 

TC, TIE 

TIE 

TIE 

SARCO

TIEは 名 を表わす部分 が損傷 を受 けて おり,文 字を識別 で きない。 名を表わす文字

は4度 生 起す る。TCのSl5とTSのP4は 同 じ文字 であ る。　T　281(kan)とT23

がT684bに つ いてい る(T　281:23.684b:142)。 　SARCOの19bで はT281(kan)

とT23はT　 684bの 上 にあ り,　SARCOwallで はT281がT　 684bの 目 にはい っ

て,T23は 省 略 されて いる。
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(ix) Cauac II  (Cauac  HIChaacal  II)

　Cauac　 IIの 文 字が はっきりみ られ るのはSARCOの21とSARCOwallで あ り,

そ の他 は不鮮明であ る。関係す る日を挙げ ると次のよ うにな る。

9. 4. 9. 0. 4 7Kan  17Mol 

9.  6.  11. 5. 1  lImix  4Zip 

9. 6. 13. 0. 0 9Ahau  18Muan 

9. 6. 16. 10. 7 9Manik  5Yaxkin

誕生

即位

PE

死

TC, TC 

TC, TIE 

TIE 

SARCO

TCのT9とT5は 細 部が 消えてい るが,　 T9はCauac　 Iと 同 じT229:528:142.

238:23:585で あ ろう。その文字 の前 に2文 字生起 して いる。TCのT4-U4とTIE

のG7-H7は よ く似 てお り,お そ らく同 じ文字で あろう。そ うみ るとTIEで は 名前

の文字T229:528:142.238:23:585が な く,　G7-H7だ け で よ い の で,そ れ は

Cauac　 IIの 名 の延 長 とみ ることがで きる。　TCのT8-U8は,　 TCのT4-U4と

TIEのG7-H7の 文 字 とは異 な る。 しか し生起環境が同 じなので,言 い換え とみた

9.4.9.0.4 7Kan  17Mol

TC

TC

9.6.11.5.1  llmix 4Zip

TC

TIE

9.6.16.10.7 9Manik 5Yaxkin

SARCO

 SARCO 
Wall

図20 Cauac　 II
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い・SARCOで は,　Cauac .1と 同 様,　T　23:585はT244b:522と 書 き換え られて

いる。SARCOwallで はT23:585は 省 略 されて,　 T　229P:23?.528.238.142と な

ってい る。接字 のつ き方が異な るが,同 じ接字であ るので,そ れぞれ の位置 はこの場

合かな り自由であ った と考え なけれ ばな らない。

9.4.10.1.5  11Chicchan  13Ch'en

TC

TC

TC

9.6.18.5.12  10Eb OUo

TC

TIE

9.7.0.0.0 7Ahau 3Kankin

SARCO

9.7.5.0.0  13Ahau  18Ceh

TIE

9.7.9.5.5  11Chicchan 3Kayab

SARCO

SARCO 
 Wall

図21  Bahlum
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(x)  Bahlum  (Chan  Bahlum  I)

　Bahlumは の ちのChan　 Bahlumと ほ ぼ同 じ文 字であ るので,　Chan　 Bahlum　 Iと

呼ぶべ きか も しれな いが,こ こでは単 にBahlumと 呼 ぶ ことにす る。　Chan　 Bahlum

に と って はかな り重要 な王 であ ったよ うで,TCに3度 その文字は生起 してい る。そ

の他TIEとSARCO,　 SARCOwallに もその文 字はみ られ る。

9. 4. 10. 1. 5  11Chicchan  13Ch'en 

9. 6. 18. 5. 12  10Eb OUo 

9. 7. 0. 0. 0 7Ahau  3Kankin 

9. 7. 5. 0. 0  13Ahau  18Ceh 

9. 7. 9. 5. 5  11Chicchan 3Kayab

誕生

即位

PE 

PE

死

TC 

TC, TIE 

SARCO, TIE 

TIE 

SARCO

口か らした に縦線 が数本 あ り,口 の端か ら髭がでて いるのが特

TlOやSARCO認allで は その特徴 は曖昧 であ り,　TIEのKlで はか な り異 なった

顔 を して いる。SARGOwa11で はKinの 称 号 が前 にあ る。

 (xi) Kan  Ik

Kan　 IkはKanとIkの 文 字 をもつ ところか らつけ られた 名であ るが,そ れ がは

9.7.10.3.8 9Lamat  1Muan

TIE

9.8.0.0.0 5Ahau 3Ch'en

TIE

9.8.11.6.12 2Eb  20Ceh

SARCO

SARCO 
Wall

SARCO 
 Wall

図22 Kan　 IX
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っきり示 されてい るのはSARCOwallで あ る。 その他 では,　 Kanが 女 性表示 文字

TlOOOFの な か にとりこまれてい る。Ikの 方 は上 にT86,下 にTl78が つ き,左

右を髪が垂れてい るような要素 で飾 られてい る。T86は と うもろこしを 表わす とい

うので,と うもろこ しのひげであろ う。 これが 飾 りであ ることは,TIEのL4,　 L8

で は ついていない こと,SARCOwallで 片 方 しかな いものがあ ることか らわか る。

9. 7. 10. 3. 8 9Lamat  1Muan 

9. 8. 0. 0. 0 5Ahau  3Ch'en 

9. 8. 11. 6. 12 2Eb  20Ceh

即位

PE

死

TIE 

TIE 

SARCO

(xii)  Ake  Kan

Ahc　 KanはTIEとSARCOに 登 場す る。関係す る日は次の ようにな る。

9. 8. 11.  9.  10  80c  18Muan 

9. 8.  13. 0. 0 5Ahau  18Zec 

9. 8. 19. 4. 6 2Cimi  14Mol 

9. 8.  17. 9. 0  13Ahau  18Mac 

9. 8. 17. 15. 14  41x 7Uo

即位

PE

死

TIE 

TIE 

SARCO 

TIE 

TIE

最後の2つ の 日付 は,Ahc　 Kanの 生 存 中の 日付であ るが,こ の 日に関す る節にはAhc

Kanの 名 は生起 していない。 図ではこの日付順 に線形 に しる してい る。

　 Ahc　 Kanを 表 わす文字 は3つ の節 とも2つ の文字 ますか らなって いる。 それぞれ

書 き方 に差があ る。Ahc　 Kanの 名 の もととな ったのはSARCOの34か らで,亀

(ahc)とKan(T　 506)か らな って い る。 しか しその他 の2例 中の名の文字 には亀 は

な く,そ れはT12に 置 き換わ ってい る。主字Kan(T506)と 接 字Tl78は いずれ

も同 じであ る。 もっともTIEとSARCOのKanの 文 字素の書 き方 には差があ る。

また下接字Tl78はTIEに は あ るが,　SARCOで は省 かれてい る。

　 名を表わす旬 の2番 目の 文字 は,TIEのKl2とSARCOの35で はT74:565

で あ るが,TIEのM5で は鼻 に特徴 のある頭文字 に置 き換わ ってい る。 それが同価

であ ることはPTやSLの テ キス トか らも確か あ られ る。 これ は神GI,　 GII,　GIII

に つ いた文字 と,Tll6を 除 けば同 じであ り,関 係す る文字 といえ るので はなか ろう

か。 この文 字についてはのちに もう一度ふれ ることにす る。

　 図の2番 目の節 は9.8.13.0.0の 節 であ り,最 初 か ら4つ 目まで は13Tunの 完 了 に

関係 す る句 とみ ることがで きる(N2-M4)。4番 目の文 字(M4)の 主 字 は亀 とよ く似

てお り,名 の一 部 とみ られ るか もしれ ないが,こ れ は区切 りのいい節 に生起す る文字
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9.8.11.9.10 80c  18Muan

TIE

9.8.13.0.0 5Ahau  18Zec

TIE

9.8.19.4.6 2Cimi  14Mol

SARCO

9.8.17.9.0  13Ahau  18Mac

TIE

9.8.17.15.14  4Ix 7Uo

TIE

図23 Ahc　 Kan

であ り(TIM-C3,　 H2;TIW-Kl),お そ らくオオ ムを表わす 別 の文字 であ ろう。

Ahc　 Kanの 文 字 が生起 しない最後 の2つ の節 は理解 しが たい(図23-4,5)。 　Mll

は紋 章文 字であ る可能性 が高い。も しそ うな らその前 の文字 は名 を表わす ことにな る

が,よ くわか らない。M8の 文字 の主字 はT683で あ り,同 じくT683を 主 字 とす

る文 字は2番 目の節 のM3に あ った(図23-2)。

(xiii)  Pacal I

、

　 Pacalと 呼 ばれ る人物 は2・人登場す る。 そこでPacal　 1とPacal　 IIと したいが,

Pacal　 IIの 方 はパ レンケを隆盛 に導 いた人物 であ り,ふ つ うPacalと い えば こち ら

の方であ るので,Pacal　 IIは 混 同の危険がな い場合 は単 にPacalと い うことにす る。

Pacal　 IはSARCOの 蓋(Lid)と 棺 壁(Wall)に 登 場す るだけであ る。 パ レンケを

隆盛 に導 くPacal　 IIと 同 名であ るが,王 の称 号であるT74.184は つ いて い な い。

楯で は蓋の表意文字 と音声文字のpa-ca-1aの2重 表記 であ り,そ れ は た とえてい う
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と,漢 字に仮 名をそえた構造 と同 じであるが,側 壁 に生起す る名の文字 は音声文字だ

けであ る。関係 す る日は次 の一 つ しかない。

　　　　9・8.18・16.H　 3Chuen　 4Uayab　 死SARCO

　Pacal　 IIの 誕 生 は9.8.9.13、0で あ るので,　Pacal　 Iが 生 存 中に誕 生 した ことにな る。

同名 の人物 であるので,少 な くと も同世代 の人物で はない と考え ることがで きよう。

この次 に検討 す るZac　 Kuk　 IIとKan　 Bahlurn

MooはPacal　 IIの 母 と父 で あ る の で,

Pacal　 Iは 祖 父 とい う推測 がな りたつ。 しか し

Ahc　 Kanの 死 は9.8.19.4.6で あ るので,そ の

推測 には疑問 がわ く。Ahc　 KanはTIEの 歴

代 の王 の歴史 を述べた部分 に登場す るばか りで

な く,SARCOに 登 場す るのに対 し,　Pacal　 I

9.8.18.14.11 3Chuen 4Uayab

図24 Pacal I

のほ うはSARCOに 登 場す るだけであ り,歴 代 の王 と認 め られ て い な い。 しか し

Pacal　 IIの 墓 碑SARCOに 登 場す るばか りで な く,　 Pacal　 IIと 同 じ名 を もって い

るか らには,Pacal　 IIに 密 接 に関係す る人物 とみることが できよう。 とはいえ同一

名がついていて も直 接の血族 関係 を もつ とはいえない例 はい くつか あ る。 た と え ば

Zac　 Kukは,神 であ るZac　 Kuk　 Iと 女王 であ るZac　 Kuk　 IIの 関 係 で あ る し,

Cauacの 文 字 をもっChaacはCauac　 IやCauac　 IIと 直 接の関係 を もってはいない。

しか しPacal　 Iは,少 な くともAhc　 Kanよ りPacal　 IIに 密 接 に 関係 す る人物 とみ

ることがで きるので はなかろ うか。そ うみ る と,Pacal　 IIの 父母 はKan　 Bahlum

MooとZac　 Kuk　 IIで あ るところか ら,　Pacal　 IはPacal　 IIの 祖 父 であるとみる

のはやは り健全 な見方 ではなかろ うか。 では'Ahc　 KanとPacal　 1の 関係 はどうで

あ った のだ ろうふ。 この問題 に関係す る人物の関係 あ る日をまず挙 げ るこ とにす る。

Bahlum

Kan　 Ik (女)

Ahc Kan 

Pacal I 

Zac Kuk (女)

Kan  Bahlum Moo 

Pacal II

　

5

　

L

　

α

　

ユ

生

4

誕

9
・

即 位

9.　 6.18。 　 5.12

9.　 7.10.　 3.　 8

9.　 8.11.　 9.10

9.　 8.19.　 7.18

9.　 8.　 9.13.　 0　 　　9.　 9.　 2.　 4.　 8

死

9.　 7.　 9.　 5.　 5

9.　 8.ll.　 6.12

9.8.19.4.6

9.　 8.18.14.ll

9.10.　 7.13.　 5

9.10.10.1.6

9.12.11.　 5.18

Zac　 Kukの 誕 生 は,　Pacal　 IIの 母 であ り,　Pacal　 IIを 生 んだ年令 は常識 的には20
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図25　王 の 系 図
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か ら30歳 ぐ らいであ るので,9.7.0.0.0頃 か ら9.7.10.0.0頃 と推測す ることがで きる。

Pacal　 IがPacal　 IIの 祖 父な らば,　 Zac　 Kukは 子 と 考え られ るので,同 様20か ら

30歳 ぐ らいにZac　 Kukが 生 まれ た とす ると,　 Pacal　 Iの 推定誕生年 は9,5.10.O.O.O

頃か ら9.6.10.0.0頃 とな る。 今Pacal　 IIか ら時代 をさか のぼ って考 え て み た が,

Bahlumか ら考えて みると,次 のよ うになる。　 Kan　 IkがBahlumの 子 とすると,

Kan　 lkの 誕 生 は9.5.10.0.0頃 か ら9。6.0.0.0頃 と なる。　Ahc　 KanがKan　 Ikの 子

とす ると,Ahc　 Kanの 誕 生 は9.6.10.0.0頃 か ら9.7.10.0.0頃 と な る。　 Greene

Robertsonは 図25-Aの よ うな系統 図を描 いてい るが,先 の考察か ら,図25-Bの よ

うな系統図 も描 きうる。 しか しこれは,親 族関係 を しめす文字があれば確かめ られ る

のであ るが,そ うではない多 くの仮定 がはい った不完全 な図であ る。

(xiv) Zac Kuk II

　 Zac　 Kuk　 IIは 十 字 グル ープの神話部分 に登場 したZac　 Kuk　 Iと 同一文字 であ り,

そ れ と区別す るた めZac　 Kuk　 IIと 呼 ぶことにす る。関係す る日は次 の とお りであ る。

9. 8. 19. 7. 18 9Etz'nab  6Ceh 

9. 9. 0. 0. 0 3Ahau 3Zotz' 

9. 10. 0. 0. 0  lAhau  BKayab 

9. 10. 7. 13. 5 4Chicchan  13Yax

即位

PE 

PE

TIE 

TIE 

SARCO 

SARCO

　 Zac　Kuk　 IIの 名 は10回 生 起 す る。TIEで は4度 生起 し,い ずれ もT348:793bで

あ る。しか しこの うちR6は,そ の前 にZacKuk　 Iと 同 じ文字が あるところか ら(R5-

Qβ),他 の3例 と 区別で きないが,Zac　 Kuk　 Iを 表わす もの と考 え られ る。 これに

対 しSARCOで はT　 744:58で2度,も う1例 はTlOOOF:58:x.xで 書 かれて い る。

SARCOwallで は2例 ともTlOOOF.58:744で あ る。　OVALで はT50.1000Fと

T744に 分 けて書 かれてい る。 主字 はT793bかT744で あ り,　T793bの と きは

接字はT348で あ るの に対 し,T　744の と きはT58ま た はT50で あ る。 きれ いに

接字 と主字 の使 い分 けができているので,別 の人物 とすべ きであ る。 ところが,本 来

な らば異 な る文字 とみ るべき ものを,年 代的 にみ て,ま た構成が よ く似 てい るところ

か ら,同 一人 物 とみなされてい る。年代 的に同時代だ といって も,違 う人 物であ りう

る。両者は よ く似 た構成 の文字 であ るが,両 者が同 じ人物 であ ることを裏付け るもの

はな いのであ る。 ところがそ うす ると,Zac　 Kuk　 IIは 即 位の9.8.19.7.189Etz'nab

6Cehと9.9.0.0.03Ahau　 3Zotz'と い うPEに しか 登場 しない ということにな る。

死 に言及 したテ キス トがない ことにな り,そ れまで の王達 の例か らはずれ ることにな
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9.8.19.7.18 9Etz'nab 6Ceh

TIE

9.9.0.0.0 3Ahau 3Zotz'

TIE

TIE

TIE

9.10.0.0.0 lAhau 8Kayab

SARCO

9.10.7.13.5 4Chicchan  13Yax

SARCO

SARCO

SARCO 
Wall (N)

SARCO 
Wall (S)

PALACE
Oval 
Tablet

図26 Zak Kuk  H
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る。 それ ゆえ やは り同一人物 とみ るのが無難であ る。

　 SARCOとOVALに 登 場する人物はZac　 Kukと 読 め る。　SARCO　 54のTx.x

と転 写 した文字 はThompsonの カタ ログの どれにあた るのかわか らないので,そ の

よ うに書 いたが,同 一文字素の並列であ る。 これ はT　 744に あ たる。 これ はKukを

kuと い う音 をもつ文字素で書 き換えた もの と思われ る。すなわ ちKuk=ku十kuと,

同一音節 を もつ文字素で書 き換 えた ものと考え られ る。 もしそ うな ら,逆 にT　 744

は ケ ツ ァル鳥kukを 表 わす こ とが証明 された ことになる。

　 SARCOの54の 左 の文字Tll:1:606は 母 親 と子の関係を しめす 文字であ る。 こ

のテキス トの主 人公Pacal　 IIの 母 親 であ ることを しめす句 と考え ることがで きる。

　 OVALで はZac　 Kukの あ とに女性 の称号を表わす と考 え られ る文字 がC2に あ

る。 そのあとにT?.1:1000?(Dl)が あ り,　Pacalの 文 字(D2),パ レ ンケ の紋章文

字(D3)が 続 く。Dlの 文 字は母親 であ るZac　 Kukと 子 であ るPacalの 間 にあるの

で,両 者 の関係 を示す文字 とみ られ る。

　 TIEのQ6,　 SARCOの54b上,　 SARCOwallの 女 性 を表わす横顔,　 OVALの

Blbは 形 は異な るが,女 性 を表わす文字素 とみた い。それ らを一括 してTIOOOFと

転 写す る。

　9.9.0.0.0に は3つ の節 があ る(図26-2,3,4)。 いずれ もTI25.669b:130で 始 ま

る節 であ る。 これ はTIの テキス トでは9.4.0,0.0か らKatunの 終 了時 にみ られ る

もの であ る。 これ はスペ イン人征服後アルフ ァベ ッ トで書 かれた 『チラム ・バ ラムの

書』 にみ られ るカ トゥンの記録(Kahlay　 katunob)に 対 応 す るものか も しれ な い。

しか しその文字 のあとには(04bとR7),　 Baktun文 字 が生起 してい る。 この04b

とR7は 幾 何体 と頭字体 の書 き換 えであ り,同 価 である。04bはBaktunを 幾 何体

で書 いて いるの に対 し,R7は 頭 字体で書 いてい るか らである。　Katunの 終 了時 にな

ぜKatunの 文 字 ではな く,Baktun文 字 が現われ るのであろ うか。 それが説明で き

な い と,『 チ ラム ・バ ラムの書』 にみ られ るカ トゥンの記録 くKahlay　 katunob)に 対

応す る もの と簡単 にみなす ことはで きないが,カ トゥンの記録 をす ぐさま連想 させ る

節 であ る。

(xv) Kan  Bahlum Moo

　 Kan　 Bahlum　 MooはSAR.COの50,53とSARCOwallに しかみ られない。関

係す る日付 は次 の1つ にす ぎな い。

　　　　 9.10.10.1.613Cimi　 4Pax　 死SARCO
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9.10.10.1.6  13Cimi 4Pax

SARCO

SARCO 
 Wall 

 (N)

SARCO 
 Wall 

 (S)

図27 Kan  Bahlum Moo

1

2

3

　 Thompsopは カ タ ログで はジャガ ーT751と して登録 して いるが,図 をみてわか

るように,ジ ャガ ー0特 徴を もつ ものの,口 はオ ウムmooで あ り・ さ らにkan(T

281)を もっので,Kan　 Bahlum　 Mooと い うあだ名 がつ いたものである。　SARCO

の53で はkal1は 左 接字 として生起 しているが,そ の他3例 はいずれ も目に 接中字 と

して はいって いる。kanが 目 に接 中字 としてはい ってい る例 はすでにKan　 Xu1に み

てい る。

(xvi)　 Pacal(Pacal　 11)

　 パ レンケの碑文で もっとも多 く登場す るのはPacal王 で あ る。　Paca1は9.8.9.13.0

8Ahau　 I3PooP(603年)に 誕生 し,9.12.lI.5・186Etz'nab　 l　lYax(683年)に 死ん

だこ とが碑文か らわか る。埋葬 されたの は,『 碑文の神殿(TI)』 で あ り,墓 蓋の碑文

にも登場す るので まちがいない と思われ るが,そ こか ら発見 された骨 の調査か ら出さ

れた年令 は4,50代 の ものであ ったので,解 読 その ものに疑 問を投 げかけ る人がい る

(た とえ ば墓 を発掘 した[Ruz　 l976])。 しか し,そ の他 の王 に関 して生起す る 「誕

生」 や 「即位」 や 「死」な どの文字 を考慮す ると,そ の解 読には矛盾 がない。

　 まずPacalが 関係す る日付を取 り出す。 誕生 と即位 と死以外 なにを したか ほ とん

ど不 明であ る。

9. 8. 9. 13. 0 8Ahau  13Poop 

9. 9. 0. 0. 0 3Ahau 3Zotz' 

9. 9. 2. 4. 8 5Lamat  1Mol 

9. 10. 0. 0. 0  lAhau 8Kayab 

 9.  10. 11. 17. 0  11Ahau  8Mac 

 9.  11. 0. 0. 0  12Ahau  8Ceh

誕生

PE

即位

PE

PE

HS, SARCO, TIW, TIW, Pasadena 

TIW 

HS, TIE, TIW, THRONE, PT, SL 

TIE 

PT 

TIM, TIW, TIW, PT, 96G
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9.ll.1.12,6　 7Cimi　 4Xul

9.ll.1.12.8　 9Lamat　 6Xul

9.ll.1.16.3　 6Akball　 Yax?

9.ll.2.1.119Chuen　 9Mac

9.11.4.7.O　 Ahau　 8Cumku

9.11.　 6.16.11　 7Chuen　 4Ch'en

9.11.　 6.16.1713Caban　 lOCh,en

9.12,0.0.OlOAha1ユ8Yaxkin

9.12.3.6.6　 7Cimi　 l9Ceh

9.12.7.4,10　 70c　 3Yax

9.12.10.0.0　 9Ahau　 l　8Zotz,

9.12.ll.5。18　 6Etz,nab　 l　lYax

9。13.0.0.0　 8Ahau　 8Uo

10.0.0。0.0　 7Ahau　 l8Zip

PE

PE

死

PE 

PE

Palace South  Facade (Cat. 36) 

Palace South  Façade (Cat. 36) 

HS 

96G 

DO 

HS 

TIW 

TIM, TIW, TIW 

TIW, TIW 

TIW 

TIW 

SARCO, TIW, PT 

 TIW 

TIW

　 Paca1はSubject　 Aと かSun　 Shieldな ど と呼ばれていたが,　KelleyやLounsbury

に よ りPacal([pakal])と 読 まれ るこ とがわか った。楯の表意文字 とともに,楯 を意

味す るpacalと い うこ とばが,表 音文字 でpa-ca-1aと 書 かれていたので,こ れはマ

ヤ語で解読 された王名 とい うことがで きる。 その他 の王名 は,い かに も解読 されたよ

うにみえ るが,た とえ ばChan　 Bahlumの よ うに,単 に文字の表わす ものに従 って

チ ョル語の単語を与え ただけの ものであ り,証 明されて いな い。Pacalは マ ヤ碑文 に

登場す る王名で確実に読まれ るほ とん ど唯一 の例 であ る。

　 Pacalを 表 わす文字 は,生 起例 が多 いことに加え,上 で述べたよ うに,す でに解読

され た文字であ るので,マ ヤ文字 の構成法 を考え る上でた いへん興 味深 い例 を提供 し

てい る。

　 Paca1の 文 字 は,基 本的 には称号 であ るT74.184ま た は単 にT184が つ いた 楯

の表意文字で表わ され る。 しか し厳密にい うと,楯 の文字 にT86ま た はT129と

い う上接字か,Tl78の 下 接字のついた ものが含 まれて いる し,楯 の文字素が頭字体

にかわ った例 もあ る。 また称号であ るT74.184ま た は単 にTl84が つ いた 楯の 表

意文字 は単 独で生起 す るばか りでな く,Pacalを 表 わす表音文字 があ とにつ いた形で

も生起す る。そ こでその構成 の仕方 を検討す ることにす る。表15の 左 は各文字素 の並

び方 をThompsonの カ タ ログ表記法 によって しめ したもので,真 ん 中は楯の文字が

単独に生起 す る場所(1),右 は楯の文字 とpacalの 表音文字 が生起す る 場合 の楯の文

954



八杉　　マヤ文字の分析H

9.8.9.13.0 8Ahau  13Poop

HS

SARCO

TIW

Pasadena

9.9.2.4.8  5Lamat  1Mol

HS

TIE

TIW

THRONE

PT

SL

9.10.0.0.0  1Ahau 8Kayab

TIE
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9.10.11.17.0  11Ahau 8Mac

PT

9.11.0.0.0  12Ahau 8Ceh

TIM

TIM

PT

96G

9.11.1.12.6  7Cirni 4Xul

PLACE 
South 
 Facade 
(Cat. 36)

9.11.1.12.8 9Lamat 6Xul

PALACE 
South 
 Facade

9.11.2.1.11 9Chuen 9Mac

96G
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9.11.4.7.0 6Ahau 8Cumku

DO

DO

9.11.6.16.11 7Chuen 4Ch'en

HS

9.11.6.16.17  13Caban  10Ch'en

TIW

TIW

9.12.0.0.0  10Ahau 8Yaxkin

TIM

TIM

TIW

9.12.3.6.6 7Cimi  19Ceh

TIW

 9.12.10.0.0  9Ahau  18Zotz'

TIW
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9.12.11.5.18 6Etz'nab  1  lYax

TIW

TIW

SARCO

PT

6.19.19.10.7  1Manik  10Zec

 TIW

 12Baktun

TIW

 14Baktun

TIW

TS side

TFC side
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TC side

TC  alf.

TFC  alf

TC

TFC

TS

PALACE 
North 
 Facade 
 (Cat  .38)

PALACE 
Northwest 
Court 
(Cat. 81)

PALACE 
Bench 1

図28Pacal　 II

字 の生起場所(2)で あ る。 ここでカタ ログ番号 のあとにPが ついてい るのは,幾 何体

を人物化,す なわ ち頭字体 に した文 字 であ るこ とを 表わす。 表の1か ら3はT　 624

にT74.184ま た はT74:184が つ いた例を,4か ら7はT　 184が つ いた例をあげ

ている。そ して8か ら10は 下 接字T178が つ いた もので,11は 接 字 をもたな い例であ

る。12以 下は幾分異 な る構成 の文字 について しるしてい る。 同 じ文字素か らで きてい

る文字 でも,接 字が前につ くか上につ くかで形が少 しかわ るが,そ れ らは1,2,4,10
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表15Pacalの 　 文 　 字

la 

 b 

2a 

 b 

3a 

 b 

4a 

 b 

5 

6 

7 

8 

9 

 10a 

 b 

11 

12a 

 b 

 c 

 d 

13a 

 b 

 c

楯の文字の構成素

T 74.184.624 

 T  74:184:624 ' 

T 74.184.624P 

T  74:184:624P 

T 74.184.86:624 

T 74.184.129:624 

T 184.624 

T 184:624 

T  184.624P 

T  184P.624P 

T  184.86:624 

T 74.184.624:178

T 74.184.624P:178 

T 184.624:178 

T 184:624:178 

T 624P 

T 184.624a:624v 

T 184:624a.624v:178 

T 78:184:624a.624v:178 

T  184.?.624a?:624v:I78 

T  544P.184:116 

T 544P.184.74 

T 544P:184

生 起 場 所(1) 生 起 場 所(2)

 96G-C1, K7; TS-L5 

TIW-S6b, T12a; SL-Blb

TIW-02;  TFC-Jl 

TIW-L5;  TFCa1f-J2

TSside-A9 

 TIE-R11; TFCside-B1; 
 TSside-E6;TH-B2;DO-C2 

96G-B3 

TIM-C4;  TCalf-J2 

TC-K4b 

SARCO-8 

DO-T 
 PT-C12 

OVAL-D2

TIW-E5, G3*,  15 

TIW-A3a,  Fla, S2a 

HS-C6a; TIW-M2 

Pasadena-A2a 

TIM-G3 

HS-A5b

TIW-R2a 

 TIE-T11 

HS-A6c 

TIM-E8

 TIM-L1

PT-G1 

 PT-J12 
Palace S.  Façade-F3 (Cat. 36)

においてa,bで 区 別 してい る。それ らは環境 に規定 されてお り,文 字 ます の半分 しか

占めな い場合 は接字T74:184ま た はT184は 上 におかれ,1ま す を占める場合 は

それ らの接字 は左 におかれてい ることがわか る。そのほかこの一覧表か ら次の ような

考察 がで きよ う。(1)一 番 多 いのはT74とT184が 楯 の 文 字T　 624に つ いた形で,

こ こに挙げた43例 中12例 あ る。 これにつづ くのが それ にTl78が つ いた も ので,

5例 あ る。(2)T178が つ く文字 は単独でPaca1の 名 を表わ し,あ とに 表音文字 に

よる表記 はな い。T178は 表音文字laで あ り,こ れ はpacalの1を 表わす た め に

使われ る。 それが表意文字のT624に つ いているのは,限 定詞 の役 目をはたす ため

とみ るべ きか も しれな い。 しか しこの場合 は,そ れ ほど大 きな役目はな く,表 音文字

の略 また は装飾 とみ るほうが よい ように思われ る。(3)頭 字 体 による 表記 は7例 ある

が,1例 を のぞ きすべてあ とに表音文字によ る表記 がある。表音文字 という支えがあ

るため,自 由にT624を 変 え ることがで きたのであろ う。 楯 が頭字体 にかわ った文
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字 は鳥の頭を表わ してい るよ うで,上 口先が内側に曲 りかつ尖 ってい る。7例 のうち

HSのA6c,　 C6aと96GのA4の 文 字 は目に楯の弁別素性 であるプ ロペ ラ状の 要素

が入 ってい る。TIMのLl,　 Pasadena板 のA2aの 文 字 は 目その ものが プロペ ラ状

の要素 と置き換わ って いるので,中 心 の丸 が 目に,四 つのプ ロペ ラがそこか ら突 き出

た形 になっている。 これ ら5例 はいずれ も幾何体 の弁別素性 を頭字体 で も使 っている

というこ とができる。 しか しTIEのTl1,　 TIWのM2は 細 部が不明 であ りよ くわ

か らな いが,目 にプロペ ラ状の要 素が彫 りこまれてい るよ うにはみえな い。 も しそ う

な ら幾何体の弁別 素性を頭字体 に使 わない例 とな る。(4)同 一 テ キス トで も書 き換え

があ る。 これ は同 じ文字の連続 を避 けた い欲 求 の表われであろ うし,見 方 を変えれ ば,

文 字の創造の燗熟期 を しめす もの といえよ う。 ㈲ 同 じ文字が 初期の テキス トにも後

期 のテキス トにも存在 す る。それゆえ文字 の違 いは時代的 な差 とみ ることはできない。

(6)楯 の文字素 に称号 を表 わすT74.184174:184ま た はT184が つ いた文字 と,楯

の文字 の中がT537で 置 き換わ った文字素(表 ではT　 624vと 表 記)にT178が つ

いた文字か らなる例 が,PTのCl2とDOのTに み られ る(表15-12)。 両 例 とも

楯の文字素 は通例 の文字 と異 な り,四 隅に丸 がない。 しか し中がT537で 置 き換わ

った文字素には四隅に丸 がついてい る。 ふつ うPacalを2つ の 文 字 で 表 記 す る 場

合,片 方 が楯の表意文字 な ら,も う一方 は表音文字 という構成 を してい る。それゆえ

T537で 置 き換わ った文字素 にTI78が つ いた文字 も表音文字 とみ ると,　T178は

laと 読 まれ るのであ るか ら,　T　537で 置 き換わ った文字素 のほ うは[pak-]と い う音

を もつ と考 え られ る。T537は 人 が 目をつむ ってい るよ うな文字 であ る。ユカテク語

のpacatは 顔 つ きという意味 であり,音 の似 かよ りか ら連想 され た文字遊 びの ように

思われ る。SARCOの8も 今 取 り挙 げた2例 と同様 の文字 であ るが,細 部 が異 な る

(図28-32)。 楯 の 文字素 の下 に は,楯 の文字素 の中がT537に 置 き換 わ った文 字

があ るが,口 の部 分が前記 の もの と異 な る。 そ して下接字Tl78は つ いて いな い。

OVALも,以 上3つ の もの と同 じとみ られ る(図26-10,D3)。 　T　l84とT　 624の 間

の文字素 はよ くわか らない。T624aと 表 記 した ものは図では三重丸で描 いているも

ので,そ の右 の要素 は何 を表わすか不明 であ る。(7)表 の13a,　 bは 太陽Kinを 表わ

す文字 が頭字体 で表わ され,そ れにT　 184ま た はT　 184.74が つ いた もの と思われ る

(図28-15,33)。 この文 字 とpacalを 表 音的に表記 した文字 の間に,　T　l81.23:1029

が生 起 す る。TlO29はT585の 頭 字体 であ る。因 みにこの文字 はLoundsburyに

よ りah　 nabe(he　 the丘rst　or　prince)と 読 まれてい る[ScH肌E　 l976:12,　 note　3]。

図28-17も 同 じであ るが,1文 字ます に今みた3つ の文字が入 ってい る(表15-13c)。
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TlO29は 幾 何体 のT585に か わ ってい る。そ してah　 nabe文 字 の生起順 が異な り,

Tl81は 右 接字 として生起 し,T23:585.181と な ってい る。構成 は異な るが,構 成

素並び に生起環境は同 じな ので,ah　 nabe文 字 である ことはまちがいない。 図28-18

で は,称 号 としてはT184だ け がah　 nabe文 字 につ いて,1文 字ますが形成 されて

い る。 そのあ とにPacalの 表 音表記 があ り,パ レンケの紋 章文 字がつづ く。 表音表

記 はpaが 頭字体,　caとlaは 幾何 体 にな ってい る・

　 つぎにpacalを 表 音的に表記 した文字 にうつ る。これ は今 ふれた ことでわか るよう

に,paとcaとlaと い う音 を表わす3つ の文字素か らな る文字 であ るが,　paとca

を 表わす文字素 には幾何体 と頭字体の交 替がみ られ る。 ところがpaが 頭字体の場合

はcaは 幾何 体,　paが 幾 何体 の場合はcaは 頭字体 というふ うに,ど ちらか一一方 が頭

字体 にかわ るだけであ る。paの 幾何体 はThompsonの カ タ ログのT602に あ たる。

パ レンケの場合,格 子模 様の下 に数個の点 があ るところに特徴 が あ る。Thompson

は こ れ とT586を 区別 したが,こ れはT586と 同価 であ り,ひ とつにま とめ るほ う

がよい。頭字体 はpaの 弁別素性であ る格 子模 様を頭字の中に もってい る。 その例は

HsのA5c,　 A6d,　 c6b,　 TIwのF5,　 J5,　s2,　N2,　 PTのJl3,　 G2に み ることがで き

る。6aが 幾何体で書かれ る場合,く しの形 を したT25が1つ の場合 と2つ あ る場

合 の2つ の変化 が認 め られ る。caの 頭字体はTIMのF8,　 H3,　 K2の3例 しかない。

1aは いわゆ るAhauの 文 字 がさかさになったもので 表わ され るのであ るが,そ れが

1つ の場合 と2つ の場合 があ る。 「さか さAhau」 が2つ あ る場 合,間 に飾 りの点が

3つ 置かれ る 場合 となに もない 場合 があ る。pTのG7とJl3は(図28-15,33),

paが 非 常 に特徴 のあ る頭字体で書かれ,　 caと1aは 幾 何体で表わ され て い る。　J　13

のcaはT25:25と2つ のT25で 表 わされているの に対 し,　G7で はT25が1つ

だけであ る。IaはJl3で は いわゆ る 「さかさAhau」 が2つ に間 に3つ の丸 があ る

のに対 し,G7で は 「さかさAhau」 が2つ だけで表わされてい る。 この2つ の例で

は楯 の文字 の代 りに,Tl81.23:585Pが あ り,称 号 としては太 陽の 頭字体 に,J12

で はT184.74,G6で はTl84:116が つ いたものが使われて いる・

　 それぞれのテキス トで の特徴 にふ れると,ま ず最初 のテキス トであ るHSで は,楯

は幾何体 の場 合(A5b,細 部 は不 明であ るが,形 か ら幾何 体であ ることは疑 いよ うな

い)と 頭 字体の場合(A6c,　 C6a)が あ るが,表 音 表記 のほ うは3例 と も・paは 頭字

体 で,caと1aは 幾 何体 で書か れている。 称号 を表わすT74・184は2例 にみ られ る

が,あ と1例 は頭字体 にかわ ってい る。 これは太 陽の神 を表わす文字素であ り・通常

T184に み られ るKinの 要 素 と交替す るものであ るが,こ の場合 は称号全体 を表わ
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す 役 目を担 ってい ると考 え られ る。

　 TIに はPacalを 表 わす文字が18例 あ るが,　TIWのS6とTl2が 同一 であ るだ け

であ とはすべ て書 き方 に違 いがみ られ る。大 き く分け ると,楯 の表意文 字だけで表わ

す場合 と,楯 の表意文字 とpacalを 表 わす表音文字の2つ で名を表わす場合 の2つ に

な る。 楯の表意文字だけの場合はT624と い う幾何体 で表わされ る。 これは6例 あ

るが,T74:184:624と 書 き下せ るTIWのS6bとTl2a以 外 は接字のつき方 に違

いがみ られる(TIEのRll,　 TIMのC4,　 TIWのL5と02)。 楯 の 表意文字 と

pacalを 表わす表音文字の2つ で名 を表わす場合,楯 の表意文字を頭字体 に した例 は

3つ ある。 いずれ も接字 に違 いがみ られ るばか りでな く,あ とにつ く表音文字 の表記

も異 な る。TIEのTll-Sl2で は,接 字 はT184だ けで,表 音文字 のほうはpaも

caもlaも すべて幾何体で表示 されて い る。　TIMのL1--K2で は 接字はな く,表 音

文字 のほうはcaが 頭字体であ る。　TIWのM2-・N2で はT74.184の 前 接字があ り,

表 音文字のほ うはpaが 頭字体で表わ されてい る。楯の頭字体 はTIWのLlで は 目

がプロペラの要素 で 置き換わ って い るが,TIEのTI1とTIWのM2は プ ロペ ラ

の要素 のない同 じ文字 のようにみえ る。 残 り9例 は楯の文字T624とpacalを 表わ

す表音文字 か らな る。TIWのE5の 楯 の文字 はその他 の楯 の文字 と若干異 な り,フ ロ゚

ペ ラ要素 が縦 に伸 びてい る。Thompsonは そ のためT　 624を 下 位分類 してT　 624a,

T　624b,T624cと して いる。　T624bが そ れにあた るが,意 味に差 はない。 これ ま

で扱 ってきた のはT624aで あ り,　 T　624cは 神III(GIII)を 表 わす 文字 であ る。

これ とT624a,　 T　624bの 交 替例 はな いので,別 番号 にす る必要 があ る。　paを 頭字体

に した ものが3例(TIWのE5,　 J5,　S2),　 caを 頭 字体 に した も の が2例(TIMの

F8,　H3)あ り,残 りの4例 は幾何 体に よる表示 であ る(TIWのA3,　 F2,　G3,　R2)。

paを 頭 字体 に した もの はTIW,　 caを 頭 字体 に した ものはTIMに 限 られ,す べて

幾何体 によ る表示 の場合は1文 字 ます に楯の表意文字 と表音文 字がつめ こまれてお り,

こ れだけみ るとテキス トごとにきれいに分 け られ る。

　 十字 グル ープはいずれ も楯の幾何体T　 624に 接 字がついた ものであ る。接字のつ き

方 は異 な り,T　 74.184とTl78が つ くものがTCsideとTFCsideの2例,　 T　184

とTl78が つ く場合 とT184だ け の場合 とTl84.86の 場 合が それぞれ1例 ずつあ

る。

　 PTに は4例 あ るが,う ち1例 は損傷 を うけて不 明 で あ る。 残 り3例 の うち2例

(PTのJ13とG7)は ほぼ同 じで,先 に述べた ように,称 号 と して太 陽の頭字体 に,

Jl2で はT184.74,　 G6で はT184:ll6が つ い たも の が あ り,つ ぎにTl81.23:
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585Pが あ り,つ ぎにpacalが 非 常 に特徴 のあ る頭字体のpaと,　 caとlaの 幾 何体

で表わ されて いる。C12で は楯 の文字 と,そ の 中がT537に 代 わ った文字で表わさ

れて いる。 これ はSARCOの8やDOのTと ほぼ同 じ文字であ ることもすでに述

べ た。DOに はT　 74.184.624:178に よ る表示 があ る(C2)。

　 96Gに は楯の頭字体 と幾何体 によ る表示 があ る。 頭字体表示のあ と には おそ ら く

ピラ ミッ ドを表わす に違 いな い文字があ る(A4)。 これはPTの114に もみ『られ る。

ピラ ミッドの建設者 とい う称号 を表わす文字 であろ うか。

　 幾何体 による表 示の あ とには5Katun表 示 があ る(D1)。 そ れが 生起 す る 日付9・

11.2.1.lI時 にPacalが5Katunと い う意味 にとると,あ わない。5Katun表 示 は

TSsideのA8,　 TSのM4,　 TFCのIlに もみ られ る。奉納 は9.13.0.0.0で あ り,奉

納時 にPacalは5katun目 で あ るので,こ の場合 は計算 と合致す る。　TFCのIlで

はTunが 頭字体 で書 き換 え られてい る。 この場合 はAhaμ の 文字素 を額 につ けたハ

ゲ タカの ような頭 であ る。幾何 体のTunと 頭 字 の交替 は96Gで もみ られ る(図29)。

こ の場合 はAhauの 頭 字体 とみとめ られて いるTlOOOcで あ る。 これ と は別 に

4Katun表 示 がPTのJllとcllに み られ る。 これはsARcoの6に み られ る

4　haab表 記 と交替 しうるもので,　 Pacalの 生 存 したKatunを 表 わ した もの と思 わ

れ る。 いま4haab表 記 としたが,実 際 は期間の終わ りの文字の ところでみたよ うに,

こ の文字 はT528(haab)で は な く,T644と 融 合 した文字 であ る。それゆえTIV:

ll:528<644>:116と 書 け る。4　haabと4Katun表 記 の両方 はPasadena板 にみ

られ る。4haabの 表記 はTIV.204.528〈644>:116で あ る。　T　llとT204は 同

価 であるので,両 方 とも同 じ文字 といえ る。

　 図28の37-44,図31-14(Hl-Kl),図31-15(L4-L5)は 父 親 としてのPacalを 表

わす句 であ る。父 と子 の関係 を表わすそれぞれの句の最初 の文字 は,い ず れ も主字 は

T533(Ahau)で あ るが,上 接字Tl22が あ るものとな い ものがあ る。 上接字 のつ

いた形Tl22:533をThompsonは そ のカタ ログでT535と したが,　T　l22の な い

　　　　　　　　　　　　　　 場合 も,あ る場合 も同 じ機能を はた し,　 またTl22

図29AhauとTunの 交 替

は別 の文字素 にもつ く文字素であ るこ とか ら,T535

と して独立の文字素 と認定す ることはよ くない ことで

ある。前接字 はT1,Tll,T203,T232の 交 替がみ

られ,下 接字 として はT23,　 T　24,　T　82の 交 替 が観

測 され る。 これ らは同価の文 字素 とみ られ る。T232

は骸 骨 のような頭 が主部 であ るが,こ こで はそれが さ
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か さに描かれてい る。

　 この他 にもPacalを 表 わす文字 は,　Palaceの 壁 面やOLVIDADOな どにあ る。

そ の例 と して図28-45,46に2例 あげたが,他 は断片的 であ り,省 略す る。

(xvii)  A  h Po Hel

　 Ah　 Po　He1と 名 づけ られた女性 は,　Paca1の 妻 であ り,　Chan　 Bahlum,　 Kan　 XuI

II(Hok)の 母 であ る。下記 の 日付に関 して生起 す るほか,日 付な しの節や,日 付 が

あ る節 で も,そ の 日付に関係 ない位置 に,す なわ ち,日 付 に関係 す る主 人物を修飾す

るもの として登場 してい る(図30)。

 9. 9.  13. 0. 0 3Ahau  3Uayab 

9. 9. 13. 0. 17 7Caban  15Poop 

9. 12. 0. 6. 17 5Etz'nab 6Kankin

PE

死

TIW 

TIW 

TIW

　 ここで は10例 の文字 につ いて検 討す る(図31-3K5-K6,図31-15　 M5-L6)。 日付

のあとに生起す るの は3例 で,そ の うち1例 はAh　 PσHelの 名 は省 かれてい る。 左

接字 として女性 を表わすTlOOOF,上 接 字 と してTl68が つ いた,　Helと 呼 びな ら

わされ ているT573か らな る。 それ と同 じ文字がTSsideのB3,　 TFCsideのB4に

み られ る。そ のす ぐ前の文字 はナ ランホの碑 文で もみた女性 の称号の文字 である。上

接字 が少 し異 なる。もう1つ 前の文字 は母 と子の関係を示す文字 であ り,こ れ はTCalf

のKl,　 TFCalfのK1,　 TCのK5(図31-3)に み られる もの と同 じであ る。 ただ し

TI78が 下 接字 と してついてい るもの とつかない もの があ る。　Paca1の 表 意 文 字に

Tl78が つ いて い るもの もあ り,そ れを限定詞 とはみなか ったが,そ れは この場合の

よ うに,な くて もよい要素 であ るか らである。これ と交替 で きる文字 はPTのDl4(図

30-8)とTSのM5(図31-15)で あ る。　TFCsideのB5に はBen-lch　 Katun表 示

がみ られ る。TCalfのLl,　 TFCalfのLlのAh　 Po　Helの 文 字には 下接 字Tl30

が つ いてい る。同様PTのD16で も下接字T130が み られ る。しか しDOの く2,で

は異 なった接字,お そ らくT21と 思 われ る文字素が右 接字 としてついてい る。 これ

か らT21=・Tl30と い う作業仮説 が導 かれ る。

(xviii)  Chan  Bahlum

Chan　 Bahlumの 主 テ キ ス トは 十 字 グ ル ー プ で あ る 。

9.10.2.6.6　 2Gimi　 19Zotz,　 誕 生 　 　 　 　 TFC,　 TS

9.10.8.9.3　 9Akbal　 6Xul　 　 ピ ラ ミ ッ ド?TC,　 TS,　 TS
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9.9.13.0.0 3Ahau 3Uayab?

TIW

9.9.13.0.17 7Caban  15Poop

TIW

9.12.0.6.18 5Etz'nab 6Kankin

TIW

TS side

 TFC 
side

TC  alf.

TFC 
 alf.

9.10.11.17.0  11Ahau 8Mac

PT

DO

図30Ah　 Po　Hel
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 9.10.2.6.6 2Cimi  19Zotz'

TFC

TS

 9.10.8.9.3  9Akba1 6Xul

TC

TS

TS

 9.10.10.0.0  13Ahau  18Kankin

TC

TS

TS

9.12.11.12.10  80c 3Kayab

TC

TFC

TFC
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TFC

TFC

TFC

TS

 TIW

PT

THRONE

9.12.18.5.16 2Cib  14Mol

TFC

TFC 
lapida
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TC side

9.12.18.5.17 3Caban  15Mol

TC

TFC

TFC

TS

TS

9.12.19.14.12 5Eb 5Kayab

TC  alf.

TFC 
 alf.

TS  alf.
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9.13.10.1.5 6Chicchan 3Poop

PT

9.13.10.0.0 7Ahau 3Cumku

PT

TS side

TS side

 .TXIV

SL

図31Chan　 Bahlum

9. 10. 10. 0. 0  13Ahau  18Kankin PE TC, TS, TS

9. 12. 11. 12. 10  80c  3Kayab

9. 12. 18. 5. 16 2Cib  14Mol 

9. 12. 18. 5. 17 3Caban  15Mol 

9. 12. 18. 7. 1  limix  19Ch'en 

9. 12. 19. 14. 12 5Eb 5Kayab

9. 13. 0. 0. 0 8Ahau 8Uo 

9. 13. 10. 1. 5 6Chicchan 3Poop 

9. 13. 10. 0. 0 7Ahau  3Cumku

即位

819日 節

PE

死

PE

TC, TFC, TFC, TS, 

TIW, THRONE, PT 

TC, TFC, TFC, TS 

TFC, TS 

TFClapida 

TCalf,  TFCa1f, TSalf, 

TFClapida 

TFC, TFClapida 

PT 

PT

　 TFCのN2「 上 向 きカエル」文字の あとには即位 の文 字が くる(図31-1)。 　 TSの

Q13の 接 字 にはT679が あ り,そ の次 にはDNの1.8.12が あ り,　CRと して13

Ahau　 18Kankinが あ るので,913は9.10.10.0.O　 I　3Ahau　 l　8Kankinに 関 す る 文
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字 とい うことがで きる(図31-2)。

　9.10.8.9.39Akbal　 6Xulに 関 する節 は3つ あ る。 その うち2つ には ピラミッ ドの

文字があ る(図31-3,5)。 図31-4に は ピラミッ ド文字 はないが,P8は,前 接字を問題

に しなければ,F2と 同 じ文字であ り,一 部の言 いかえ を しただ けの 節 とみ ることが

でき る。

　 T(】 のK3はTSのQ9と 同価 の文字 であ る。 それは図32か らわか るであ ろう。

図32-1はTlll:188.130:539:178と 転 写で きる。　T539が 頭 字体 にな った ものが

図32-2で あ る。図32-3はTlllとT539を そ れぞれ頭字体に し,2文 字 ますに分け

て書 いた ものであ る。それ らの見方 が正 しいことは,図32-4,5,6を 比較 すれ ばわか る

で あろう。図32-4で はTlll,T539と も幾何体 に,図32-5で はTlllを 頭 宇体 に,

図32-6で はT539を 頭字体 に してい る。これ らはChan　 Bahlumを 表 わす文字 の前

後 に生起 す るので,称 号 とみてお きたい。TSのNl1-011の 不 思議 に思 え た文字 は,

TlllとT539を 頭字体 に した文字 であ ったのであ る。　 Chan　 Bahlumの 称 号 とみ

た この文字は,他 にTSのKlb(図31-8),　 TCの01b(図31-9),　 TFCの03(図

31-10),TFCのF4b(図31-13),　 TSのM3b(図31-15),　 TCの014(図31-22),

TS

TC 
stucco (Ruz 1958c fig.13a)

TS

TC side

96G

96G

図32Chan　 Bahlumの 称号の幾何体と頭字体

971



国立民族学博物館研究報告　 12巻4号

TcalfのJ1(図31-27),　 TFcalfのJl(図31-28),　 TcsideのE3(図31-32),

TSsideのE(図31-33),　 TXIVのHIO(図31-34)に み るこ とがで きる。

　 図32-4,5,6の 第2番 目の文字 は,そ の前の文字Tl11:188.539:178ま た はその

変化形 と密接 に結 びつ く文字であ る(TG-K2(図31-3),TC-01a(図31-9),　 TFC-

F4a(図31-13),　 TS-M3a(図31-15),　 PT-L8(図31-17),　 TCside-E4(図31-32)。

ただ し図31-5のTS-G1は,称 号 とみたTl11:188.539:178の 変 化形はついていな

いようであ る。小 さな空間に多 くの文字素 が押 し込 まれて いるので,多 くの場合 はっ

き りせず,T506が2つ あ るよ うに見え る場合 があ る。 それぞれの構 成素 がは っきり

みえ るのはPTのL、8で あり,そ れはT12:177:507.178b:506:178cと 書 き下 せ

る(図31-17)。g6Gで はT506が 頭 字体 に置 き換わ ってい る(96G-H3,J2;図37-

1,2)。 生 起例の ほとん どは,構 成素 や生起位 置に変化がみ られ る。 た とえばTCの

01aの 上 の部 分の大 きな 文字 素はT506(kan)の よ うにみえ,左 下 にT501と 思

われ る文字素がつ いてい る。T506(kan)の よ うにみえ る文字素 は,実 際 にはT507

であ ろう。01aの 左 下の文字素 はT501で あ るようであ り,も しそ うな ら,い いか

えが きいた のであ ろうか。TSのM3aは 同 一文字 とは思えない構成 を している。 単

にT25:506:506の よ うにみえ る。 しか し生起場所か らみ て,同 じ意味を表わす と

推測 して よいのではなかろ うか。

　 図31-3のK4以 下 は,　 Chan　 Bahlumの 父 と母 であ るPacalとAh　 Po　Helを 表

わす句であ る。父母 を表わす句 はTSのL4-M6に もみ ることがで きる(図31-15)。

父 一子 の関係 を表わす文字(T(】 のK4a,　 TSのL4)は 同 じとみて よいが,母 一子 を

表わす 文字 はT125.35.1000F:670:178(TCのK5)とT191.1:606:23(TSの

M5)で あ り,異 な る。 この交替は よ くみ られ,同 価の文字 とみなせ るが,そ の交替

の理 由はわか らな い。父だけの句 はTFCのH1-K1に あ る(図31-14)。

　 図31-4のQlOは 神GIの 文 字 であ り,そ の前の文字PlOは 前 後 に人または神 が生

起 す るので,両 者の関係 を表わす文 字 と推測 で きる。図31-5のHlは 消 えて不 明であ

るが,そ の形 と生起 場所か ら,Chan　 Bahlumを 表 わす文字 とみ ることが でき る。

　 図31-8で は称号 とみたK1の 次 にはTll.533:24が あ り,パ レンケの紋章文字が

続 いてい る。それゆえ,K2の 文 字 はChan　 Bahlumの か わ りをす る文字 とみ ること

がで きそ うであ る。 しか しその文字 は父親 を表わす文字 として,TFCのHlと,若

干接字 は異 なるがTSのL4やTCのK4に 生 起 して いる。

　 9.12.ll.12.1080c　 3Kayabは 即 位 の 日であ る。 これ を表わす節は少 な くとも8つ

あ る。 即位 を表わす文字 は3つ に大別で きるが,そ れぞれ異 な る。 主字 に手T713
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とT757を 用 いて2文 字で 表わ す場合 と(図31-9,10,12,15,16),い わ ゆ る着座 の文

字 と接字 グル ープを用 い る場合(図31-11),足 の文字T700を 主 字 に用 いる場合(図

31-17,18)の3つ で ある。主字 に手T713とT757を 用 いて2文 字 で表わす場合,

接 字 にはいろいろな文字素がつ く。

　 9.12.18.5.162Cib　 l4Molと,1日 あ との9.12.18.5.173Caban　 15Molの 日 の出

来 事 は,十 字 グル ープ(TC,　 TFC,　 TS)の テ キス トにふれ られて いる。 それ らの意

味 はよ くわか らな いが,3つ のテ キス トに生起 してい る文字 の書 き方 には差 がみ られ

る。

　 9.12.18.5.162cib　 14Molの 日の節は,図10の22-25に す で に挙げ てい る。 同一 日

の節 は図31-19に もみ られ る。TCの04,　 TFCのN7-07に は即位の文字があ る。

その前に はDNと して6.11.6が あ り,次 の文字の最初 にT679が あ るところか ら,
t

即位か らT266.568:575が 示 す ものまでが,6.11.6で あ るとい う意 味 に とれ る。

T266.568:575と 転 記 した文字 は,4つ あ る節 のすべて に共通す る。 主字 はT568

で あ り,前 接字 としてT266こ れ はT561の ひ っ くりかえ った ものであ り,下 接字

としてT575が あ る。どち らもThompsonの カ タ ログ表示を使 うと不適切な表示 と

な り,変 更す る必要 があ る。 その次 にはTll1204.671.24:59:ll6の 文 字 が生起 し

てい る。TCの06で は,　Tll6が 次 の文字 の接字 として移動 して,　T24は 省 略さ

れて いるようであ る。06bの 文 字はT747の よ うであ るが,こ れ は他 の節 にはな い。

TSで はT11/204.671.24:59:116は な く,　 T　204.539:19?に 置 き換 わ ってい る。

その次 には4節 とも神 の文 字が生起 す る。

　 9・12・18・5.17　3Caban　 15Molの 日の出来事 もTC,　 TFC,　 TSに し るされてい る。

少 な くとも2っ の大 きな節 に区分で きる。 最初 の節 はTlOl4aで 始 まる。 この節 は

TCに は欠 けてい る。　TFCのL7はTSのN9に 当 たる。 この書 き替えは 珍 しい。

その他 は接字 にわずか の違 いがあ るだけで 同 じであ る。 ただ しTSのNll-Ollに

相 当す るものはTFCに は ない。 これ はす でにふれ たように,　Chan　 Bahlumの 称 号

とみ ることがで き,省 略可能 であ る理由がよ くわか る。

　 第2の 節 はTll1204.III:573c:178で 始 ま る(図31-22,24,24)。 　T573cと した

のは,Thompsonの カ タ ログに適切 な ものがな いので,似 たT573を 利 用 したため

であ る。TFCとTSで は第2節 はさ らに細 分でき る。　TCの012とTFCのM12-

L13は,即 位を表わす文字 と思われ る。手T713とTlOl6を 使 った句はPTに も

生起す る(cf.　V章ii)。 　TFCのLl2は 舌 に穴 をあけ る儀 式の文字 と思 われ る。手 に

ノ魚をつかんだ文字T　 714も 儀 式 を表わす文字 である
。 おそ らく即位 か ら6年 あま り
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TC  alf.

TFC  alf.

TFC

TFC

TS

TXIV

TFC 
lapida

TXVIII

図33T79:683<534>

経 たこの日に,2つ の 儀式を 行 な った こ とを しる して いるもの と思 われ る。 しか し

TSで は手 に魚 をつかんだ 文字T714し か ない。　TCで もその儀式 しか しるされて

いない。

　第3節 はTFCで はM14,　 TSで はNl4か ら始 ま る。　TSのN14の 文 字 はほかの

場所 で も生起 している。 それ らをまとめて描 いたもの が,図33で あ る。 これか らTFC

のMl4aのT513:59:126hは,1例 しかない珍 しい形 であ ることがわか る。 この

文字 はい うまで もな く前 の 日を表示す るADIで あ る。 これ とT79:683<534>が

交 替 して いるのであ るが,そ の理由はわか らない。T683<534>はT683にT534

が接 中字化 されて い ることを表わす 。図28-17の 最 初 の文字 はT　 534.181で あ った。'

Tl81はT683を 半 分 に した ものであり,交 替可 能であ るので,こ の文字 と同 じ可

能性 が高 い。T501に つ く接字 については,　 Thompsonは そ のカタtsグ で,　 T　767
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とかT25(TS-Ol4の 場 合)と して,適 切な同定を行 なっていない。　TSのOl4の

接 字 は(図33-5),形 は異な るが,TCalfのL2やTFCalfのL2,　 TFCのMl4b

(図33-1,2,3)な ど につ く接字 と同 じものであ る。接字であ るので,違 う番号 を与え

な ければな らない ところであ るが,こ こで は暫定的 にT767cと してお く。 この次 の

文字 はT562:23.598:23で あ る。図33-1,2で は縦 長に,　T561:23:598:23と 書 か

れてい る。 図33-8で は,こ の文字.生 起す る節を挙げて いるにす ぎな い。 この文字 は,

819日 暦 の節に も出現 した(図8)。 この文字は節 の終 わ りに生起す るので,そ の次 か

らまた新 しい節 が始 ま るもの と思 われ る。その文字群 は,TSの015-N　 16,　TFCの

M15-L17と もま った く異 な る文字 であ り,異 な る事 をのべて いるもの と思われ る。

(xix) Kan  Xul. II (Hok  II)

Berlinが"Subject　 B"と した人物 は,　Mathews＆Scheleに よ り,　Hokと 名 づ

け られ た[MATHEws＆ScHELE　 1974]。 の ちにScheleはKan　 Xulと 呼 びかえ た

[ScH肌E　 l979]。 こ こではKan　 Xul　 IIと 呼 ん でお く。Kan　 Xul　 IIの 登 場す る主

テ キス トはPTで あ る。　pTに はBerlinがTrias　 groupと 名づ けた文 字 が あ り

[BERLIN　 1965a],そ れ がKan　 Xul　 IIと 関係 してい る。 テキス トは,上 部の場面

上にあ る15文 字 のテキス トとメイ ンテキス トの2つ の部分 にわけ られ る。上部の場面

上 にあ るテキス トか ら,Trias　 3は9.10・17.6.01Ahau　 3Uayabに 生 まれ,9.13.14.

8.08Ahau　 l8Xulに 即 位 した ことがわか る。 これは しか しKan　 Xul　 IIの 文 字 と直

接 には結 びつかない。メイ ンテキス トで はRl6にTrias　 3が 生起 し,そ のあ とに王

の名を表わす文字 が生起 してい るが,そ の文字Rl7は,残 念 なが ら消失 して,左 に

ついた接字 しか残 っていない。 それがわかればTrias　 3とKan　 Xul　 IIの 関係 がわ

か るのであ るが,肝 心の部分 が消え ているので,わ か らな い。 それゆえ,Trias　 3と

Kan　 Xul　 IIが 結 びつ いて いる例 はない。　Q9か らR14に は,9.14.8.14.159Men

3Yaxと い う日付 がISに な らった表記法で書 かれてお り,日 付のあ とに即位 を表わ

す文字群 が生起 してい る。Trias　 3が 即位 した とい うことにな るが,い まRI3の 文

字 を問わず,そ の 日が即位 の 日である とす る と,即 位 の日が2つ もあ ることにな る。

　 Trias　 3に 限 って いって も即位 の 日が2つ あ ることにな るが,　Kan　 Xul　 IIがTrias

であ るとす ると,誕 生 日が2つ あ り,即 位 日が3つ あ ること に な る。9.10.11.17.O

lIAhau　 8MacがISで あ り,お そ らくその 日が誕生 日であるにちが いな い節がC4

以 後 に生起 してい る(図34-1)。 こ この節 にはTrias　 lが 生起す る(D8)。 　Kan　 Xul

IIの 文 字が登場す るの は,　P9が 初 めてであ り,そ の前 にはTrias　 2が 生起 して い る

975



国立民族学博物館研究報告　 12巻4号

 9.10.11.17.0.11Ahau 8Mac

PT

9.10.18.17.19 2Cauac  12Ceh

 9.11.0.0.0  12Ahau 8Ceh

PT

9.11.4.7.0 6Ahau 8Cumku

DO

9.11.18.7.7 9manik 5Muan

DO

9.12.11.12.10 80c 3Kayab

PT
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9.13.10.6.8 5Lamat 6Xul

PT

PT

96G

SL

9.10.17.6.0  lAhau 3Uayab

PT

9.13.14.8.0 8Ahau  18Xul

PT

9.14.8.14.15 9Men 3Yax

PT

図34Kan　 Xul　 IIとOc
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が(08),そ の節 は9.13.10.6.8　 5Lamat　 6Xulで あ り,即 位の 日であ る。 その節以

前 にはTrias　 1(D8),　 Trias　 2(F8),　 Trias　 2(Hl2),　 Trias　 l(L13)がKan　 Xul　 II

の 文 字 な しに生起 してい る。即位をあ らわす節 はQ2-《28に もあ り,そ の節 中にTrias

lがKan　 Xul　 IIと と もに生 起 してい る(図34-8)。 そ れゆえTrias　 1,　Trias　 2は

Kan　 Xul　 IIと と もに生起 しない もの もあ るが,　Kan　 Xul　 IIと と もに生起す るので

あ るか ら,Trias　 1,　Trias　2をKan　 Xul　 IIの 別 名とみて もよさそ うであ る。　Trias

lの 頭 字体がTrias　 2と み ることが で き る。　BerlinはTriasを 別 人 物 と考 え たが,

Mathcws＆SchelcはHokとTriasは 同 一 入物 で あ り,9.10.11.17.011Ahau

8Macを 実 際 の誕生 日とみ,そ れよ り5.7.0早 い 日9.10.17.6.O　 lAhau　 3Uayabは

Trias　 3の 称号 または役職 が始 まった 日とし,即 位 よ り4.1.12あ との 日9.13.14.8.0

8Ahau　 l　8Xu1を そ の称号 または役職を獲 得 した 日 と み て い る[MATHEws＆Sc-

HELE　 I974:67]。 しか しのちにScheleは 自説を変えた ようで,　Trias　 3をXocと

呼 び,Kan　 Xul　 IIと 別 人 とみてい る[ScHELE　 1984;ScHELE＆MILLER　 l983]。

こ こで は別 人とみてKan　 Xul　 IIとOx(Xoc)と 呼 ぶ ことにす る。

 Kan  Xul  II 9. 10. 11. 17. 0  11Ahau 8Mac 

         9. 10. 18. 17. 19 2Cauac  12Ceh 

         9. 11. 0. 0. 0  12Ahau  8Ceh

誕生?

9. 11. 13. 0. 0  12Ahau 3Ch'en 

9. 11. 4. 7. 0 6Ahau 8Cumku 

9. 11. 18. 8. 8  9Manik  5Muan 

9. 12. 11. 12. 10  80c 3Kayab 

9. 13. 10. 6. 8 5Lamat 6Xul

Ox (Xoc) 9. 10. 17. 6. 0 lAhau 3Uayab 

         9. 13.  14. 8. 0 8Ahau  18Xul 

         9. 14. 8. 14. 15 9Men 3Yax

PE

Chan  Bahlum

即位

即位

誕生

即位?

?

PT 

PT 

PT, DO 

PT 

DO 

DO 

PT

PT, THRONE, 

SL, 96G 

PT 

PT 

PT

　 Trias　 1,　Trias　 2の 文字 あ とにはT74:565aま た はT　 74:　793aが 生 起 して いる。

T74:565aとT　 74:793aは 同価の文 字 とみなすこ とができるので,　T　565aの 頭 字

体はT　 793aと い うこ とがで きる。 ただ しD8C9とL13で は,　T　74:565aま た は

T74:793aが な い。　 C9の 主字 はT793aと み なす ことがで きるの で,　 T　74:793a

の 言 い換え と考え るこ とができる。実際DOで はT74は な く,　T　793aだ け であ る
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(図34-4のF)。L13の 場 合,そ の次 の文字 が消え てよ くわか らないが,残 って いる部

分か ら判断 して,T74:565aま た はT74:793aで は ない ようであ る(図34-6)。

　 図34-7のOlO-PlOの 文 字 と同価 と思 われ る文字 は,　 KlO-LIO,　 Ql4-Rl4,　 U4-

U5に も生起 す る。　K　10-L10はChan　 Bahlumの 即 位の節 に生起す る ものであ り,

かつKlOの 文 字 は即位 の文字 の1つ に似てい ることか ら,即 位 に関す る文字 と推測

で きる。OlO-PlOも 即 位の節に生起す る。 両方 とも即位 一不 明文字2￥-r王 名 一問題

の文字 一紋章文字 とい う構造 を とって いるところか らも,そ の ように思 われ る。96G

で も即位 を表わす文字 は別 の文字が使われてい るが,同 様な構 造を してい る。た とえ

ば図34-9で は,即 位 の文字(D5;主 字T　 644)一 一Kan　 Xul　 II一 即 位 に関係す る文字

(D7;主 字T644)と な ってい る。 それゆえ914-R14,　 U4-U5も 即 位を表 わ し て

いるのではないか と考 え られ るのであ る。

　 Oxの 名づ けた 人物の謎 をと く鍵は先 に述 べ たよ うに,　 Rl7で あ る。 それがKan

Xul　 IIの 文 字であ った ら,こ れまでの考察を全面的に改め る必要があ るが,Trias　 l,2

とTrias　 3は 異な る生起型を示す ので,別 人 とみてお く。Kan　 Xul　 IIが 登 場 す る

PTの テキス トは非常 にむつか しい。　Trias　 I,2とTrias　 3を 別人 とみて も,　PTの

テ キス トを十 分に理解 す ることはで きない。

(xx)  Chaac (Cauac  IIIIChaacal  III)

　 ChaacはChaacal　 IIIと も呼ばれてい るが,名 を表わす 文字 の主 字 にT528が

あ る ところか ら名づ け られ た もの と思われ る。T528を 名 に もつ人物 はほか に2人 い

て,そ れ らはCauac　 1,　Cauac　 IIと 名 づ け,す でに扱 った。 それゆえ この 人物 は

Cauac　 IIIと い って よい。　T　528は ユ カテク語 の260日 暦 のCauacで あ る。 メソア

メ リカには広 く260日 暦 が残 ってい るが,こ の 日にあた る名には雨 や雷な どの意味が

あ る[THoMPsoN　 l971:87]。 お そ らくチ ョル語 の稲妻chahc[6ahk]を この 王の

名に した もの と思われ る。 これ は適 当な名 とは思 えないが,あ だ名 として ここで も使

うこ とにす る。Chaacの 関係 す る日付 は次 の とお りである。

9. 12. 6. 5. 8 3Lamat 6Zac 

(9. 12. 4.  13. 7  1Manik  10Poop 

9. 13. 0. 7. 0 5Ahau 8Ch'en 

9. 13. 2. 9. 0  IlAhau I8Yax 

9. 14. 10. 4. 2 91k  5Kayab 

9. 17.  13. 0. 7  7Manik  0Pax

誕生

819日 節

即位

TXVIII (1) 

TXVIII) (2) 

 TXVIII (3) 

 TXVIII (4) 

TXVIII, SL, 96G (5) 

96G (6)
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　 この うち2番 目のIManik　 10Poopの 節 は819日 節 であ り,　 Chaacは 登 場 しない。

4番 目の 日付llAhau　 18Yaxに 関 す る節 は,損 傷 が激 しく読 み とれ な い。 最 後 の

7Manik　 OPaxの 日の節 は,次 の王Kukの 父 親 として登場す るのであ り,こrの 日に

TXVIII

TXVIII

TXVIII

96G

96G

TXVIII

SL

ORATOR

TXXI

96G

ORATOR

図35Chaac
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は なん ら関係な い。 以上か ら,Chaacを 表わす文字 は全部で6回 生起 し,言 及範 囲

は9.12.6.5.183Lamat　 6Zacの 誕 生か ら,9.14.　10.4.2　91k　5Kayab'の 即 位 までであ

るこ とがわか る。他 に日付を伴 なわずChaacが 生 起す る例 が2例 ある。　ORATOR

とTXXIで あ る。

　TXVIIIの 最 初 の2つ の節 にはT528は 生 起 しない。 それゆえChaacを 表 わ し

て いない ようにみえ るが,こ の2つ の節 に生起 す る髪をバ ックに した頭字体TlO68

は,TXVIIIのDl5bに 生 起 し,そ のす ぐあ とにT528を 主 字 とす る文字 が生起 し

て いる(図35-3)。 それ ゆえ これ はChaacの 幼 名 とみ ることがで きる。　T　IO68は こ の

ほかTXVIIIの ス タ ッコーの文 字に1例 み ることがで きる[SGHELE＆MATHEws

l979:Bodega　 Catalog　 no.492ユ 。

　 96Gに 登 場す るGhaacを 表 わす文 字 は,　TXVIIIのC16D　 16の 文 字 の頭字体 と

み るこ とがで きる。F4,16の 主 字 はCauac(T　 528)の 頭 字体 であ ることは明 らか で

あ る。 右すみ にCauacの 特 徴であ る輪 を点で囲んだ もの が み え る。 同様 にSLの

B5aも 一 部不 明であ るが,　 T　528の 頭 字体 とみ ることが で き る(図35-7)。96Gの

E5とJ6はTxvIIIのDl6と 同価 であ る。　D16のT585aの 頭 字体が描 かれてい

るものと考え られ る。 しか しE5とJ6の 頭 字体 はかな り異 な る。 上接字 も異 なって

い る。

　 SLのB5bの 上 接字 は,　TXVIII,96Gに 生 起す るChaacを 表 わす句 の前接字 と

同 じT238で あ るので,　 B5bは 同 じ文字 の書 き換え とみ ることがで きるか もしれな

い(図35-7)。 しか し,頭 字体 と幾何体 の例 がすでにあること,同 じ幾何体の文字 素

が まった く異な ること,そ れ らの交 替例 はパ レンケで はみ いだせな いことか ら,異

な る文字 とみなけれ ばな るまい。非常 に似 た環境 にあ り,前 接字が同 じであ るので,

よ く似 た意味を もっ もの と推測で きるが,こ れは他 の遺跡 における生起例を考察す る

必要 がある。

　 SLに 登場 するChaacの 文 字(B5)の す ぐ前 は即位 を表わす句であ る(A5)。 これ

には,す で に何度 も触れて い るT679が つ いてい る。「～ まで」 という意味を抽 出し

たが,こ こで もあて はま る。B3に は11haab,2katunの 文 字がみ られ る。　T　679を

介 して生起 して いる 日付 の関係は次の ようにな る。

(9. 11. 18. 9. 17) 7Caban  15Kayab B4 

 (2.  11.  12. 5) 

(9. 14. 10. 4. 2) 91k 5Kayab  CI

7Caban　 15Kayabか ら91k　 5Kayabま で は ま さ に2Katun　 l　l　Haab(Tun)で あ
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り,B3か ら(〕1ま では,「Ghac　 Zutz'の 誕 生(A4)7Caban　 l　5Kayab(B4)か ら

Chaacの 即位(A5)91k　 5Kayabま で が2Katun　 l　l　Haab(Tun)」 と訳 す る ことが

で き,こ こで もT679は 「～まで」 とい う意味であ るこ と が 確 認 で き る。 す ると

Uina1,　 Kinの 数 値 は,短 縮 の場合省 け るとい うことがで きる。

　図35-6は 誕 生文字 と即位文字がT679を 介 して生起 してい るので,誕 生か ら即 位

までという意味 と考え ることが できる。DNは2.3.16.14(D4-D5)で あ り,そ れが

誕生 か ら即位 まで の期間 であ る。

9. 12. 6. 5. 8  3Lamat 6Zac 

  2. 3. 16. 14 

9. 14. 10. 4. 2  91k 5Kayab

誕生

DN

即位

　 chaacの 妻 は,96GのJ7-K1にKukの 母 親 として 生起 して いる(図35-10)。

K1が も っとも主要な部分であ ることは,　 OVALのE5に おな じ主字の 文字 がある

こ とか らわかる(図35-11)。 これ もChaacの 妻 を表わす文字 と考 え られ るか らであ

る。 この女性 をCaahと 名 づけ るこ とにす る。 同 じ文字 は クナ ・ラカ ンハ(Kuna

Lacanha)の リンテル1に も み る こ とが で き る[CoE＆BENsoN　 l966:Figs・9,

11]。

 •(xxi)  Chac Zutz'

　 chac　 zutz'は 赤(chac)の 文 字素Tlo9と こ うもり(zotz'1zutz')の 文 字素T756

か らな るので,Chac　 Zutz'と 名 づけ られた と思 うが,　SLとSCRIBEに 登 場 す る。

誕生文字 のす く・後 にあ らわれるChac　 Zutz'の 文 字 は幾分不 明瞭 であ るが,他 の個所

にあ らわれ るChac　 Zutz'の 文 字 と接字が異 な る。その接字T69と 赤 を表わす接字

T109の 交 替例 は少 な くともパ レンケで はないので,同 意文 字 とみなすわけにはいか

ない。即位 の前 の名 と即位後 の名の違 いは,Ghaacの 名 の考察 の ときにみたよ うに,

あ りうることで,こ の場合 それであろう。　 　　　 .

9. 11. 18. 9. 17  7Caban  15Kayab 

9. 14. 11. 12. 14  8Ix 7Yaxkin 

 9.  14.  11. 17. 6  9Cimi  19Zac 

 9.  14.  13.  11. 2  7Ik  5Zec 

9. 14. 17. 12. 19  2Cauac 2Xul 

9. 14. 18. 1. 1  7Imix  4Ceh 

9. 14. 18. 9. 8 5Lamat 6Uo

誕生

即位

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL
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9.11.18.9.17 7Caban  15Kayab

SL

9.14.11.12.14  8Ix 7Yaxkin

SL

9.14.11.17.6 9Cimi  19Zac

SL

9.14.13.11.2  7Ik  5Zec

SL

9.14.17.12.19 2Cauac 2Xul

SL

9.14.18.1.1  7lmix 4Ceh

SL

9.14.18.9.8 5Lamat 6Uo

SL

9.14.18.9.17  1Caban  15Uo

SL

SCRIBE
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SL

 

'SL

図36　 Chac　 Zutz・

9. 14.  18. 9. 17  1Caban  15Uo 

9. 15. 0. 0. 0 4Ahau  13Yax

3Katun

PE

記念 SL 

SL

　SLの 文字 テキス トの下に は3人 の人物が座 った姿勢で描かれて いる。 中心 の大 き

な 人物 はChac　 Zutz'を 表 わす にちがいない。その両側 にす わ って手 に王冠(?)を

もつ男性,儀 式用楯(?)を も ってい る女性 は,テ キス トに触れ られてい る。左 の人

物の名 はIJKの 文 字で,右 の人物 の名 はLl-L3と 思 われ る(図36-10,11)。 両者 を

比較す ると,異 な る部分 はそれぞれ最初 の文字 だけであ る。2番 目の文字の主字が異

な ってい るが,こ れは頭字体 と幾何体 の交替例 であ り,同 じ文字 であ る。それ はTI,

PTの テ キス トか ら証 明でき る。1」 は女性 を表わす文字素TIOOOFが 接 字 としてつ

いて い る。 この文字 はTXVIIIの タ ブ レットな らびに スタ ッコーに も生起す る(図

12-7,8,9)。 も っともTXVIIIの タ ブ レッ トの場合1が 前接宇 と してついてお り,

ま った く同 じではないが,同 一 人物を表わす文字 とみてさ しつかえ なか ろう。

　9.14.18.9.171Caban　 15Uoは 誕 生の3Katun記 念 日 で ある。 誕生 を表わす カエ

ル の文字 が,通 常であれ ば上を向いてい るのであ るが,こ の場合 さか さになってい る。

これ につ いて い る接字TlO3が 重 要 な働 きをす るものと思わ れる。

(xxii)  K  u  k II

　 Kuk　 IIは96Gと 宮殿 の北正面(Palace　 North　 Fagade)に 登 場す る。碑文 に刻

まれ たパ レンケ最後 の王であ る。96Gで は即位 と即位 のIKatun後 の記念 を 表わす

節 にKuk　 IIの 文字 は生起す る。

9. 16. 13. 0. 7 9Manik  15Uo 

9. 17. 13. 0. 7  7Manik  OPax

9. 17. 13. 0. 0  13Ahau  13Muan

即位

 1Katun 

PE

記念

96G 

96G 

96G

　名を表わす文字は同じであるが,そ の前につくおそらく称号 を表わす文字 は比較

する価値がある。G3a,12aとFa,そ してG3b,12bとFbは 同 じ文字の幾何体と
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9.16.13.0.7  9  Manik  15Uo

96G

9.17.13.0.7 7Manik OPax

96G

Palace 
North 
 Facade

9.17.13.0.0  13Ahau  13Muan

 96G

PT

PT

PT

 TXVIII

図37KukII

頭字体 の書 き換え例のよ うに思 われ る。 それはChanBahlumの 称 号 と同 じ文字 で

あ り,そ れ らと比較す ると,そ の交 替を確 かめる ことが できる。またH3a,J2aとG

は同 じ文字の幾何 体(T507)と 頭 字体の書 き換え例 であ り,H3b,J2b,Hも 同 じ文
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字 であ る。H3b,J2bとHで は接字 にちが いがみ られ るが,同 価 とみて問題 ないで

あろ う。 即位 か ら1Katun記 念 の節 には5Katun表 示 をもつPaca1が 登 場 す る。

Pacalが 死 ん で5katunで あ る。

　 Pacalの 文 字 のあとの文字L7の 意味は よ くわか らない。その文字 を主字 にもって

い る句 を図37-5,6,7,8に 挙 げた。図3775,6,7は いず れ もDNま たはCRの あ とに生

起 する句 であ る。

V.文 字 の 交 替

　この章では,こ れまでに扱わなかった文字の交替例について検討す る。誕生,即 位,

紋章文字は王の文字を取 りあげた前章に多 くみ られたが,そ れ らもここでまとめて扱

うことにす る。

　{i)誕 生 を表わす文字 の主字 は,1例 を除 き,い ずれ もカエルが上 を向 いた文字素

T740で あ る。それにつ く接字 は,下 接字 としてTl25,T246,ま た はそれ らの幾

分変化 した形に,右 接字 としてT181が つ い たものが大半 を しめ る。 それ らの例 は

Tl81:125系 が11例,Tl81:246系 が8例 であ る。T181が な く,T125,T246,

また はそ の変化形 がついただけの ものは,こ こで検討 した31例 中9例 あ る。その分布

か らみて,Tl25二T246と み てさ しつかえないであろ う。残 り3例 は,　GIIの 誕 生

を しるすT　 740:24.125(図10-9),Pacalの 誕 生を しるすSARCO　 3のT　 740.181:

88.125h(図28-2),　 Chac　 Zutz'の 誕 生 か ら3Katun目 の記念 を表わすTlO3:740i:

24で あ る(図36-7>。T88.125hと 転 写 した文 字素 は,T88とTl25が 融 合 して,

T125は 右 端の要素 しか描 かれていないように思われ るので,125hと 書 き下 した。

T740iは カ エルがさかさにな ってい るところか ら,　T　740と 区別 してT　 740iと し

た。 しか しT740と 同 じで,意 味の違 いはTlO3が 担 ってい ると考え られ る。その

証拠 は,即 位 の文字 の項 で述べ る。

　 (ii)即 位 を表わす文字 は,ほ とん どの場合2文 字か らで きてい るが,最 初 の文字 の

主字 の違 いか ら,3つ に大別 できる。細か くみ ると,い ろいろな書 き方 が許 され るの

で,主 字の違 いにより,(1)着 座 の文字T　 644,(2)手T713,(3)足T700に 分 けて 論

じる。

(1)着 座 の文字T　 644は 主 にTIEと96Gに 生 起す る。　TIEに 生 起 す る文 字 は

　 T　644.116:130.125hが4例,　 Tll6とT　 130:125h?の 位 置 が 逆,す なわ ち
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96G

96G

96G

96G

96G

96G

TIW

TIW

図38即 位 の 文 字1

Tll6が 下 にきて,　 Tl30:125hが 右 に くる例 が2例 あ る。 その他 にT116が

T88に 置 き換わ った例 が1例 あ る(TIE-Ml2:図38-7)。

　 96Gで はT644:178.181の 変 化形 であ る。Tl81に は上部 の空間 に通常3つ の

点があ るが,D5で は3つ の点 があ る場所 におそ らくウサ ギと思われ る動物が描か

れ ている(図38-10)。Tl78はT　 534と 同価 であ るが,T178の か わ りにT534

が3つ の点 の占める場所 に入 って い る例が2つ あ る(F3,　H2:図38-11,12)・T　 644

は着 座 の文字 であ り,ユ カテク語で読む と,kum!kulと な る。 この動詞 はいわゆ

る位 置動詞 であ り,過 去形(完 全相)で はkumlah!kulahと な る。　T　1781534は

laと 読 め,　T　181はahで あ るとい う意見が有 力であ る。　T　178!534とTl81が

結 合す ると,la・ah>lahと な り,着 座 の文字 の読み と合致す る。 一方 ウサ ギの方
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　 は,文 字遊 びの1つ とみ られ る。 とい うもの,Tl81は 月 の文字 であ り,そ の中に

　ウサギが 描か れているのは,月 には ウサギが 住む というマ ヤの思想 の1表 現 とみ

　 るこ とがで き,文 字 の構 成に 直接 関係 す るものでは ないか らで あ る[c£SCHELE

　 l977:54-58]。 これ らはThompsonの カ タログで はT180と して 登録 されて い

　 る。 しか し上 でみた見方 が正 しいとす ると,ウ サ ギが描 かれて いる方はT181と

　 同価 であ るのに対 し,T534が 描 かれ てい る方 はT1781534十Tl81で あ り,こ

　れをTl80と す るの はよいが,両 者 をTl80と す るの はよ くな いことがわか る。

　　即位 の句の2番 目の文字 は,い わゆ る接字結合(aMx　 cluster)と い われる もので

　あ る。 通 常T59.168:188で あ るが,パ レンケでは,　 T59はTll3!T511T　 53

　 に かわ ってい る。ここか らT59=T　 113=T51・=T　 53が 導 かれ る。　T　168が 頭 字

　体 になると,96GのF3,　 H2,　J　lの よ うにな る(図38-11,12,13)。 い ずれ もAhau

　 の 頭宇体 として使 われ るもの であ り,T168はAhauと 交 替 す るとい うこ とがで

　 きる。TIEで は,　T　168:188の か わ りにTlO30a:24に な って いる(図38-1,2,

　3,5)。Kllで はT188が 頭字体 にかわ ったよ うに思 われ る(図38-6)。 　Ql1で は

　T　513に 似 た文字素がT168とT188の 間 にはいって,他 とは異 なっている(図

　38-8)。

　 　96Gで は,即 位 を表わす節 の最後 に,即 位 の文字T644を 含 む句 があ る(D7,

　 G5:図38-15,17)。 そ の句の2番 目の文 字は いずれ も同 じであ る。　E6もT188と

　思 われ る文字素 がある ところか ら,そ れ に相 当す る文字 とみなせ る(図38-16)。 し

　か し同 じ文 字があ りなが ら,B7は 異 な る句 と思われ る(図38-18)。

　 　96Gの 即 位 の1Katun記 念 を しるす節 に生起す る文字(K4b)はT103:1000d:

　 188で あ る(図38-14)。SLで 誕 生 の3Katun記 念 を しるす場合 もTlO3が 使 わ

　れていたので,そ の接字 が記念 日に関す るこ とを表わす というこ とが できる。

　　 TIWのT7-S8aは 即 位を表わす句であ る(図38-19)。 　T7と 同 じ構成 の文 字が

　R8に あ る(図38-20)。 しか し2番 目の文字 は異 な る。 とはいえ手T713に よ っ

　て即位 を表わす文字 句の2番 目の 文字 の主字 と同 じT757で あ る。 これ も即位 と

　み ると,Ah　 Po　Helが9・9・13・0・177Caban　 l　5Poopに 即位 した ことにな る。 し

　か しこれを裏付け る証 拠は他 にない。

(2)手 を主 字 とす る文字 の 大部分 は,手 の上 にT58.665が あ る。 しか しTIWの

　 S9で は 頭字 体 とT24がT665の か わ りに使われてい る。　T665の 頭字体 とみ る

　 ことがで きそ うであ る。その他T58.665の か わ りに頭字体 がある場合(HS-A6a)

　 と,結 び 目の文字素T60に か わ っている場合(TIW-E4,　 TC-O　 l　3,　TFC-M　 l　2,
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PT

PT

図39即 位 の 文 字9

　02)が あ る。PT-R5,　 SL-A5,　 C2で は若干形 が異 な るが,手 の上 の文字素 はT60

　 に含 んで もよいよ うに思 われ る。

　　 PTのOlとQl4で はTl21に か わ って い る(図39-24,　 25)。　U4で はT60

　 の 変化体であ るが,そ の次 の文字 はQl4の 次 のRl4と 同 じであ り,同 価 とみな

　 され る(図39-26)。OlのTl21:713.181はKan　 Xul　 IIの 即 位の 日に生起す る

　文字であ り,し か もP2に は即位 の句 の2番 目に生起す るT89.204:757が あ るこ

　 とか ら,即 位 の文 字とみな くてはな らない。

　　 即位 を表わす句の2番 目の文字 としては,T89.1:757が 使 われ る。TlはTl1,

　T　204と 交 替す る場合 があ る。 またそれ らの接字 をもたない場合や,T60,　 T　168

　 が つ く場合 もみ られ る。

　　先 の96Gの 着 座 の文字 の ところでみた の と同 じ構造を,　 PTに もみ るこ とがで

　 きる。K7に 即位 の文字 があ り,節 の終わ りのKlO-LlOに,ま た即位 を表わ して

　 いると判断 され る文字があ る(図40-5)。 同 様Olか らPlOの 節 で も,節 の終わ り

　の010-P10に 即 位を表わ してい ると思われ る文 字があ る(図39-24)。 　Q.14-R14

　 とU4-U5で は,即 位 の節 の終わ りに生起 す る即位の文字 しかな い(図39-25,26)。

(3)足T700を 使 って即位 を表わす例 は6例 あ る。は っきり細部 がみえ るPTのK7

　 か ら,そ の文字はTl68:700:125.116と 転 写 できる。　 THRONEの 例 の細部 は

　不 明であ るが,Tl68:700:125.ll6で あ ることはまちがいない。　TXVIIIのCl1

　 で は左接 字 としてT228が つ いてい る。　TXVIIIのD6で は,「 ～ まで」 という

　意味を表わすT679が つ いてい る。　SLのBlaも,頭 字体 の形を した接字 が左 に

　ついてい るが,T700を 用 いて即位 を表わ しているように思わ れる。

　　 T700が 即 位 の文字 として使わ れる場合 は,(1)や(2)の 場 合の ように2つ の文字で

　句をつ くることはな く,単 独 で生起 す る。
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THRONE

THRONE

TXVIII

TXVIII

PT

SL

図40即 位 の 文 字 皿

　㈹ 紋 章文字の主字にはT570,　 T　590,　T　793a,　T　1040vが 使 われて い る。　SAR-

COの27やSARCOwallのW3な ど は,'T1040と か な り異 な る印象 を 受 け る

が,死 の特徴を もっT1040と み てさ しつかえな いように思え るので,1つ に ま と

めてT1040vと した。幾何体 が2つ,頭 字体が2つ あ るところか ら,　T　570の 頭 字

体 がT793a,T590の 頭 字体がTlO40vと み るの が合理的 であ る。 しか しその支 え

となるの は,T590が 骨 を表わ し,　T　1040vが 骸骨 を表わす ところに 基づ いてい る

にす ぎない。T590を 主 字 とす る紋章文字 は2例 しか な く,し か もその構成 の仕方 は

通常の紋 章文字 と異 な り,左 接 字がな く,Tl81が つ いてい る。 それゆえ,T570の

頭 字体 がT793a,T590の 頭字 体がTlO40vと み るの は,決 して いい見方 ではない。

PTに おいて,紋 章文字 が2つ 連続 して使われ る例が2つ あ るが,そ の場合,　T　793a

とT1040vが 並 んでい るので,両 者 は異な る範疇 に入 るこ とがわか る。しか しT570

との 関係はわか らない。それゆえ3つ を頭字体 と幾何体 の関係 に結 びつ け る必要 はな

いか も しれない。 しか しT570の 頭 字体 がTlO40vで あ ると推測 させ て くれ る例 が

あ る。それ はヤシュチ ランの例 で,そ こではT1040vとT570が 交 替 しているよう

であ る(リ ンテル9-C4,リ ンテル58-A)。 とはいえT570と み た文 字素 には,パ

レンケ にはない点 があ り,T1040vと み た文字素 もパ レンケの もの と同 じとはいえな
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いので,こ れか らT570の 頭 字体がTlO40vで あ ると結論づけ ることはで きないが,

T570の 頭 字体がT1040vで あ ると思われ る例 である。

　 T570は ほぼすべてで用い られてい る印象 を受 け,そ れがパ レンケの紋章文字 の正

体 とみ られ るのであ るが,実 際 はここで検 討 した77例 中32例 しかない。Tle40vは26

例 もあ り,T793aは17例 であ る。テ キス トによ り若干偏 りがあ り,十 字グル ープで

はT570は 用 い られて い るが,　 T　793aが 好 まれ,　 T　1040vは 用 い られていない。

逆 にHSやDOや96Gで はTlO40vし か 用い られていない。

　紋章文字の接字は,い わゆ る水 グル ープの接字 とTl68で あ る。 水 グル ープの接

字 は大 き くわ けて,T35,　 T　36,　T　38,　T40の 若 干変 化 した 形 とみてよい。 上部 は

kanの 文 字素 とAhauの 文 字素 と,ハ ー ト型 またはU型 の下 に3つ の点 をもつ文字

素性 の3つ の形があ る。下部 は斜め横に水滴のよ うな点 が流れてい るものと,い わゆ

るMolの 要 素 をもつ もの,　Mo1の 識 別素の小 さな点がな く,た だ半 円状 の内枠 と外

枠 の間 に点線 があ るものの3つ の変化形がみ られ る。上部 と下 部にわけ られず,半 円

状 の内枠 と外枠 の間 に点線 があ るだ けの もの(T35)も あ る。　 Tl68は,96Gを 除

き,い わゆ るich文 字 素T687が 左 で,　ben文 字 素T　 584が 右 につ いてい る。

　 後接 字 としては,Tl78とT,130と,1例 だ けであ るがTl2が み られ る。T139,

HS

SARCC

SARCO 
 Wall

TIE
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TIM

TIW

TC

TFC

TS

 TO  sid4

DO

TXIV

PT

TXVIII

995



国立民族学博物館研究報告　　12巻4号

96G

TXXI

OVAL

Bench  1 
(Palace)

Palace 
North 
 Facade 
(cat. 44)

Palace 
South 
 Facade

EG?

図41紋 章 文 字

T140,　 T　142も み られ るが,　T　178の 交 替形 とみ たい。

　 SARCOwallで は,水 グル ープの文字素 が,　T　1016に つ いて1文 字ますを 占め,

Tl68:570と 分 かれて書 かれて い る例 が2つ あ る(E2,W2)。 こ の書 き方 は ナ ラン

ホで もみ られた。

　 TCのQ7,　 TFCのU7に み られ る文字 は紋章文字の資格 を具えてい る。　TCの

Q7の 前 に生起 す る文字 はCRで あ り,そ れに直接結 びつ くものはない。 しか しここ

の部分の主語 とな る人物はKuk　 Iで あ り,そ れ に結 びつ くとする と,　Kuk　 Iの 出身

地 とい うことにな る。TFCのL17の 前 はTIII.IX:741?で あ り,こ の文字はDOの

ClとMに 生起 す る(図28-20,図34-5)。 　Clの 次 の文字 はいわゆ るucab文 字 であ

り,そ の次 にはPacalが 生 起 する ところか ら,　Pacalと の あ る関係 を もつ 人物の可能

性があ る。それゆえ これ も紋章文字 とみて もよい。

働　 4と 空

図42はTXVIIIに み られるものである。これ らは同じ文字の書き換えとみ られる。
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これ らの比較か ら,数 字 の4と 「空」 の文字 といわれ てきたT561が 交 替す るのが

わか る。数字 の4はkanで あ り,空 はka'anと 現 代 ユカテク語で表記す るが,古 典

ユカテク語表記で はcanとcaanで あ る。それ ゆえ 同類音 による交替 とみ ることがで

きる。 これによ り,長 年 「空」 とみ られてきたT561が 確 か に 「空」 という意味で

ある確証が得 られた。

　図ではT74とT502の 交替も

みられ る。 この交 替 は月Mac

にお いて も確 かめ られ るので
図42　4　　と　　空

[THoMPsoN　 1971:Fig.18],こ れ も同類 音によ る交替 とみなす こと が で き る・T

74は ラ ンダのアルフ ァベ ッ トか らmaと 読め る。　T　502もmaか それ に類す る音を

もつはず であ る。

　 (v)　 「9-16-9」 句

TIEとTIMに,9.9.0.0.0か ら9.12.0.0.0に か け て,1Katunご と に,図 の よ う

な9caan-kin-　 1　6kin-9helと,9,16,9と い う 数 字 を も っ 句 が 生 起 す る 。 こ れ ら は す

べ て 同 一 句 の 書 き換 え とみ る こ とが で き る。 こ の 句 を 「9-16-9」 句 と い う こ と に す

る。

　最初 の文字TIX.561:23は4例 と

も同 じであ る。ただ し図43-2は1ま す

に2つ の文字がお さま って い るので,

下 接字T23が 右 接字 と して生起 して

いる。

　第2番 目 の 文 字 はT115.1022?:

ll6が2例,接 字Tll6を 欠 いてい る

例 が1つ あ り,TIEの91は ま った く

異 なる文字であ る。TlO22?と 転 写 し

た文字 はThompsonの カタ ログに な

いので,絵 文書形 のTlO22で 代 用 し

た。

　 3番 目は2番 目の文字 とよ く似てい

るが,左 接字 は16で,TXVI.1022?:

9.9.0.0.0

TIE

9.10.0.0.0

TIE

9.11.0.0.0

TIM

9.12.0.0.0

TIM

図43「9-16-9」 句

116と 書 き下せ る。図43-3以 外 は16が 頭 字体 で描 かれて い る。

997



国立民族学博物館研究報告　　12巻4号

　 4番 目の文字TIX.168:573.21は,図43-2で は9が 頭字体で 書かれ,後 接字 は

TI30に か わ ってい る。

　 「9-16-9」 句 は,す でに検討 したナラ ンホでも生起 して いる(石 碑13[八 杉 　 1986:

259図18-7]。 しか しそこには9Helの 文 字 はない。

　翻 　Katunの 終 わ りの節

　 IV章 のxivで ふ れ たように,　T　l25.669b:130で 始 ま る節を集 めてみた。　T　125.

669b:130の 次 に生起す る文字の違 いか ら5つ のグル ープにわ けてみた。

(1)BaktunとTlO16を 主 字 とす る文字 が続 く節 を10挙 げ た。 その次 には名前を表

　 わす文字が生起 す る形 がふつ うである。 図44-1,2のB7,　 C　l　lはBaktun文 字 でな

　 い可能性があ るが,生 起形 は同 じであ る。 図44-3,4は 不 明 であ るが,3はBaktun

　 とT1016を 主 字 とす る文字 が続 いて いるようであ る。図44-4の ほ うは9.6.13.0.0

　 に生起す る節であ り,HlOはTl25.669b:130の よ うにみえ るが,以 下 の文字 は

　 BaktunとTlO16を 主 字 とす る文字 が生起 していないようである。 同様9.7.5.0.0

　 に生起す る節 は(図44-6),Tl25.669b:130が な く,生 起形 に反す るが,　 Baktun

　 とT1016を 主 字 とす る文字 が生起 し,次 に名を表わす文字 があるので,こ のパタ

　 ー ンに入 られれ る。

　 　Baktunは 頭 字体 と幾何体 の両方 が生起す る。 図44-7,9,10で はBaktun文 字 の

　 特徴 であ る顎が手 に置 き換わ った文字 をはっき りみ ることがわか る。 しか し図44-1,

　 2,3の 場 合は違 うよ うであ る。Baktun文 字 の前 接 字 はTll?,　 T　53　??,　T　191,

　 T204,T232が あ り,そ れぞれ交替 できる 接字 とみ ることができ る。　TlOI6を

　 主字 とす る文字 は図44-1のA8で は,　 T　204.36.1016:24で あ る。 他 の 例 で は

　 T　204はTl,Tllと 交 替 してい る。そ してT24はT82と 交 替 して いる。　TIE

　 のK8で はTlO16はT1007の 置 き換わ って いる。 これ は次に生起す るKan　 Ik

　 に女性表示文字 があ るた めと思われ る(図44-7)。 図44-8で はTl25:669b:130と

　 Baktun文 字 が1文 字ます に入 り,つ ぎはT205?.1016:24と 書 かれて,若 干他 と

　 異 な るが,生 起形が同 じであ るところか ら,同 じ意味を伝 えてい ると思 われ る。

(2)図44-11,12,13は9.9.0.0.0,9.IO.0.0.0,9.11.0.0.0に 生 起す る文字群 であ る。 最

　 初 の文 字が少 し異 な り,11で はTl91.586b:59?で あ り,12で はT205P.586b:59

　 で あ る。13は 消え て細部 がよ くわか らな いが,同 様な文字であ るこ とが,形 か らわ

　 か る。 その次に はそれぞれのKatun終 了 の日3Ahau,1Ahau,12Ahauが しる

　 され,頭 字体(TIO34?)が 生起 してい る。図44-13,14,15は 途 中か らの文字 が同 じ

　 ものであ る。TIMのD3(図44-13)は 図44-14でltit　2文 字に分 けて書 かれてい る。
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TIE

TIE

TIE

 TIE

TIE

TIE

TIE

TIE

TIE

TIE

TIE

TIE
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TIM

TIW

TIW

TIM

TIE

TIE

TIW

図44Katunの 終 わ り の 節

　 A2の 頭 字 体 は お そ ら くTunで あ り,全 体 でKatunを 表 わ す の で は な か ろ うか 。

　 図44-13,15で は 頭 字 体 が省 略 さ れ て い る。 図44-16に も 同 じ文 字 が あ る 。 そ の 前 に

　 はTl25・669b:130が 生 起 し て い る の で,T125・669b:130とT　 191.586b:59?1

　 T205P.586b:59が 同 価 で は な い か と考 え ら れ る の で あ る 。

(3)Tl25.669b:130の 後 に は,　 Tl91.89:565a:24ま た はT204.89:565a:24が

　 生 起 し て い る 。9。9.0.0.0に ま つ わ る節 で あ り,同 じ文 字T125.669b:130で 始 ま

　 る(図44-17,18)。

(4)T125.669b:130の あ と に は 母 親 と子 の 関 係 を 表 わ すTI:606:23が あ り,

　 TIX.78:514:4が 続 く。 そ の 次 に はTll:187:1016が あ り,　 T1016が 生 起 し

　 て い る(図44-19)。

(5)GI,　 GII,　 GIIIの 文 字 が 生 起 す る 同 似 の 節 が2つ あ る 。 こ れ は 図10-13,14,15

　 と 図10-16,17,18で 取 り 扱 っ た 。9.11.0.0.0と9.12.0.0.0と い う1　 1　Katunと

　 12Katunの 終 わ り の節 に 生 起 す る。 や は り 同 じ文 字Tl25.669b:130で 始 ま る。・
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　 ㈱ 　bacab文 字

　ナ ラ ンホではいわゆ る 「bacab」 文 字 がよ く生起 したが,パ

レンケでは意外 にその文 字の生起 は少 ない。図はその文字 の交

替例を挙げた ものであ る。2の 左下 の文字 素(T142/314?)が

な い形が通常 よ く生 起す る。1は 右下 のT501を 頭 字体T757

に換 えた もので,そ の上にはT25を2つ 並列 してい る。　T25

は1つ で も2つ 並列 されて も同価 であ る。3は 右下 の文字素 を

頭字体 に した ものであ るが,動 物 の手 が 描かれて いる。 おそ

らくマヤ人が好 むテ ンジクネズ ミbaを 描 いた ものであろう。

T501はbaと 読 めるので,同 音 を利用 した交替例 であ る。4

は左のT501を 頭 字体に 換えた ものであ る。 下部が 損傷 して

見えないが,横 顔 の形 に しただ けで,要 素 は同 じものと思われ る。 図45Bacab文 字

W.お わ り に

　まずパ レンケのテキス トにある日付をとりだ し,長 期暦上の位置を定めた。以前は

それが解読といわれたこともあったが,現 在ではそれはテキス トの分析の最初の段階

にすぎないといってよい。日付については,少 しではあるが,前 後の日付と結び合わ

ず,解 釈のむつかしい日があった。つぎに日付や文字の生起パターンを頼 りに,同 似

節や互いに関係ある節等を取り出 して,そ れを線形に並べた。これでほとんど分析作

業は終了 したといってよい。 しか しこれでパレンケの文字をすべて網羅 しているわけ

ではない。主要なテキス トは取り挙げたが,取 り挙げなかった断片的な文字はまだま

だたくさんある。また線形に直 したものでも,ま ったくふれなかった部分がたくさん

あり,ま たたとえばPTのCl-Dl7の ような長い節などのように,区 切りのわか ら

ないものもあった。それらはいずれ扱うことになろう。ここで取り挙げたテキス トで

分析をし残 した部分を しるすと,次 のようになる。

HS 

TIE

TIM 

TIW

 C1-D1, D2-C4a, C4d-D5,  C6d-D6 

D2-D4,  C7-C10,  Fl-E4, E6-E9,  Ell-G4,  G1071-1

傷部分), 07-11, S4-T5

(以上は損

A4-A9, F9, H4-H9,  12-J3 M6-N7 

A7-A8,  A10-B12, D2-D6,  C8-D10, F12-G1,  G12-J1, J6-L3, 

 K9-L10,  N3-P1,  06b-P6,  08-P8, T2-T3, T7-S8
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TXIV A2-B4,  A6-B10, E2-F4, G4-H4 

PASADENA B3-B5 

THRONE  G-J, M-N 

ORATOR A-C,  El 

SCRIBE A-C 

TXXI A-B, D

　 テキス トをこま切れにしたため,こ のままでは全体像がつかめない恐れがあるので

文字量の多いテキス トについては,手 書 きのテキス トをつけることにする(付 図1～

10)。

　本 シリーズでは,文 字の使われ方,す なわち文字や文字素の生起パターンや書 き換

えの問題,同 価の文字の同定やそれぞれの文字の発生時期に興味があるところか ら,

線形に並べた文字を利用 して,パ レンケの文字の使われ方について検討 した。パレン

ケではパカル王の時代に文字を獲得 し,す ぐさまパ レンケ独自の文字を創造 し,他 で

はみ られない長文の神話情報までも書き残 した。パ レンケが創造したり,豊 かに発展

させた文字には,神 話に関する部分のほかに,819日 暦、「さかさコウモ リ」による期

間の終わ りの表現,全 身像による暦表記,月 の終わりを表わすTun文 字等多 くある。

他の遺跡のテキス トを検討すると,パ レンケではじめて生まれた文字はさらに増える

ものと予想される。短期間に多量のテキス トを残 したので,文 字の交替 という点から

みて大変興味深い遺跡であったが,時 代的な視点をいれると,前 述のようにパ レンケ

ではじめて生まれた文字がたくさんあることが判明 した。文字素の交替,幾 何体 と頭

字体の交替など,い くつかの同価の文字をみいだ した。文字と文字ますの関係 もはっ

きりしてきた。しかし文字の真の意味での解読,す なわち意味がわかって,か つ読み

がわかるにはまだほど遠い。おそらく名前の文字など,音 声符のついていないものや

書 きかえのない文字の真の読みの獲得は不可能であろう。そうしたものは,こ こで利

用 したあだ名を用いる以外にないであろう。

　パ レンケでは,歴 史を しるした部分とともに,そ れ以外の情報をしるした部分がか

な り存在 した。それ らは神話や儀式などの内容をしるしたものであろうが,ほ とんど

不明である。今以上にはっきりさせるためには,他 の遺跡の文字との比較が簡単にで

きるよう資料をうま く整理 しておく必要がある。そのひとつは,本 論で提示 した日付

つきの線形テキス トである。文字を数字になおしたカタログではな く,文 字そのもの

の,そ してその文字が生起する文脈つきのカタログは,解 読のための強力な武器にな

るはずであるが,本 シリーズはその作成の基礎となるはずである。

1002



八杉　　マヤ文字の分析11

謝 辞

仕事のかたわら熱心にマヤ文字を研究 しでおられる斎藤憲二氏のお蔭で,

い くつかを,印 刷の前に訂正することができた。あつく感謝申し上げる。

まちがいや勘違いの

文 献

ACOSTA, Jorge R. 
   1968 Exploraciones en Palenque.  Boletín de Instituto Nacional de  Antropología e Historia 

          34: 1-8.
BERLIN, Heinrich 

   1943 Notes on Glyph C of the Lunar Series at Palenque. Notes on Middle American Archae-

         ology and Ethnology vol. 1,  iio. 24, pp.  156-159. Carnegie Institution of  Washington. 

   1944 A Tentative Identification of the Head Variant for Eleven. Notes on Middle American 

         Archaeology  and  Ethnology vol. 2, no. 33, pp. 16-22, Carnegie Institution of Washington. 

   1945 A Critique of Dates at Palenque. American Antiquity  10: 340-347. 

   1957 A New Inscription from the Temple of the Foliated Cross at Palenque. Notes on 

         Middle American Archaeology and Ethnology, vol. 5, no. 130, pp. 131-134. Carnegie 

         Institution of Washington.

1959 El glifo "emblema" en las inscripciones mayas. Journal de la Société des Américanistes 
     48: 111-119. 

1959 Glifos nominales en el sarcófago de Palenque; un ensayo. Humanidades 2(10): 1-8. 
      Guatemala. 

1962 Actualidades de la epigrafía maya. Antropología e Historia de Guatemala 14(1):  32-
     37.

1963 The Palenque Triad. Journal de la  Societe des  Arnericanistes 52: 91-99.

1964 El glifo Zotz invertido.  Antropología e Historia de Guatemala 16(1):  3-7, 
 I965a Estudios epigráficos. Antropología e Historia de Guatemala  17(2): 3-12.

 I965b The Inscription of the Temple of the Cross at Palenque. American Antiquity 30:  330-

     342.

 1968 Estudios  epigráficos:  II.  Antropología e Historia de Guatemala  20(1): 13-24.
1968 The Tablet of the 96 Glyphs at Palenque, Chiapas, Mexico. Middle American Research 

     Institute, Tulane University, Pub. 26, pp. 135-149.
1970 Miscelánea palencana. Journal de la Société des Américanistes 59: 107-128. 
1977 Signos y significados en las inscripciones mayas. Instituto Nacional del Patrimonio 

     Cultural de Guatemala.
Coe, Michael  D. 

   1980 The Maya. Revised and enlarged edition. Thomas and Hudson. 
 COE, Michael D. and Elizabeth P. BENSON 

   1966 Three Maya Relief Panels at Dumbarton Oaks. Dumbarton Oaks, Trustees for Harvard 
          University. 

 COE, William R. 
   1959 Piedras Negras Archaeology: Artifacts, Caches, and Burials. The University Museum, 

         University of Pennsylvania. 
FERGUSON, William M. 

   1977 Maya Ruins of Mexico in Color. University of Oklahoma Press. 
Fox, James A. and John S.  JusrEsoN 

   1980 Mayan Hieroglyphs and Linguistic Evidence. In Merle Greene Robertson (ed.),

1003



国立民族学博物館研究報告　　12巻4号

         Third Palenque Round Table, 1978, Part II: Vol. V., University of Texas Press, pp.  204-
        216. 

 GOLDSTINE, Herman H. 
   1973 New and Full Moons 1001 B.C. to  A.D. 1651. Philadelphia: American Philosophical 

         Society. 
GRAHAM, Ian 

   1967 Archaeological Explorations in El Peten, Guatemala. Middle American Research 
         Institute, Tulane University, Pub. 33. 

   1979 Corpus of Maya Hieroglyphic Inscriptions, Volume 3, Part 2; Yaxchilan. Peabody Museum, 
         Harvard University. 

GRAHAM, Ian and Eric von Euw 
   1975 Corpus of Maya Hieroglyphic Inscriptions, Volume 2, Part 1; Naranjo. Peabody Museum, 

         Harvard University. 
   1977 Corpus of Maya Hieroglyphic Inscriptions, Volume 3, Part  1; Yaxchilan. Peabody Museum, 

         Harvard University. 

GREENE ROBERTSON, Merle 
   1976 Physical Deformities in the Ruling Lineage of Palenque, and the Dynastic Impli-

         cations. In Merle Greene Robertson (ed.), The Art, Iconography & Dynastic History 
        of Palenque, Part III, Pebble Beach, California: The Robert Louis Stevenson School, 

         pp. 59-86. 
   1983 The Sculpture of  Palenque, Vol. 1: The Temple of the Inscriptions. Princeton University 

           Press. 
   1985a The Sculpture of Palenque, Vol. 2: The Early Buildings of the Palace and the Wall Paintings. 

         Princeton University Press. 
   1985b The Sculpture of Palenque, Vol. 3: The Late Buildings of the Palace. Princeton University 

           Press.
GREENE ROBERTSON,  Merle  (ed.) 

   1974 Primera Mesa Redonda de Palenque, Part  I. Pebble Beach, California: The Robert 
 Louís Stevenson School. 

   1974 Primera Mesa Redonda de Palenque, Part II. Pebble Beach, California: The Robert 
         Louis Stevenson School.

1976 The Art, Iconography & Dynastic History  of  Palenque, Part  III. Pebble Beach, California: 
     The Robert Louis Stevenson School.

1980 Tercera Mesa Redonda de Palenque: Vol. IV. Monterey, California:  Pre-Columbian 

     Art Research,  Herald Printers.

   1980 Third Palenque Round Table, 1978, Part  II: Vol. V. University of Texas Press. 
GREENE ROBERTSON, Merle and Robert L. LANDS and John A. GRAHAM 

   1972 Meya Sculpture from the Southern Lowlands, the Highlands and Pacific Piedmont. Berkeley: 
         Lederer, Street & Zeus. 

GREENE ROBERTSON, Merle and J. Eric S. THOMPSON 
   1967 Ancient Maya Relief  Sculpture. New York: The Museum of Primitive Art.

 KELLEV, David H. 

   1962 Fonetismo en la escritura maya. Estudios de Cultura  Maya 2:  277-317.

   1965 The Birth of the Gods at Palenque. Estudios de Cultura Maya 5: 93-134. 

    1968 Kakupacal and the Itzas. Estudios de Cultura Maya 7: 255-268. 
    1976 Deciphering the Maya Script. University of Texas Press. 

JoNEs, Christopher 
    1983 New Drawings of Monuments 23 and 24, Quirigua, Guatemala. In Edward M. 

         Schortman and Patricia A. Urban (eds.), Quirigua Reports Vol.  II, The University 
         Museum, University of Pennsylvania, pp. 137-140.

1004



八杉　　マヤ文字の分析H

 JoNEs, Christopher and Linton SATTERTHWAITE 
    1982 The Monuments and Inscriptions of Tikal: The Carved Monuments. Tikal Report No. 33, 

         Part A. The University Museum, University of Pennsylvania.

 LizARDI RAMOS, César 

   1963 Inscripciones de  Pomoná, Tabasco, México. Estudios de Cultura Maya 3: 187-202.

LOUNSBURY, Floyd G. 
   1973 On the Derivation and Reading of the "Ben-Ich" Affix. In Elizabeth P. Benson 

         (ed.), Mesoamerican Writing Systems, Dumbarton Oaks, pp. 99-143. 
 1974a Exploration of "pacal" glyph of Frontis Piece. In Merle Greene Robertson (ed.), 

         Primera Mesa Redonda de Palenque, Part II, Pebble Beach, California: The Robert 
         Louis Stevenson School. 

 1974b The Inscription of the Sarcophagus Lid at Palenque. In Merle Greene Robertson 

         (ed.), Primera Mesa Redonda  de Palenque, Part II, Pebble Beach, California: The 
         Robert Louis Stevenson School, pp. 5-19. 

   1980 Some Problems in the Interpretation of the Mythological Portion of the Hieroglyphic 
         Text of the Temple of the Cross at Palenque. In Merle Greene Robertson (ed.), 

         Third Palenque Round Table, 1978, Part II: Vol. V., University of Texas Press, pp.  99-
         115. 

 MALER, Teobert 
   1908 Explorations of the Upper Usumatsintla and Adjacent Region: Altar  de  Sacrificios; Seibal; 

         Itsimte-Sacluk; Cancuen. Memoirs of the Peabody Museum of American Archaeology 
         and Ethnology, Harvard University, Vol. IV. No. 1. 

MATHEWS, Peter and Linda SCHELE 
   1974 Lords of Palenque-The Glyphic Evidence. In Merle Greene Robertson (ed.), 

        Primera Mesa Redonda de Palenque, Part I, Pebble Beach, California: The Robert Louis 
         Stevenson School, pp. 63-75. 

MAUDSLAY, A. P. 
   1974 Biologia Centali-Americana. (originally published: 1889-1902) New York: Milpatron 

        Publishing Corp. 
Mayer, Karl Herbert 

   1980 Maya Monuments: Sculptures of unknown Provenance in the United States. Ramona, Cali-
         fornia: Acoma Books.

MELGAREJO V VANCO, Jose Luis 
   1981 Escritura y calendario de los  mayas. Mexico: Instituto de Antropología, Universidad 

           Veracruzana.

MORLEY, Sylvanus G. 
   1920 The Inscriptions at Copan. Carnegie Institution of Washington, Pub. 219. 

   1935 Guide  Book to the Ruins of Quirigua. Carnegie Institution of Washington. 
   1937-38 The Inscriptions of Peten. 5 vols. Carnegie Institution of Washington, Pub. 437. 

RANDS, Robert L. , 

   1974a A Chronological Framework for Palenque. In Merle Greene Robertson (ed.),
Primera Mesa Redonda de Palenque,  Part  I, Pebble Beach, California: The Robert Louis 

Stevenson School, pp. 35-39.

 1974b The Ceramic Sequence at Palenque, Chiapas. In Norman Hammond (ed.), 
 Mesoamerican  Archaeology, University of Texas Press, pp. 51-75.

Ruz  LHUILLIER, Alberto 

 1952a Exploraciones en Palenque: 1950. Anales del Instituto Nacional de Antropología e 

         Historia 5: 25-45. 

   1952b Exploraciones en Palenque: 1951. Anales del Instituto Nacional de Antropología e 

         Historia 5: 47-66.

1005



国立民族学博物館研究報告　　12巻4号

  1955 Exploraciones en Palenque: 1952. Anales del Instituto Nacional de  Antropología e 
        Historia 6: 79-110. 

  1958a Exploraciones arqueológicas en Palenque: 1953. Anales del Instituto Nacional de 
 Antropología e Historia 10: 69-116. 

 1958b Exploraciones arqueológicas en Palenque: 1954. Anales del Instituto Nacional de 
 Antropología e Historia 10: 117-184. 

   1958c Exploraciones arqueológicas en Palenque: 1955. Anales del Instituto Nacional de 
 Antropología e Historia 10: 185-240. 

 1958d Exploraciones arqueológicas en Palenque: 1956. Anales del Instituto Nacional de 
 Antropología e Historia 10: 249-299. 

   1962 Exploraciones arqueológicas en Palenque: 1957. Anales del Instituto Nacional de 
 Antropología e Historia 14: 35-90. 

  1976 Nueva interpretación de la inscripción jeroglífica en el sarcófago del Templo de las 
        Inscripciones. In Merle Greene Robertson (ed.), The Art, Iconography & Dynastic 

        History of Palenque, Part  HL, Pebble Beach, California: The Robert  Louis Stevenson 
        School, pp. 87-93.

SATTERTHWAITE, Linton 
   1940 Another Piedras Negras  Stela, The University Museum Bulletin  8  (2-3)  : 24-27. 

         University of Pennsylvania. 

SCHELE, Linda 
   1974 Observations on the Cross Motif at Palenque. In Merle Greene Robertson (ed.), 

        Primera Mesa Redonda de Palenque, Part I, Pebble Beach, California: The Robert Louis 
         Stevenson School, pp. 41-61. 

   1976 Accession Iconography of Chan-Bahlum in the Group of the Cross at Palenque. 
        In Merle Greene Robertson (ed.), The Art, Iconography & Dynastic History of  Palenque, 

         Part III., Pebble Beach,  California: The Robert Louis Stevenson School, pp. 9-34. 
   1977 Palenque: The House of the Dying Sun. In Anthony F. Aveni (ed.), Native American 

         Astronomy, University of Texas Press, pp. 42-56. 
   1980 Genealogical Documentation on the  Tri-figure Panels at Palenque. In Merle Greene 

         Robertson (ed.), Third Palenque Round Table, 1978, Vol. IV., Monterey, California: 
         Pre-Columbiam Art Research, Herald Printers, pp. 41-70. 

   1984 Some Suggested Readings for the Event and Office of Heir-designate at Palenque. 
        In John S. Justeson and Lyle Campbell (eds.), Phoneticism in Mayan  Hieroglyphic 

        Writing, Institute for Mesoamerican Studies, State University of New York, pp.  287-
        305. 

SCHELE, Linda and Peter MATHEWS 
    1979 The Bodega of Palenque, Chiapas, Mexico. Dumbarton Oaks, Trustees for Harvard 

          University. 

SCHELE, Linda and Jeffrey H. MILLER 
   1983 The Mirror, the Rabbit, and the Bundle: "Accession" Expressions from the Classic  Maya 

         Inscriptions. Studies in Pre-Columbian Art & Archaeology, no. 25, Dumbarton Oaks. 

SCHLAK, Arthur 
   1983 Non-ages with a Hand-held Calculator. In Stephen D. Houston (ed.), Contributions 

         to Maya Hieroglyphic Decipherment, Human Relations Area Files, Inc., pp. 80-87. 

SPINDEN, Herbert 
   1924 The Reduction of Mayan Dates. Papers of the Peabody Museum of American Archae-

         ology and Ethnology, Harvard University, Vol. 6, No. 4. 
TEEPLE, John E. 

   1930 Maya Astronomy. Contribution to American Arcaheology 2, Carnegie Institution 
         of Washington, Pub. 403.

1006



八杉　　マヤ文字の分析H

 THOMPSON, J. Eric S. 
   1962 A Catalog of Maya Hieroglyphs. University of Oklahoma Press. 

   1971 Maya Hieroglyphic Writing: An Introduction. 3rd Ed. University of Oklahoma Press.
利根山光人

　　 1971『 古代メキシコ拓本集』 美術出版社。

八杉佳穂

　　 1979　 『マヤ文字研究1』 手稿。

　　 1982　 『マヤ文字を解く』　中央公論社。

　　 1983　 「マヤ文字の言語」『国立民族学博物館研究報告』7(3):514-533。

　　 1986　 「マヤ文字の分析1　 　 ナランホ　　」『国立民族学博物館研究報告』11(1):163-262。

1007



国立民族学博物館研究報告　 12巻4号

付表1テ キ ス ト の 日 付

HS

9. 8. 9. 13. 

    12. 9.

0 

8

8 Ahau

5 Lamat

13 Poop

(9. 9. 2. 
   2. 12.

4. 8) 

3. 3

(9.lL　 　l.16.　 3)

(9。11.　 6.16.11)

6 Akbal 

7  Chuen

1 Mol

1 Yax 

4 Ch'en

A01-B04 

 B05a-B05b 

 B05c-B05d 

 BO6a-B06c* 

 B06d-00  I  a* 

 C04b-004c

Sarcophagus Lid

(9. 8. 9. 13. 0) 
 (9.  12.11.  5.  18) 

(9. 4. 10. 4. 17) 
(9. 6. 11.  O. 16) 
(9. 6. 16. 10. 7) 
(9. 7. 0. 0. 0) 
(9. 7. 9. 5. 5) 
(9.  8.  11.  6.  12) 
(9. 8. 19. 4. 6) 
(9.  8.  18.  14.  11) 
(9. 10. 0. 0. 0) 
(9. 10. 7. 13. 5) 
(9. 10. 10. 1. 6)

8 Ahau 

6 Etz'nab 

5 Caban 

7  Gib 

9 Manik 

7 Ahau 

11 Chicchan 

2 Eb 

2 Cimi 

3  Chuen 

 1 Ahau 

4 Chicchan 

13 Cimi

13 Poop 

11 Yax 

5 Mac 

4 Kayab 

5 Yaxkin 

3 Kankin 

3 Kayab 

20 Ceh 

14  Mol 

4 Uayab 

8 Kayab 

13 Yax 

4 Pax

01-02 (South) 

04-05 (South) 

16 (East) 
18 (East) 

20 (East) 
22-23 (East) 

25 (East) 

28 (East) 

 31-32 (North) 
37-38 (West) 

43-44 (West) 
42, 46 (West) 

48-49 (West)

TI, East Panel

 9.  4.  0.  0.  0 

 12  1n  2

13 Ahau

3. 6.  7.  17 

4. 14. 10. 4 

  5. 7. 16

5 Caban 

5 Kan

18 Yax

0 Zotz') 
12 Kayab)

A01-A06 

 A10-B10

(9. 

(9.

(9. 5. 0. 0. 0) 11 Ahau 18 Zec

 D01-0O2 

D05-006

(9. 6. 0. 0. 0) 9 Ahau 3 Uayab F04-E05

( . 

(9. 
(9.

 • • • ) 

6. 10. 0. 0 

 6.11. 5. 1 
  1. 12. 19

 6.  13. 0. 0) 

6. 18. 5. 12 
  1. 12. 8

13 Akbal 

8 Ahau 

1 Imix

9 Ahau 

10 Eb

13 Pax) 
4 Zip)

18 Muan 

0 Uo)

F06-E07 

E08-F08?

(9. 
(9.

 ---
(- 

(9. 
(9.

7. 0. 0. 0) 
7. 5. 0. 0) 

 7.  10. 3. 8 

  9. 14. 12

(9. 8. 0. 0. 0)

7 Ahau 

13 Ahau 

9 Lamat

5 Ahau

3 Kankin 
18 Ceh 

1 Muan)

3 Ch'en

 H04-H05 

H08-G09

 102-J02 

J05-106 
 Ito  J10

K02-L03 

K06-L06

1008



八杉　　マヤ文字の分析ll

(9.  8.  11.  9.  10 
     1.  8.  10

(9.  8.  13. 0. 0) 

(9. 8. 17. 9. 0) 
 6.  14

(9. 

(9.

8. 17. 15. 14) 

8. 19. 7. 18 
    10. 2

(9. 
(9.

9. 0. 0. 0) 

9. 2. 4. 8 
 17. 13. 12

(9. 10. 0. 0. 0)

TI,　 Middle　 Panel

(9. 11. 
(9. 12.

0. 0. 0) 

0. 0. 0)

TI, West Panel

    (9. 12. 0. 0. 0) 

    (9. 13. 0. 0. 0) 

   (10. 0. 0. 0. 0) 
 (1. 0. 0. 0. 0. 0) 

 (9. 8. 9. 13. 0) 
         12. 9. 8 

    (9. 9. 2. 4. 8) 
          2. 4. 8 

    (9. 9. 0. 0. 0) 
 7.  18. 2. 9.  2.  12. 1 

     6. 19. 19. 10. 7 
 10.  11.  10. 5. 8 

   1. 0. 0. 0. 0. 8 

  (1. 0. 0. 0. 0. 0) 
  1. 0. 0. 0. 0. 8 

 (9.  11. 0. 0. 0) 
          6. 16. 17 

 (9.11.  6.  16.  17) 

 (9.  11. 0. 0. 0) 

    (9. 12. 0. 0. 0) 
           3. 6. 6 

    (9. 12. 3. 6. 6) 
     9.  7.11. 3. 0 

    (0.  4.12. 3. 6) 
    (9. 12. 3. 6. 6) 

    (9. 9. 13. 0. 0) 
            17

8 Oc

5 Ahau 

13 Ahau

4 Ix 

9 Etz'nab

3 Ahau 

5 Lamat

1 Ahau

12 Ahau 

10 Ahau

10 Ahau 

8 Ahau 

7 Ahau 

10 Ahau 

8 Ahau 

5 Lamat 

3 Ahau 

1 Manik 

5 Lamat 

10 Ahau 

5 Lamat 

4 Manik 

12 Ahau 

13 Caban 

12 Ahau 

10 Ahau 

7 Cimi 

 1 Cimi 

7 Cimi 

3 Ahau

18 Muan)

18 Zec 

18 Mac

7 Uo 
6 Ceh)

3 Zotz' 
1 Mol)

8 Kayab

8 Ceh 

8 Yaxkin

8 Yaxkin 

8 Uo 
18 Zip 

13 Yaxkin 

13 Poop 

 I Mol 

3 Zotz' 

10 Zec 

1  Mol 

13 Yaxkin 

1  Mol 
10 Zip 

8 Ceh 

10 Ch'en 

 8  Ceh 

(8 Yaxkin) 

19  Ceh 

19 Pax 
19 Ceh 

3 Uayab

 L09-K10 

 NO  1-M02 

M07-N07 

 M061\TO6 

M09-N09

 NI1 

P02-003

 R09-Q10 

 S01-T01

A02-B02 

 GO  I-H01

B08-A09 

 COI-DOI 
C07-D07 

 Gil-DU 

E03-F03 

 E01-F01 (12.3.8)* 

E06-F06 
E07-F07 

E08-F08 

 F09-E12  (+E06-F06) 

 HO1-G02 
G04-H05 (+E03-F03) 

H06-G07 

 C11-D11 
 H  I  0 

 G11-H11 

 L08b 
L07-L08a 

 K11-L11 

 004-PO4 

PO5b 
005-P05a 

007 
P07-P08 

 010-P10 

 ROI 
R03-Q04 

Q03

1009



国立民族学博物館研究報告　　12巻4号

(9. 9. 13.  O. 17) 
   2. 7. 6. 1 

(9. 12. 0. 6. 18) 
 9.  11. 2 

(9. 12. 10. 0. 0) 
(9. 12. 7. 4. 10 

      4. 1. 8 

 (9.  12.  11.  5.  18) 
   4.  1.10.  18 

(9. 8. 9. 13. 0 

 (9.  12.  11.  12.  10)

7 Caban 

5 Etz'nab 

9 Ahau 

7 Oc 

6 Etz'nab 

8 Ahau 

8 Oc

15 Poop 

6 Kankin 

18 Zotz' 

3 Yax) 

 11 Yax 

13 Poop) 

3 Kayab

Q06-R06 

Q07-Q08 

 Q11 
 R11-Q12a 

 SO1 

SO4-T04 

 T05 

 T06-S07 

 T08

Palace South  Facade (Catalog. 36)

(9. 11. 1. 12. 8) 9 Lamat 6 Xul  A01-B01 

(9. 11. 1. 12. 6) 7 Cimi 4 Xul  E01-F01 
     1. 12. 6 

(9. 11. 0. 0. 0) 12 Ahau 8 Ceh  KOlb-LOla

TC 

      12. 19. 13. 4. 0 
               1. 0 

     (12. 19. 13. 3. 0) 

 (12.  19.  11.  13. 0 
            8. 5. 0 

     (13. 0. 0. 0. 0) 
            1. 9. 2 

     (0. 0. 1. 9. 2) 
 1.  18.  3.  12. 0 

     (1. 18. 5. 3. 2) 
       2. 1.  7.  11. 2 

     (2. 1.  O. 14. 2) 

      [2. 0.  O. 10. 2 
      3. 6. 10. 12. 2 

      (5.  7.  11. 8. 4 
          1. 6.  7.  13 

      (5. 8. 17. 15. 7) 
     (8. 18.  O. 13. 6) 
         1. 2.  5.  14 

     (8. 19. 15. 3. 4) 

 (8.  19. 6. 8. 8) 
           13. 3. 9 

     (8. 19. 19.  11. 17) 
              6. 3 

      (9. 0. 0. 0. 0) 
      (9. 1. 4. 5. 0 
         1. 8.  1.  18

8 Ahau 

1 Ahau 

 1 Ahau 

4 Ahau 

13  Ik 

9  Ik 

9  Ik 

9  Ik 

1 Kan 

 11 Caban 

5 Cimi 

 ?? 

1 Kan 

 11 Lamat 

2 Caban 

8 Ahau 

12 Ahau

18 Zec 

18 Zotz' 

8 Muan) 

8 Cumku 

20 Mol 

15 Ceh 

0 Yax 
0 Zac 

2 Cumku) 

 0 Poop 

14 Kayab 

2 Kayab 
6 Xul 

10 Xul 

13 Ceh 

13 Zac)

A01-B09 

B13 

 A16-B16 
         * 

D01-0O2 

D03-004 

D05-006a 
C09-D09 

D13-C15 

 E01-F01 
E05-F06 (+A16-B16) 

E09-F09* 

E09-F09  (DN2.1.7.6.2)] 

 EIO-F11  (-I-E09-F09) 

F15-F16 

Q02-P03 
 PO4-Q04* 

 P06-Q06* 

 Q08-P09* 
 P10-Q,10 

P12-Q12 
 P14-Q14 

P15 

Q17-R01 

R03-R04

1010



八杉　　マヤ文字の分析11

(9. 2. 12. 6. 18) 

(9. 1. 10. 0. 0) 
   1. 16. 7. 17 

(9. 3. 6. 7. 17) 

(9. 2. 15. 3. 8 
   1. 19. 6. 16 

(9. 4. 14. 10. 4) 

(9. 4. 9. 0. 4 
   2. 2.  4.  17 

(9.  6.  11. 5. 1) 

(9. 4. 9. 0. 4) 
      1. 1. 1 

(9. 4. 10. 1. 5) 
   2. 8. 4. 7 

(9. 6. 18. 5. 12 
     19. 8. 2 

(9. 10. 8. 9. 3) 
      1.  8.  17 

(9. 10. 10. 0. 0) 

(9. 12. 11. 12. 10) 
 6.  11. 6 

(9. 12. 18. 5. 16

TC, alfarda

(1. 18. 5. 3. 2) 
 7.  14.  14.  11.  10 

(9. 12. 19. 14. 12)

3 Etz'nab 

5 Ahau 

5 Caban 

12 Lamat 

5 Kan 

7 Kan 

1 Imix 

7 Kan 

11 Chicchan 

10 Eb 

9 Akbal 

13 Ahau 

8 Oc 

2 Cib

9  Ik 

5 Eb

TC, Jamb (Catalog No. 273)

TFC

(9. 12. 19. 14. 12)

1. 18. 5. 4. 0 

       14. 19 

 (1.  18. 6.  O.  19) 
 1.  14.  14. 0 

(2. 0. 0. 0.  0) 

(1. 18. 5. 4. 0) 
7. 14. 13. 1. 16 

(9. 12. 18. 5. 16) 

      (1) 
 (9.  12.  18.  5.  17) 

 (9.  10. 2. 6. 6 
   2. 9. 6. 4  

(9.12.11.12.10) 
      6.11. 6 

 (9.  12.  18.  5.  16)

5 Eb

1 Ahau 

1 Cauac 

2 Ahau 

1 Ahau 

2 Cib 

3 Caban 

2 Cimi 

8 Oc 

2 Cib

11 Xul 

3 Zec 

0 Zotz' 

6 Uo) 

12 Kayab 

17 Mol) 

4 Zip 
17  Mol 

13 Ch'en 

0 Uo) 

6 Xul 

18 Kankin 

3 Kayab 

14  Mol)

15 Ceh 

5 Kayab

5 Kayab

13 Mac 

7 Yax 

3 Uayab 
13 Mac 

14 Mol 

15 Mol 
19 Zotz') 

3 Kayab 

 (14Mol)

R07-S07 

 R10-S10 

 R08-R09 

 S12-R13 

S13-S14 

 R17-S17 

 TO1-T02 

U05-T06 

 U10-T11 

U06-T07 

T14-U14 

 Ul  l-U12 

 T15-U15* 

 G01-H01 

 K09-K10 

 K11 

 L01-L02 

003-004

 A01-B01 

 D01-F01 

E02-F02

 A01-A05

 A01-B09 

 B12-A13 
 B13-A14* 

CO3-D04  ( +A01-B09) 
C08-D08 

D14-C15 

D15-D17 (7.7.7.3.16)* 
 L01-M01 

M05-L06 

 M17-001 

 N05-005 
N06-006 

N16b

1011



      1. 12. 4 

(9. 13. 0. 0. 0) 
(9. 12. 11. 12. 10)

 TFC, alfalda

 (1.  18. 5. 4. 0) 
 7.  14.  14.  10.  12 

(9. 12. 19. 14. 12)

8 Ahau 

8 Oc

TFC Lapida

 (9.  12.  19.  14.  12 
      1.  7.  11 

(9. 12. 18. 7. 1) 
        3. 8 

(9. 13. 0. 0. 0)

1 Ahau 

5 Eb

TS

 1.  18. 5. 3. 6 

      1.  2.11 

 1.  18. 5. 3. 6 

(13. 0. 0. 0. 0) 
 9. 12. 18. 5. 16 

(9. 12. 18. 5. 16) 
       (1) 

(9.  12.  18. 5. 17) 

(9. 3. 1. 15. 0) 
    7.  6.  12. 3 

(9. 10. 8. 9. 3) 
      6.  2.  17 

(9. 10. 2. 6. 6) 
      1. 8. 17 

(9. 10. 10. 0. 0) 

(9. 10. 8. 9. 3) 
     (1. 8. 17) 

(9. 10. 10. 0. 0) 

 (9.  12.  11.  12.  10)

5 Eb) 

1 Imix 

8 Ahau

TS,  alfalda

 (1.  18. 5. 3.  6) 

 (7.  14.  14.11. 6 
(9. 12. 19. 14. 12

13 Cimi 

1  Ik 

4 Ahau 

2 Cib 

3 Caban 

12 Ahau 

9 Akbal 

2 Cimi 

13 Ahau 

9 Akbal 

13 Ahau 

8 Oc

1012

TXIV

13 Cimi 

5 Eb

(9. 10. 3. 10. 2) 9  Ik 
(9. 10. 15. 7. 10) 13 Oc 
5. 18. 4. 7. 8. ?. 13. 18 ?? 

 (9.  11. 1. 2. 0)  9  Ahau

8 Uo 

3 Kayab

13 Mac 

5 Kayab

5 Kayab 

19 Ch'en 

8 Uo

19 Ceh 

10 Zec 

8  Cumku 

14 Mol 

15 Mol 

8 Ceh 

6 Xul 

19  Zotz  ' 

18 Kankin 

6 Xul 

18 Kankin 

3 Kayab

19 Ceh 

5 Kayab

10  Mol 

18 Uo 

3 Kankin
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013-N14 

N15 

 E01-E02

 A01-B01 

 D01-F01 (7.14.14.11.12)* 

E02-F02

   -0O2 

C05-D05 

 D06b-007a 

 D10 

 Cl  lb-D1  la

 A01-B09 

A13-B13 
B15-A16* 

C07-D08 

002-NO3 

 C14-016 
N04-004 

007-N08 

 P02-Q02 
 016-Q01 

P06-Q06 

 P11-Q11 
P12-Q12 

P14-Q14a (1.8.12)* 

 Ql4b-P15 
 E01-F01 

G02-H02 

 L01-M0  I

 A01-B01 
 D01-F01) 

 E02-F02)

 A01-B01 

A05-B05 

 B  1  1-G02* 

 G05-H05*



八杉'マ ヤ文字の分析ll

Dumbarton Oaks Relief Panel 2

Throne

 (9.11. 0. 0. 0) 
      4. 7. 0 

 (9.  11. 4. 7. 0) 
 (9.  11.  18. 7. 7)

(9. 9. 2. 4. 8) 
 3.  9.  8.  2 

 (9.  12.  11.  12.  10) 
(9. 13. 10. 6. 8)

Tablet of Palace (Ruz 1)

 9.  10.  11.  17. 0 

      1.  5.  18 

 (9.  10.  10.  11. 2) 
     7.  O.  19 

(9. 10. 18. 17. 19) 
      1.  O. 1 

 (9.  11. 0. 0. 0) 
 13.  0.  0 

 (9.11. 13.  0.  0) 
    18.  5.  18 

 (9.  12.  11.  8.  15) 
 6.  12 

 (9.  12.  11.  12.  10) 
     18. 6. 15 

(9. 13. 10. 1. 5) 
        1. 15 

(9. 13. 10. 0. 0) 
        5. 3 

(9. 13. 10. 6. 8) 
   4. 8. 2. 0 

(9. 9. 2. 4. 8) 
(9. 13. 10. 6. 8) 

     18. 8. 7 

(9. 14. 8. 14. 15) 

(9. 10. 17. 6. 0) 
 2.  17. 2. 0 

(9. 13. 14. 8. 0)

12 Ahau 

6 Ahau 

9 Manik

5 Lamat 

8 Oc 

5 Lamat

Temple 18, Lapida

9. 12. 6. 5. 8 

 1.  10. 1 

(9. 12. 4. 13. 7) 
    14. 1. 12 

(9. 13. 0. 7. 0)

11 Ahau 

1  Ik 

2 Cauac 

12 Ahau 

12 Ahau 

6 Etz'nab 

8 Oc 

6 Chicchan 

7 Ahau 

5 Lamat 

5 Lamat 

5 Lamat 

9 Men 

1 Ahau 

8 Ahau

3 Lamat 

1 Manik 

5 Ahau

8 Ceh 

8 Cumku 

5 Muan

 1 Mol 

3 Kayab 

6 Xul

8 Mac 

15 Yaxkin 

12 Ceh 

8 Ceh 

3 Ch'en 

11 Yax 

3 Kayab 

3 Poop 

3 Cumku 

6 Xul 

1 Mol 

6 Xul 

3 Yax 

3 Uayab 

18 Xul

6 Zac 

10 Poop 

8 Ch'en

A02-B02 
A01-B01 

A04-B04 

 J01-K01

A01-B01 

C01-0O2 

E01-F01 

 J02  b-K01

 A01-A18 

B18-B19 

 COI-DOI 
D18-C19 

F06-E07 

F15-E16 

 E17-F17 

H08-G09 

G10-H10 

108-J08 

 J09-110 

J14 
K06-L06 
M06-N06 

M08-N08 

 M09 

N09-M10 

 M13 
M15-N15 

P15-P16 

P17-018 

R04-Q05 
R02-R03 

Q09-Q13 
 SO  I  -802 

 S05-U01 
 i  J02-I103

A01-A13 

A09-B09 

 A10-B10 

B15-A16 

A17
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            2. 2. 0 

      (9. 13. 2. 9. 0) 
         2. 3. 16. 14 

      (9. 14. 10. 4. 2 
       7. 14. 9. 12. 0 

      (2. 0.  O. 10. 2) 

Tablet of Slaves (Ruz 2) 

      (9. 9. 2. 4. 8) 
 (9.  11.18.  9.  17) 

     (9. 14. 10. 4. 2) 

     (9. 14. 11. 12. 14) 
 (9.  14.  13.  11. 2) 

 (9.  14.11.  17. 6) 

     (9. 14. 17. 12. 19) 

 (9.  14.  18. 1. 1) 
     (9. 15. 0. 0. 0) 

     (9. 14. 18. 9. 8) 

     (9. 14. 18. 9. 17) 

Tablet of 96 Glyphs 

 (9.11. 0. 0. 0) 
            2.  1.  11 

 (9.  11. 2.  1.  11) 
          2. 8. 4. 17 

      (9. 13. 10. 6. 8) 
           19. 15. 14 

      (9. 14. 10. 4. 2) 
         2.  2.  14. 5 

     (9. 16. 13. 0. 7) 
          1. 0. 0. 0 

     (9. 17. 13. 0. 7) 
            7 

     (9. 17. 13. 0. 0) 

IS Vase 

 (9.  18. 9.  4.  )4 
 1.  11.  11 

     (9. 18. 7. 10. 13)

1014

11 Ahau 

9  Ik 

9  Ik 

5 Lamat 

7 Caban 

9  Ik 

8 Ix 

7  Ik 

9 Cimi 

2 Cauac 

7 Imix 

4 Ahau 

5 Lamat 

 1 Caban 

12 Ahau 

9 Chuen 

5 Lamat 

9  Ik 

9 Manik 

7 Manik 

13 Ahau 

7 Kan 

1 Ben
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18 Yax 

5 Kayab) 

 0 Zac 

1  Mol 

15 Kayab 
5 Kayab 

7 Yaxkin 

5 Zec 
19 Zac 

2 Xul 

4 Ceh 

13 Yax 
6 Uo 

15 Uo 

8 Ceh 

9 Mac 

6 Xul 

5 Kayab 

15 Uo 

0 Pax 

13 Muan 

 (17Muan) 

11 Zotz'

A19-B19 

B20 

D04-D05 

D07-009 

 CIO-D10 

 AO  I 

B04 

 CO1 

 DO1 

 CO3 

 FO  I 

E03 

 F04b-F05a 

 G03 

 F03b-G04a 

 GO5b-F05b 

 A01-B01 

A05-B05 

B06-A07 

D02-D03 

D04-005 

 E01-F01 

F02-E03 

F07-F08 

 H01-G02 

H06 

H07-G08 

 LO1 

K02-L02 

 A01-004 

 D04-E01 

E02-F02



八杉　　マヤ文字の分析H

付表2年 代 順 に 並 べ た 日 付

  GREGORIAN DATE 

WED JUNE 14 3122 BC 
FRI NOV 15 3121 BC 

THU DEC 5 3121 BC 

 MON  AUG  11  3114  BC 

 MON  AUG  11  3114  BC 
THU FEB 3 3112 BC 

SUN JUNE 21 3023 BC 

WED JUNE 1 2379 BC 

FRI SEP 7 2361 BC 
SAT OCT 19 2360 BC 

SAT OCT 19 2360 BC 
WED OCT 23 2360 BC 

WED OCT 23 2360 BC 
WED NOV 6 2360 BC 

WED NOV 6 2360 BC 

WED NOV 6 2360 BC 
MON SEP 1 2359 BC 

MON DEC 8 2359 BC 

SAT MAY 19 2327 BC 

SUN FEB 16 2325 BC 
SAT SEP 5 2325 BC 

SAT SEP 5 2325 BC 

SAT AUG 11 2305 BC 

WED MAR 8 993 BC 
WED MAR 25 967 BC 

SAT MAR 29 397 AD 

SUN AUG 7 422 AD 

SUN MAR 9 431 AD 

WED AUG 8 435 AD 
SUN DEC 9 435 AD 

THU NOV 13 459 AD 
SAT JULY 4 465 AD 

SUN JULY 27 487 AD 
TUE MAY 2 490 AD 

SUN NOV 18 496 AD 
FRI JUNE 3 501 AD 

FRI JUNE 3 501 AD 

TUE OCT 16 514 AD 

FRI SEP 3 523 AD 
FRI SEP 3 523 AD 

MON SEP 18 524 AD 

WED NOV 29 524 AD 
WED FEB 23 529 AD

MAYAN LONG COUNT

12.  19.11.  13. 0 

12. 19. 13. 3. 0 

12. 19. 13. 4. 0 

0. 0. 0. 0. 0 

0. 0. 0. 0. 0 

0. 0. 1. 9. 2 

0. 4. 12. 3. 6 

1. 17. 5. 9. 2 

 1.  18. 4.  O.  15 

 1.  18. 5. 3. 2 

 1.  18. 5. 3. 2 

 1.  18. 5. 3. 6 

 1.  18. 5. 3. 6 

 1.18. 5. 4. 0 

 1.  18. 5. 4. 0 

 1.  18. 5. 4. 0 

1. 18. 6.  O. 19 

1. 18. 6. 5. 17 

1. 19. 18. 4. 2 

2. 0. 0. 0. 0 

2. 0.  O. 10. 2 

2. 0.  O. 10. 2 

2. 1.  0.  14. 2 

5.  7.11. 8. 4 

5. 8. 17.  15, 17 

 8.  18.  O.  13. 6 

8. 19. 6. 8. 8 

 8.  19.  15. 3. 4 

 8.  19.  19.  11.  17 

9. 0.  O. 0. 0 

9. 1. 4. 5. 0 

9.  1.  10. 0. 0 

9.  2.  12.  6.  18 

9.  2.  15. 3. 8 

9. 3.  1.  15. 0 

9. 3. 6. 7. 17 

9. 3. 6. 7. 17 

9. 4. 0. 0. 0 

9. 4. 9. 0. 4 

9. 4. 9. 0. 4 

9.  4.  10. 1. 5 

9.  4.  10.  4.  17 

9. 4. 14. 10. 4

1 Ahau 

1 Ahau 

8 Ahau 

4 Ahau 

4 Ahau 

13  Ik 

1  Cimi 

1  Ik 

5 Men 

9  Ik 

9  Ik 

13 Cimi 

13 Cimi 

1 Ahau 

 1 Ahau 

1 Ahau 

1 Cauac 

8 Caban 

1  Ik 

2 Ahau 

9  Ik 

9  Ik 

9  Ik 

 1 Kan 

11 Caban 

5 Cimi 

11 Lamat 

1 Kan 

2 Caban 

8 Ahau 

12 Ahau 

5 Ahau 

3  Etz'nab 

12 Lamat 

12 Ahau 

5  Caban 

5 Caban 

13 Ahau 

7 Kan 

7 Kan 

11 Chicchan 

5  Caban 

5 Kan

8 Muan PAL TC 

18 Zotz' PAL TC 

 18  Zec PAL TC 

8 Cumku PAL TC 

8 Cumku PAL TS 

0 Ch'en PAL TC 

 19  Pax PAL  TI  W 

 10  Zec PAL TS 

 13  Yax PAL TS 

 15  Ceh PAL TC 

15 Ceh PAL  TCalf 

19 Ceh PAL TS 

19 Ceh PAL TSalf 

13 Mac PAL TFC 

13 Mac PAL TFC 

13 Mac PAL  TFCa1 

 7  Yax PAL TFC 

5 Muan PAL TS 

 10  Zec PAL TS 

3 Uayab PAL TFC 

 0  Zac PAL  T  18 

 0  Zac PAL TC 

0 Yax PAL TC 

2 Cumku PAL TC 

0 Poop PAL TC 

14 Kayab PAL TC 

6 Xul PAL TC 

2 Kayab PAL TC 

 10  Xul PAL TC 

 13  Ceh PAL TC 

 13  Zac PAL TC 

3 Zec PAL TC 

11  Xu1 PAL TC 

 6  Uo  PAL  TC 

8 Ceh PAL TS 

0 Zotz' PAL TC 

0 Zotz' PAL TI E 

 18  Yax PAL  TI  E 

 17  Mol PAL TC 

17 Mol PAL TC 

13 Ch'en PAL TC 

5 Mac PAL SACR 

12 Kayab PAL TC

A16 

 A01 

 D03 

002 

 C09 

010 

B15 

B15 

E01 

 A01 

 A01 

 A01 

 A01 

D14 

 A01 

B13 

B15 

B15 

 C08 

 C10 

E09

B16 

A09 

 C04 

 NO3 

 D09 

 P10 

A16 

A16 

 F01 

 B01 

B09 

 B01 

 A09 

C15 

 B01 

A14 

A16 

A16 

 D08 

 D1O 

F09

Q02 P03 
PO4 Q04 

 PIO Q10 

Q08 P09 
 P14 Q14 

 Q17  ROI

 R10 

 R07

P02 

S12

 S10 

 S07

Q02 
 R13

 A01 A06

 U10 T11 

T14 U14 

16 

R17 S17

1015
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WED FEB 23 529 AD 9. 4. 14. 10. 4 5 Kan 

SAT JULY 3 534 AD 9. 5. 0. 0. 0 11 Ahau 

WED MAR 20 554 AD 9. 6. 0. 0. 0 9 Ahau 
FRI JAN 27 564 AD 9. 6. 10. 0. 0 8 Ahau 
WED FEB 6 565 AD 9. 6. 11. 0. 16 7 Cib 
THU MAY 2 565 AD 9. 6. 11. 5. 1 1 Imix 
THU MAY 2 565 AD 9. 6.  11. 5. 1 1 Imix 
SUN JAN 11 567 AD 9. 6. 13. 0. 0 9 Ahau 
SAT JULY 21 570 AD 9. 6. 16. 10. 7 9 Manik 
MON APR 6 572 AD 9. 6. 18. 5. 12 10  Eb 
MON APR 6 572 AD 9. 6. 18. 5. 12 10 Eb 
SUN DEC 5 573 AD 9. 7.  O. 0. 0 7 Ahau 
SUN DEC 5 573 AD 9. 7.  O. 0. 0  7  Ahau 
MON NOV 9 578 AD 9. 7. 5. 0. 0 13 Ahau 
SAT FEB 1 583 AD 9. 7. 9. 5. 5 11 Chicchan 
SUN DEC 21 583 AD 9. 7. 10. 3. 8 9 Lamat 
THU AUG 22 593 AD 9. 8. 0. 0. 0 5 Ahau 
THU MAR 24 603 AD 9. 8. 9. 13. 0 8 Ahau 
THU MAR 24 603 AD 9. 8. 9. 13. 0 8 Ahau 
THU MAR 24 603 AD 9. 8. 9. 13. 0 8 Ahau 
THU MAR 24 603 AD 9. 8. 9. 13. 0 8 Ahau 

THU MAR 24 603 AD 9. 8. 9. 13. 0 8 Ahau 
MON NOV 5 604 AD 9. 8. 11. 6. 12 2 Eb 
WED JAN 2 605 AD 9 . 8. 11. 9. 10 8 Oc 
MON JUNE 16 606 AD 9. 8. 13. 0. 0 5 Ahau 

THU NOV 22 610 AD 9. 8. 17. 9. 0 13 Ahau 
FRI APR 5 611 AD 9 .  8.  17.  15.  14  4  Ix 
SAT MAR 7 612 AD 9. 8. 18. 14. 11 3 Chuen 

SUN AUG 9 612 AD 9. 8. 19. 4. 6 2  Cimi 
TUE OCT 20 612 AD 9. 8. 19. 7. 18 9 Etz'nab 
MON MAY 10 613 AD 9. 9. 0. 0. 0 3 Ahau 
MON MAY 10 613 AD 9. 9. 0. 0. 0 3 Ahau 
THU JULY 27 615 AD 9. 9. 2. 4. 8 5 Lamat 

THU JULY 27 615 AD 9. 9. 2. 4. 8 5 Lamat 
THU JULY 27 615 AD 9. 9. 2. 4. 8 5 Lamat 
THU JULY 27 615 AD 9. 9. 2. 4. 8 5 Lamat 

THU JULY 27 615 AD 9. 9. 2. 4. 8 5  Lamat 
THU JULY 27 615 AD 9. 9. 2. 4. 8 5 Lamat 

FRI MAR 3 626 AD 9. 9. 13. 0. 0 3 Ahau 

MON MAR 20 626 AD 9. 9. 13. 0. 17 7 Caban 
FRI JAN 25 633 AD 9. 10. 0. 0. 0 1 Ahau 

FRI JAN 25 633 AD 9. 10. 0. 0. 0 1 Ahau 

THU MAY 21 635 AD 9. 10. 2. 6. 6 2 Cimi 
THU MAY 21 635 AD 9. 10. 2. 6. 6 2 Cimi 

SAT JULY 30 636 AD 9. 10. 3. 10. 2 9  Ik

12 Kayab PAL TI E 

18 Zec PAL TI E  D05  C06 

3 Uayab PAL TI E F04 E05 
13 Pax PAL TI E E08 F08 

4 Kayab PAL SACR 18 

4 Zip PAL TC U05  T06 
 4  Zip PAL  TI  E 

18 Muan PAL TI E H08  G09 

5 Yaxkin PAL SACR 20 
 0  Uo  PAL  TC 

 0  Uo PAL  TI  E 

3 Kankin PAL SACR 22 23 

3 Kankin PAL TI E J05  106 

18 Ceh PAL TI E 110  J10 
3 Kayab PAL SACR 25 

 1 Muan PAL TI E 

3 Ch'en PAL TI E  K06  L06 
13 Poop PAL SACR 01 02 

13 Poop PAL TI W E03 F03 

13 Poop PAL  TI  W 
13 Poop PAL HS  A01 B04 

13 Poop PAL PAS  A01 

0 Mac PAL SACR 28 

18 Muan PAL  TI E 

18 Zec PAL TI E  NO1  M02 

18 Mac PAL  TIE  M07  N07 
7 Uo PAL TI E  M09  N09 

4 Uayab PAL SACR 37 38 

14  Mol PAL SACR 31 32 
 6  Ceh PAL  TI  E 

3 Zotz' PAL TI E P02 003 

3 Zotz' PAL TI W E08 F08  

1  Mol PAL PT P17 018 

1  Mol PAL SL Ala  Alb  
1  Mol  PAL  TI  E 

 1 Mol PAL TI W E06 F06 

1  Mol PAL HS  B05c  B05d 
 1 Mol PAL THRON  A01  BOI 

3 Uayab PAL TI W R03 Q04 

15 Poop PAL TI W Q06 R06 
8 Kayab PAL SACR 43 44 

8 Kayab PAL TI E  S01  TO1 

19 Zotz' PAL TFC 
19 Zotz' PAL TS P12  Q12 

 111  Mr-s1  PAT. 14  A  fl  1  R111

1016



八杉　　マヤ文字の分析ll

SAT JULY 30 636 AD 9. 10. 3. 10. 2 9  Ik 10  Mol PAL T 14  G03 H03 

TUE JUNE 12 638 AD 9. 10. 5. 8. 4 2 Kan 2 Xul PAL TCIn2 
THU SEP 10 640 AD 9. 10. 7. 13. 5 4 Chicchan 13 Yax PAL SACR 42 46 

TUE JUNE 15 641 AD 9. 10. 8. 9. 3 9 Akbal 6 Xul PAL TC  GO!  H01 

TUE JUNE 15 641 AD 9. 10. 8. 9. 3 9  Akbal 6  Xul PAL TS P06 Q06 

TUE JUNE 15 641 AD 9. 10. 8. 9. 3 9 Akbal 6  Xul PAL TS  E01  FOI 

SUN DEC 4 642 AD 9. 10. 10. 0. 0 13 Ahau 18 Kankin PAL TC  K11 
SUN DEC 4 642 AD 9. 10. 10. 0. 0 13 Ahau 18 Kankin PAL TS  Q14b P15 

SUN DEC 4 642 AD 9. 10. 10. 0. 0 13 Ahau 18 Kankin PAL TS  G02 H02 

FRI DEC 30 642 AD 9. 10. 10. 1. 6 13 Cimi 4 Pax PAL SACR 48 49 
FRI JULY 14 643 AD 9. 10. 10.  11. 2  1  Ik 15 Yaxkin PAL PT  CO1  DOI 

SUN NOV 3 644 AD 9. 10. 11. 17. 0  11 Ahau 8 Mac PAL PT  A01 A18 
WED MAR 3 647 AD 9. 10. 14. 5. 10 3 Oc 3 Poop PAL OLVID 

THU APR 6 648 AD 9. 10. 15. 7. 10 13 Oc 18 Uo PAL T 14 A05  B05 

THU APR 6 648 AD 9. 10. 15. 7. 10 13 Oc 18 Uo PAL T 14  E01  F10 

MON FEB 25 650 AD 9. 10. 17. 6. 0 1 Ahau 3 Uayab PAL PT  SO1  SO2 
FRI OCT 17 651 AD 9. 10. 18. 17. 19 2 Cauac 12 Ceh PAL PT F06 E07 

TUE OCT 12 652 AD 9. 11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL PT  Ell F17 
TUE OCT 12 652 AD 9. 11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL 96G  A01  B01 

TUE OCT 12 652 AD 9.  II. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh DUM PAN2 A02  B02 

TUE OCT 12 652 AD 9. 11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL TI M A02  B02 

TUE OCT 12 652 AD 9. 11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL TI W  L08b 

TUE OCT 12 652 AD 9. 11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL TI W 004 PO4 

TUE OCT 12 652 AD 9. 11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL PL SF  KOlb  LO1  a 
TUE OCT 12 652 AD  9.11. 0. 0. 0 12 Ahau 8 Ceh PAL PL NF  A01  B01 

WED NOV 16 653 AD 9. 11. 1. 2. 0 9 Ahau 3 Kankin PAL T 14  G05 H05 

SUN MAY 7 654 AD 9. 11. 1. 10. 12 12 Eb 10 Zotz' PAL PL NF A05 

SAT JUNE 10 654 AD 9. 11. 1. 12. 6 7 Cimi 4  Xu1 PAL PL SF  E01  F01 
MON JUNE 12 654 AD 9. 11. 1. 12. 8 9 Lamat 6 Xul PAL PL SF  A01  B01 

SAT AUG 26 654 AD 9. 11. 1. 16. 3 6  Akbal 1 Yax PAL HS  B06d  COla 

THU NOV 2 654 AD 9. 11. 2. 1. 11 9 Chuen 9 Mac PAL 96G B06  A07 

SUN FEB 8 657 AD 9. 11. 4. 7. 0 6 Ahau 8 Cumku DUM PAN2 A04  B04 
MON AUG 8 659 AD 9. 11. 6. 16. 11 7 Chuen 4 Ch'en PAL HS  C04b CO4c 

SUN AUG 14 659 AD 9. 11. 6. 16. 17 13 Caban 10 Ch'en PAL TI W  Kll  L11 
SAT AUG 5 665 AD 9. 11. 13. 0. 0 12 Ahau 3 Ch'en PAL PT  G10  H10 

SUN DEC 4 670 AD 9. 11. 18. 7. 7 9 Manik 5 Muan DUM PAN2  JOI  KO1 

MON JAN 23 671 AD 9. 11. 18. 9. 17 7 Caban 15 Kayab PAL SL B4a B4b 
SAT JUNE 29 672 AD 9. 12. 0. 0. 0 10 Ahau 8 Yaxkin PAL TI M  GO1  HO1 

SAT JUNE 29 672 AD 9. 12. 0. 0. 0 10 Ahau 8 Yaxkin PAL TI W B08  A09 
SAT JUNE 29 672 AD 9. 12. 0. 0. 0 10 Ahau 8 Yaxkin PAL TI W  PO5b 

THU NOV 14 672 AD 9. 12. 0. 6. 18 5 Etz'nab 6 Kankin PAL TI W  Q11 

MON OCT 18 675 AD  9.  12. 3. 6. 6 7 Cimi 19 Ceh PAL TI W 007 

MON OCT 18 675 AD 9. 12. 3. 6. 6 7 Cimi 19 Ceh PAL TI W  RO1 
FRI MAR 2 677 AD 9. 12. 4. 13. 7 1 Manik 10 Poop PAL T 18  A10  BIO 

SAT SEP 14 678 AD 9. 12. 6. 5. 8 3 Lamat 6 Zac PAL T 18  A01 A13
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FRI AUG 22 679 AD  9.  12. 7.  4.  10  7  Oc  3  Yax PAL  TI  W 

MON MAY 8 682 AD 9. 12. 10. 0. 0 9 Ahau 18 Zotz' PAL TI W  SO1 

WED AUG 29 683 AD 9. 12. 11. 5. 18 6 Etz'nab 11 Yax PAL PT J09 110 
WED AUG 29 683 AD 9. 12. 11. 5. 18 6 Etz'nab 11 Yax PAL SACR 04 05 

WED AUG 29 683 AD  9.  12.  11.  5.  18 6 Etz'nab 11 Yax PAL TI W  T05 

TUE JAN 8 684 AD 9. 12.  11.  12.  10 8 Oc 3 Kayab PAL PT  K06  L06 
TUE JAN 8 684 AD 9. 12. 11. 12. 10 8 Oc 3 Kayab PAL  TC  LO1  L02 

TUE JAN 8 684 AD 9. 12. 11. 12. 10 8 Oc 3 Kayab PAL TFC  N05 005 

TUE JAN 8 684 AD 9. 12. 11. 12. 10 8 Oc 3 Kayab PAL TFC E01 E02 

TUE JAN 8 684 AD 9. 12. 11. 12. 10 8 Oc 3 Kayab PAL TS  LO1  MO1 

TUE JAN 8  .84 AD 9. 12. 11. 12. 10 8 Oc 3 Kayab PAL TI W  T08 

TUE JAN 8 684 AD 9. 12. 11. 12. 10 8 Oc 3 Kayab PAL THRON E01  F01 
MON JULY 21 690 AD 9. 12. 18. 5. 16 2 Cib 14 Mol PAL TC 

MON JULY 21 690 AD 9. 12. 18. 5. 16 2 Cib 14  Mol PAL TFC  LO1  MO1 

MON JULY 21 690 AD 9. 12. 18. 5. 16 2 Cib 14  Mol PAL TFC N16b 
MON JULY 21 690 AD 9. 12. 18. 5. 16 2 Cib 14 Mol PAL TS  N04 004 

TUE JULY 22 690 AD  9.  12.  18.  5.  17 3 Caban 15 Mol PAL TFC  M05  L06 

TUE JULY 22 690 AD 9. 12. 18. 5. 17 3 Caban 15 Mol PAL TS 007  N08 

FRI AUG 15 690 AD 9. 12. 18. 7. 1 1 Imix 19 Ch'en PAL  TFCla  D06b  C07a 

FRI JAN 8 692 AD 9. 12. 19. 14. 12 5 Eb 5 Kayab PAL  TFC1a  CO1 002 

FRI JAN 8 692 AD 9. 12. 19. 14. 12 5 Eb 5 Kayab PAL  TCalf E02 F02 
FRI JAN 8 692 AD 9. 12. 19. 14. 12 5 Eb 5 Kayab PAL TCjam  A01 A05 

FRI JAN 8 692 AD 9. 12. 19. 14. 12 5 Eb 5 Kayab PAL  TFCa1 E02 F02 

FRI JAN 8 692 AD 9. 12. 19. 14. 12 5 Eb 5 Kayab PAL PL NF H03  G04 

TUE FEB 23 692 AD 9. 12. 19. 16. 18 12 Etz'nab 6 Poop PAL TFCIn 
WED MAR 16 692 AD 9. 13. 0. 0. 0 8 Ahau 8 Uo PAL  TFC1a Cl lb  D1  1  a 

WED MAR 16 692 AD 9. 13. 0. 0. 0 8 Ahau 8 Uo PAL TFC N15 

WED MAR 16 692 AD 9. 13. 0. 0. 0 8 Ahau 8 Uo PAL TI W CO1  DO1 
THU JUNE 16 692 AD 9. 13. 0. 4. 12 9 Eb 0 Yaxkin PAL TFCIn A04  A05 

WED AUG 3 692 AD 9. 13. 0. 7. 0 5 Ahau 8 Ch'en PAL T 18  A17 

THU JUNE 7 694 AD 9. 13. 2. 4. 13 2 Ben 11 Xul PAL TCIn2  A04 B04 
SUN SEP 2 694 AD 9. 13. 2. 9. 0 11 Ahau 18 Yax PAL T 18 B20 

WED MAR 16 698 AD 9. 13. 6. 1. 11 2 Chuen 9 Uo PAL  TCIn2 

FRI JAN 24 702 AD 9. 13. 10. 0. 0 7 Ahau 3 Cumku PAL PT NO9  M10 
TUE FEB 18 702 AD 9. 13. 10. 1. 5 6 Chicchan 3 Poop PAL PT  M08 NO8 

SUN JUNE 1 702 AD  9.  13.  10. 6. 8 5 Lamat 6 Xul PAL PT  M15  N15 

SUN JUNE 1 702 AD 9. 13. 10. 6. 8 5  Lamat 6 Xul PAL PT  R04 Q05 

SUN JUNE 1 702 AD 9. 13. 10. 6. 8 5 Lamat 6 Xul PAL 96G  D04 005 
SUN JUNE 1 702 AD 9. 13. 10. 6. 8 5 Lamat 6 Xul PAL THRON JO2b KO1 

TUE JUNE 12 706 AD 9. 13. 14. 8. 0 8 Ahau  -18 Xul PAL PT UO2 UO3 
THU AUG 12 720 AD 9. 14. 8. 14. 15 9 Men 3 Yax PAL PT  Q09 Q13 

SUN JAN 1 722 AD 9. 14. 10. 4. 2 9  Ik 5 Kayab PAL T 18 

SUN JAN 1 722 AD 9. 14. 10. 4. 2 9  Ik 5 Kayab PAL 96G F02 E03 

SUN JAN 1 722 AD 9. 14. 10. 4. 2 9  Ik 5 Kayab PAL SL  Cla  Clb 
SUN JUNE 17 723 AD 9. 14. 11. 12. 14 8 Ix 7 Yaxkin PAL SL  Dla  Dlb
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MON SEP 17 723 AD 9. 14. 11. 17. 6 9 Cimi 19 Zac PAL SL Fla  Flb 
FRI JULY 25 724 AD 9. 14. 12. 14. 18 9 Etz'nab 6 Ch'en PAL  T18In 

THU SEP 25 724 AD 9. 14. 13. 0. 0 6 Ahau 8 Ceh PAL  T18In A03 
TUE MAY 5 725 AD 9. 14. 13. 11. 2 7  Ik 5 Zec PAL SL C3a  C3b 

TUE MAY 21 729 AD 9. 14. 17. 12. 19 2 Cauac 2 Xul PAL SL E3a E3b 

FRI SEP 20 729 AD 9. 14. 18. 1. 1 7 Imix 4 Ceh PAL SL F4b F5a 
THU MAR 6 730 AD 9. 14. 18. 9. 8 5 Lamat 6 Uo PAL SL  F3b G4a 

SAT MAR 15 730 AD 9. 14. 18. 9. 17 1 Caban 15 Uo PAL SL G5b F5a 

THU AUG 20 731 AD 9. 15. 0. 0. 0 4 Ahau 13 Yax PAL SL G3a G3b 
FRI MAR 6 764 AD 9. 16. 13. 0. 7 9 Manik 15 Uo PAL 96G  H01  G02 

TUE NOV 15 783 AD 9. 17. 13. 0. 0 13 Ahau 13 Muan PAL 96G  K02  J02 

TUE NOV 22 783 AD 9. 17. 13. 0. 7 7 Manik 0 Pax PAL 96G H07  G08 

FRI APR 3 798  All 9. 18. 7. 10. 13 1 Ben 11 Zotz' PAL ISVas E02 F02 

MON NOV 15 799 AD 9. 18. 9. 4. 4 7 Kan 17 Muan PAL ISVas  A01  C04 

WED MAR 13 830 AD 10. 0. 0. 0. 0 7 Ahau 18 Zip PAL TI W  C07  D07
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付図1 East Tablet of Temple of the Inscriptions  [GREENE ROBERTSON 1983: fig. 95]



付図2 Center Tablet of Temple of the Inscriptions [GREENE ROBERTSON 1983: fig. 96]



付図3 West Tablet of Temple of the Inscriptions [GREENE ROBERTSON 1983: fig. 97]



付図4 Temple of the Cross [GREENE  ROBERTSON 1974:  pl.  1]



付図5 Temple of the Foliated Cross [GREENE ROBERTSON 1974: pl. 3]



付図6 Temple of the Sun [GREENE ROBERTSON 1974: pl. 2]



付図7 Temple XIV  [FERGUSON 1977: 58]



付図8 Palace Tablet [GREENE ROBERTSON 1985b: fig. 258]



付図9 Tablet  of the Slaves  [MATHEws  and  SCHELE 1974: fig. 11]



付図10 Tablet of the 96 Glyphs  [CoE 1980: fig. 135]


